
第2章　千葉市の男女共同参画の推進

基本目標Ⅰ　男女共同参画社会実現に向けての理解の促進

施策の方向性１　男女の個性と能力を伸ばす学校教育の推進

①男女平等教育の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

②個性や能力を尊重した教育環境づくり

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

性別にとらわれることなく、
生徒が自らの生き方を考え、
自分の意志と責任で進路を選
択・決定する能力・態度を身
に付けることができるよう教
育、進路指導を行った。

男女共同社会の知識・理解は
深まっており、将来の社会参
画を見据えて、取組みを継
続・拡充していく。

教育指導
課

11201
進路指導推
進事業

将来の生き方を考
える進路指導の推
進に努める。

・キャリア教育推進連携会議
を3回開催した。
・キャリア教育主任研修会を
1回開催した。
・中学1、2年生に進路学習
ノート、3年生に進路選択の
手引を作成・配布して、学校
における進路指導に供した。
・保護者資料「子供と共に考
える進路」をWeb配信した。

1,807

・中学1、2年生に進路学習
ノート、3年生に進路選択の
手引を作成・配布し、学校に
おける進路指導に供した。進
路学習ノートにおいては、
「自分らしさ、友だちらし
さ」の項で、自分と他者の個
性を認め合うことなどを学習
した。
・保護者資料「子供と共に考
える進路」をWeb配信した。

・今後も新規開設園が増える
ため、どの園も研修を平等に
受けられる体制づくりが必
要。また、様々な園がある中
で、保育の質の向上をするた
めにどのような研修内容が良
いのか検討していく必要があ
る。
・新指針の内容を取り入れた
研修を行っていく。

幼保運営
課

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

11103
保育所職員
研修事業

所管課

保育の質の向上を
図り、専門的で高
度な知識や技術を
習得するため、職
種別研修等を行
う。

短期派遣研修54回
部門別研修80回
実施した。

1,987

研修の中で、男女や障害の有
無だけではなく、こども一人
一人の個性が大切であること
の意識を高めることができ
た。（職員の意識が変わる
と、子どもや保護者への関わ
りも変わり、それは子ども達
の姿へとつながっていく。）

男女の職業能力の開発と力量
向上に効果があった。

・職種の専門性を高めるとと
もに、子どもを様々な視点か
ら捉え、個性と能力を発揮で
きる教育環境の整備推進を
テーマに研修をした。
・企画・立案・運営について
男女の関わりなく所員全体で
協議し、分担している。

・それぞれの職種の専門性を
高めると共に、子どもや保護
者を様々な視点から捉える研
修を行った。
・研修によっては公立職員だ
けでなく、民間職員も研修に
参加できるようにした。
・グループ研修では、男女均
等になるように編成した。

【課題・懸案事項】
専門研修では、中学校の受講
者が減少した。

【改善策・今後の方向性】
ニーズに応じた講座内容等を
検討しながら、引き続き事業
を実施していく。

養護教育
センター

・研修内容の企画・立案や講
師の招聘において、男女双方
の意見を参考にした。また、
受講生のグループ編成におい
て、男女の偏りがないように
留意した。
・固定的な男女の役割意識を
学校での生活や教育の中で無
意識のうちに子どもたちに伝
えて行くことがないよう研修
を実施した。

研修を進めるうえで、男女双
方それぞれの視点から、様々
な意見を聞くことができ、有
意義な研修だった。今後も継
続していくことが必要であ
る。

教育セン
ター

基本講座　 4講座
専門研修　32講座
の合わせて、36講座を実施。

781

・LGBTなど学校現場のジェン
ダー課題や、教職員の人権感
覚を育成するための情報提供
を行った。
・全体研修、グループ研修、
個人研修とも男女が同歩調で
研修をすすめるように計画・
実施した。
・校外研修時や児童生徒と直
接関わる研修では、男女比の
偏りを極力なくした。
・男女すべての研修者が企画
段階から関わる研修を設け
た。

男女の教職員が協力し、研修
した内容等を全教育活動に生
かして、児童生徒や教職員の
個性や能力を伸ばす教育活動
を促進する。

教育指導
課

・初任者研修　　　　154人
・リレー研修(2年目) 169人
・　　〃　　(3年目) 150人
・5年経験者研修　　 156人
・中堅教諭等資質向上研修
　　　　　　　　　　146人
・20年経験者研修　　 23人
＊上記の報償費のみ

182
事業を実施し、大きな成果を
得ることができた。

校長、校内指導教員及び拠点
校指導教員連絡協議会
（4/4）
初任者研修実施協議会
（5/15、1/26）
拠点校指導教員研修会
（5/25、12/6）
拠点校・校内指導教員研修会
(9/6)
を開催し、新任教員の研修に
関する実施状況・工夫等を校
長、校内指導教員、拠点校指
導教員、事務局（教育職員
課、教育指導課、教育セン
ター、養護教育センター）に
報告し、効果的な研修の推進
を図った。

365

事業
№

教育指導
課

・講義：「これからの管理職
に求められる資質」「教職員
の服務と事務処理」「管理職
としての学校危機管理への取
組」「特別支援教育の現状と
課題」「教職員のメンタルヘ
ルス」
・演習：「人事考課者として
の心構え」「学級編成・定
数・派遣講師」「教職員の不
祥事防止対策」
・グループ討議：「勤務負担
軽減の取組」

－

学校の管理・監督者として必
要な知識や情報を提供すると
ともに協議を通して十分な意
見交換ができたため。

子どもたちの男女平等、相互
理解、協力等の意識を培うこ
とを目的とした研修を実施し
た。

【課題・懸案事項】
研修内容が多岐に渡ってお
り、研修日程拡充の必要性も
あるが、学校の教員であるた
め、業務との調整が難しい。

【改善策・今後の方向性】
限られた日程のなかで、より
効果的な研修内容となるよう
検討を進めていく。

教育職員
課

所管課

11101
人権教育推
進事業

学校教育におい
て、生命・人権・
人格を重んじた
「人間尊重の教
育」を推進する。

人権教育担当者研究協議会
(6/9)、管理職特別研修会
(7/24)を開催し、人権教育の
推進を図った。

20

人権教育担当者研究協議会
(6/9)、管理職特別研修会
(7/24)を開催し、人権教育の
推進を図った。

・人権教育担当者研究協議会
では、様々な人権課題の一つ
に女性の人権問題があること
を周知した。
・管理職特別研修会では、学
校における性同一性障害や性
的指向・性自認に係る、児童
生徒に対するきめ細かな対応
等の実施について周知した。

学校現場での人権課題や社会
情勢に合った課題（LGBT、児
童虐待等）について理解を促
進する。

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

11102
教職員研修
の充実

教職員の階層に応
じた研修を実施す
る。

小学校85人、中学校64人の新
任教員に対して、拠点校指導
方式により、年間指導計画に
基づく研修を年間30時間以上
実施するとともに、授業研修
(年間150時間以上)、研修の
準備と整理(年間90時間以上)
の合計240時間以上の研修を
実施した。

11
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実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

11204
教育相談の
充実

教育センター及び
養護教育センター
等において、教育
相談（電話相談、
来所相談、訪問相
談等）を行う。

11205
キャリア教
育の推進
〔新規〕

産学連携の会議を
設置するととも
に、教育研修プロ
グラムの開発など
を行い、地域経済
や地域産業を支え
る人材の育成や確
保に向けたキャリ
ア教育の充実を図
る。

11206

ちばっ子商
人育成ス
クール
〔新規〕

1,700

性差による固定的な職業観を
意識することなく、子どもた
ちの興味や自主性を尊重でき
るプログラムにした。

性差による固定的な職業観を
意識することなく、子どもた
ちの興味や自主性を尊重でき
るプログラムにした。

子どもたちの興味や自主性を
尊重したプログラムの提供に
努める。

・キャリア教育推進連携会議
を3回開催し、職場体験の充
実やキャリア教育ガイドブッ
クの活用を検討した。また、
教育研修プログラムによる教
員研修報告を行い、キャリア
教育推進を図った。
・「千葉市のキャリア教育～
生涯を通じたキャリア発達の
支援に向けて～」を各校に発
信し、活用を図った。

子どもたちの興味や自主性を
尊重したプログラムの提供に
努める。

雇用推進
課

雇用推進
課

個性や能力に応じた体験がで
き、参加者アンケートの結果
からも、事業の目的を概ね達
成できた。

個性や能力に応じた体験がで
き、参加者アンケートの結果
からも、事業の目的を概ね達
成できた。

ちばっ子商人育成スクールに
ついてキャリア教育連携推進
会議内で情報共有を図った。

－

多くの子ども達が
様々な内容のキッ
ズアントレプレ
ナーシップ教育が
受けられるよう、
大学や企業等との
連携を拡げること
により、市内各地
域で多様な講座や
イベント等を実施
し、次世代を担う
子どもの起業家精
神を喚起する。

・西千葉子ども起業塾
　36名参加
・中学生のための起業体験講
座
　16名参加
・幕張新都心ビジネススクー
ル
　9名参加
・夏休みおしごと感動体験ワ
クワクワークデー
　912名参加

養護教育
センター

男女がともに担う家庭生活や
子育て、ひとり親家庭の子育
てへの支援に効果があった。

・相談希望の保護者に対し
て、適切な相談の機会を提供
した。
・保護者とともに子育てに係
ることの大切さを伝えるとと
もに、土曜教育相談を実施し
て保護者がともに来所できる
ようにした。
・企画・立案・運営につい
て、男女の関わりなく職員全
体で協議し、分担している。

事業を実施し、大きな成果を
得ることができた。

プログラム開発にあたり、内
容の企画・立案や講師の招聘
において、男女双方の意見を
参考にした。また、グループ
編成において、男女の偏りが
ないように留意した。

平成30年度以降においては、
開発されたプログラムをもと
に事業を実施していくととも
に、受け入れ事業者を開拓し
ていく。

教育セン
ター

会議の議題や基本方針を検討
する際に以下の点に留意し
た。
・能力を発揮しつつ、主体的
に働き方・生き方を選択でき
るよう、若い時期から結婚、
妊娠、出産といったライフイ
ベントを視野に入れ、長期的
な視点で自らの人生設計の考
える学習機会の提供
・キャリアデザインを早期に
描き、仕事と家庭の両立がで
きる社会づくり

キャリア教育推進連携会議
は、学校におけるキャリア教
育担当教員、大学・企業・産
業界関係者等により構成した
が、委員15人中女性は3人で
ある。男女共同参画の観点か
ら、参加者について、再考す
る必要がある。

教育指導
課

・性別にとらわれることな
く、相談者の希望や状況に寄
り添った丁寧な教育相談を実
施し、引き続き不登校の子供
の社会的自立に向けた支援を
充実させていく。
・男子の家庭訪問相談依頼件
数が多いため、男性家庭訪問
相談員を多く配置するなど充
実を図っていく。

教育セン
ター

各事業で丁寧に対応し、学校
復帰や学校部分復帰を果たす
ことができた。特に社会的自
立を支援するための適応指導
教室としてLP稲毛を開所し順
調に運営することができた。

電話相談　延べ4,110件
来所相談　延べ3,546件
訪問相談　86件
医療相談　延べ128件
適応指導教室　125名
中学校グループ活動　23名
小学校グループ活動　18名

37,297

社会体験研修（146名）の中
で、研修プログラムの開発を
行った。

1,962

・キャリア教育推進連携会議
を3回開催し、職場体験の充
実やキャリア教育研修プログ
ラムの活用を検討した。ま
た、教育研修プログラムによ
る教員研修報告を行った。
・「千葉市のキャリア教育～
生涯を通じたキャリア発達の
支援に向けて～」を各校に発
信した。

119

【課題・懸案事項】
相談件数の増加に伴い、初回
待ち日数が長くなった。

【改善策・今後の方向性】
より効果的な内容等を検討し
ながら、引き続き事業を実施
ていく。

教育支援
課

・児童生徒一人一人の個性や
能力を尊重した対応により、
悩みの解消を目指し、いじめ
や不登校の未然防止、早期解
決に努めた。
・男女それぞれの悩み及び男
女問わない悩みの相談に的確
に対応できるように、スクー
ルカウンセラーの研修の充実
を図った。
・男女それぞれの相談に的確
に対応できるよう、スクール
カウンセラーの適性な採用・
配置に配慮している。

性別にとらわれることなく、
発達の早期の段階からカウン
セリングを受けられる教育相
談体制充実のために、小学校
へのスクールカウンセラーの
配置拡充を目指す。

教育支援
課

・教育相談
　①来所相談   1,508件
　②電話相談   6,155件
　③土曜相談  　  58件
　④医療相談　 　 59件
　⑤学校等訪問   969件
・学校訪問相談員の派遣
　99校 299回
・グループ活動
　参加児童生徒 10名 8回
・ハッピーキャンプ
　参加児童　45名

21,882

・相談
①電話相談 10,987件（教育
相談ダイヤル24の相談件数
722件を含む）
②来所相談 5,054件
③訪問相談 929件
・生徒指導調査研究委員会に
よる研究協議、生徒指導資料
の作成を行い、市内各学校に
周知を図った。

2,651

児童生徒が男女関係なく、カ
ウンセリングを受けることに
より、悩みの解消、いじめや
不登校の未然防止、早期解決
につながった。

・男女それぞれの相談に適切
に対応できるよう、相談員の
研修の充実を図った。
・DV被害などの保護者相談に
も対応している。

男女共同参画に配慮した職場
体験は進んでおり、将来の社
会参画を見据えて、取組みを
継続・拡充していく。

男女を問わず教育相談を実施
することにより、児童生徒、
保護者の悩みの解消、いじめ
や不登校の未然防止、早期解
決につながった。

・相談員は、男女各1名に委
託し、相談者の悩みにできる
だけ寄り添うようにしてい
る。男女を問わず悩みを抱え
る児童・生徒の相談に応じら
れた。
・教育相談担当による学校訪
問によって、不登校の児童生
徒の把握と支援を行った。

性別にとらわれることなく、
相談者の悩みにできるだけ寄
り添うようにして児童・生
徒・保護者が安心して相談で
きるようにしていく。

教育指導
課

11203
スクールカ
ウンセラー
活用事業

臨床心理に関して
専門的な知識・経
験を有するスクー
ルカウンセラーを
配置し、児童生徒
へのカウンセリン
グを実施するとと
もに、教職員及び
保護者に対する助
言・援助を行い、
いじめや不登校等
の問題について未
然防止や解決を図
る。

市内全中学校及び小中連携・
一貫研究指定校等3校、小学
校拠点校6校、巡回校30校に
スクールカウンセラーを配置
し、児童生徒、保護者、教職
員からの悩み等の相談にあ
たった。相談件数は、中学校
24,939件、小学校4,649件で
あった。

100,498

11202
職場体験の
推進

中学校における職
場体験を通して、
働くことの意義を
自覚させ、勤労
観・職業観を育む
中で、主体的に自
己の生き方を考え
させる。

・全市立中学校の職場体験実
施率100％を継続した。
・労働局等から提供された職
場体験の受入先や学校訪問の
情報を、委員会から学校に提
供し、職場体験学習の充実を
図った。

－

・全市立中学校の職場体験実
施率100％を継続した。
・労働局等から提供された職
場体験の受入先や学校訪問の
情報を、委員会から学校に提
供し、職場体験学習の充実を
図った。

性別による固定的な職業観や
性別役割分担意識の軽減を図
る指導を推進した。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

③子どもの教育に対する家庭や地域の積極的参画

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

施策の方向性２　家庭や地域における学習機会の充実

①市民の男女共同参画意識の醸成

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

・第35号の特集では、平成28
年度「仕事と生活の調和に関
する意識調査」結果から、
ワーク・ライフ・バランスの
ために取り組むべき内容、女
性が働き続けるために必要な
ことなどを提案した。
・第36号の特集では、パワー
ハラスメントをテーマに予
防・解決に向けた提案をし
た。
・男女共同参画センターの事
業を広く市民に周知するとと
もに、男女共同参画に関する
情報提供を行った。

【課題・懸案事項】
伝えたい情報がより効果的に
伝わる誌面づくり。

【改善策・今後の方向性】
わかりやすい文章、効果的な
写真やイラストなど読みやす
い誌面づくりに努める。

男女共同
参画課

・男女共同参画週間にあわせ
て、市政だより12月号に特集
記事「誰もが自分らしく活躍
できる社会へ」を掲載し、周
知を図るとともに、関連行事
として男女共同参画センター
まつりを開催した。
・12月5日～11日の期間、そ
ごう千葉地階ギャラリーに
て、男女共同参画に関するパ
ネル及びポスターを展示した
り、情報誌・講座のチラシ等
を配布した。

男女共同参画社会の形成に対
する市民及び事業者の関心を
高め、理解を深めるととも
に、男女共同参画社会の形成
に向けた取組が積極的に行わ
れるよう、男女共同参画週間
を実施した。

【改善策・今後の方向性等】
引き続き、周知方法や関連行
事の実施内容等について十分
検討を行っていく。

男女共同
参画課

12103

男女共同参
画に関する
情報誌の発
行

男女共同参画セン
ター情報誌「みら
い」を発行し、男
女共同参画に関す
る情報提供を行
う。

情報誌「みらい」
第35号、第36号
2回、各5,000部発行

186

情報誌「みらい」を発行し、
市内の主な公共施設に配布し
た。また、男女共同参画に関
する情報を提供することがで
きた。
・第35号特集「育児や介護、
どうする仕事との両立？」
・第36号特集「こんな行為は
NG！職場のパワーハラスメン
ト」

1,035

・父親たちに子育てを身近に
感じてもらうことを目的に、
育児中の熊谷市長とのトーク
ショーや横山だいすけ氏のミ
ニコンサートなど行い、子育
ての面白さを伝えた。
・定員の4倍以上の申込みが
あり、当日は883人と多くの
方に参加してもらうことがで
きた。
・参加者へのアンケートで
は、9割以上の方が、満足、
やや満足と回答しており非常
に好評だった。

父親の子どもへの関わり方を
テーマに講演会を行い、男女
ともに育児に関わることの大
切さについて周知を行った。

【課題・懸案事項】
29年度に引き続き、多くの方
に参加してもらう。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、実施・周知方法や
開催時期等について十分検討
を行っていく。また、講演会
以外の方法での意識啓発等の
方法ついても研究していく。

男女共同
参画課

12102
男女共同参
画週間の実
施

毎年12月の市男女
共同参画週間の周
知を図るとともに
関連行事を開催す
る。

男女共同参画週間（12月4日
～10日）を実施。
・市の広報紙等による周知
・男女共同参画センターまつ
りの開催（12月9日・10日）
参加者2,229人
・そごう千葉店地階ギャラ
リーにてパネル・ポスター展
示

－

11303

学校支援地
域本部推進
→
学校と地域
の連携・協
働体制の整
備事業
〔新規〕

12101
ハーモニー
講演会の開
催

男女共同参画社会
の形成に向け、意
識啓発を目的とし
た講演会を実施す
る。

ハーモニー講演会
・登壇者：横山だいすけ氏、
熊谷市長
・ファシリテーター：久留島
太郎氏
・場所：青葉の森公園芸術文
化ホール
・開催日：30年2月25日
・参加者数：883人

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

教育指導
課

・資料作成の監修である青少
年問題協議会では、男女双方
の意見を聞くよう努めた。
・家庭教育資料の内容、イラ
ストに男女の偏りがないか留
意した。

保護者を対象に引き続き配布
を行うとともに、掲載内容に
ついては、関係機関等からの
情報を元に、青少年問題協議
会で協議の上、適宜見直しを
行い、家庭教育資料の充実を
図る。

健全育成
課

・地域教育協議会を組織する
にあたって男女の偏りが生じ
ないよう努めた。
・学校支援について検討する
にあたって、男女にかかわり
なく参画し、意見を出しても
らうよう努めた。

・男女が共に地域活動等に参
画できる環境整備を整え、過
ごしやすいまちづくり形成に
寄与した。
・推進会議では男女に偏りな
く企画、立案に際し、意見を
反映させた。

【課題・懸案事項】
・学校と地域コーディネー
ターの打合せ時間の確保が難
しい。
・地域ボランティアの人員確
保が難しい地域がある。

【改善策・今後の方向性】
・今後3年間は毎年度10校の
新設置を実施する予定であ
る。
・打合せ時間の確保について
は、紙面での打合せなどの工
夫を図っている。
・地域ボランティアの人員募
集については、学校だより等
で周知を図っている。

学事課

学校・家庭・地域
が一体となり、地
域ぐるみで子ども
を育てる体制を整
備するための学校
支援地域本部を、
より多くの学校区
に設置する。

1　学校支援地域本部既設置
校6校への継続支援
2　新設置校10校への説明お
よび支援
3　地域コーディネーター対
象の研修会の実施

579

・地域ボランティア等による
学習支援、環境整備支援、登
下校見守り支援等を得たこと
で教育活動の充実が図られ
た。
・「学校支援を経験して地域
の子どもとつながりができ
た」「支援活動を通して、新
しい知り合いができた」と
いった地域ボランティアの声
が聞かれ、地域住民にとって
も効果的な取組であった。
・地域コーディネーター研修
を実施したことで、コーディ
ネーターの役割を確認するこ
とができた。

市内55中学校区で、児童生徒
も参加したまちづくり推進会
議を開催。学区小中学校を核
とした家庭と地域の三者が連
携して安全・安心で過ごしや
すいまちづくりを企画立案。
参加者総数　82,169人
花いっぱい活動　36中学校区
地域清掃活動　　39中学校区
文化交流活動　　50中学校区
挨拶・防犯活動　27中学校区

639

学校、家庭、地域の大人及び
子どもが男女関係なく、共通
の目的を持って、過ごしやす
いまちづくりのため協働して
活動を行った。

11302
家庭教育資
料作成事業

小学校入学時、高
学年になる5年生時
及び中学校入学時
に、保護者に子育
て支援の一環とし
て子育ての手引き
を配布する。

・小学1年生　8,900部
・小学5年生　9,500部
・中学1年生　8,200部

506

小学校低学年ではしつけにつ
いて、小学校高学年では子ど
もへの接し方、中学校1年生
では心や身体についてふれ
た。

29年度事業 年度ごとの自己評価

事業内容

事業開始から15年が経過し、
各学校担当者の事業に対する
理解や地域の理解が一層深
まってきている。多くの中学
校区で継続した取組みが行わ
れており、着実な活動が展開
されている。

11301

学校・家
庭・地域連
携まちづく
り推進事業

各中学校区におい
て、まちづくり推
進会議を開催し、
学区小中学校を核
とした家庭と地域
の三者が連携した
安全・安心で過ご
しやすいまちづく
りを企画立案す
る。この活動を通
して、子どもたち
の地域に対する愛
着や誇りを育む。

所管課
事業
№

事業名
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②男女共同参画に関する拠点施設の充実

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

③男女共同参画に関する学習機会の提供

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

・公民館では計画した講座数
の実績は減であるが、男性の
家事や育児参画へのきっかけ
となる機会の提供はできた。
・生涯学習センターでは子育
て等で離職した女性の再就
職、職場復帰を支援した。

・公民館では男性を対象に料
理教室や子育て教室の講座を
企画・実施した。
・生涯学習センターでは女性
の就労支援講座を実施した。

引き続き、生涯学習施設にお
いて、男女共同参画に関する
講座を実施していく。

生涯学習
振興課

男女共同参画社会の形成に向
けた学習機会を提供し、また、
事業所や学校等からの要望に
積極的に対応し、計画より2講
座多く実施することができた。

【課題・懸案事項】
市内事業所や専門学校など、
出前講座の開催場所の確保。

【改善策・今後の方向性】
・デートDVに関する知識等の情
報提供や、対等な人間関係を
築くことの重要性を生徒に認識
してもらうため、市内専門学校
や市立高等学校等へ講座の実
施を呼びかけていく。
・関係団体等との連携を図り、
男女共同参画に関する講座が
実施可能な事業所を確保する。
また、男女共同参画推進事業
者にも開催を呼びかけていく。

男女共同
参画課

12303

生涯学習施
設における
男女共同参
画に関する
講座の開催

生涯学習施設にお
いて、男女共同参
画に関する講座を
実施する。

・男女共同参画講座
（公民館　6事業）
（生涯学習センター　1事
業）

23

12302

男女共同
参画課

・男女双方が利用しやすい環
境となるよう配慮しながら、
男女共同参画センターが持つ
各機能（調査、情報、相談、
研修、交流）の充実を図り、
市民の活動や学習を支援し
た。

【課題・懸案事項】
色あせ・傷・汚れなど施設の
経年劣化、備品の老朽化

【改善策・今後の方向性】
貸出業務に支障が出ないよう
に日頃から施設の不具合等を
点検し、早期に発見、把握す
るように努める。

男女共同
参画課

男女共同参
画に関する
講座の開催

男女共同参画セン
ター等において、
男女共同参画に関
する講座を開催す
る。

研修学習事業
全42講座開催
・共同参画：男女共同参画講座
Ⅰほか11講座
・家事育児支援：男性のための
料理講座Ⅰほか6講座
・就業勤労支援：女性のための
再就職応援講座ほか5講座
・健康維持支援：女性のための
健康講座Ⅰほか4講座
・教養・コミュニケーション：文学
に学ぶ生き方講座ほか2講座
・地域活動支援：市民企画講座
Ⅰほか8講座

3,232

・女性対象は14講座、男性対象
は5講座、このほか24講座は男
女双方を対象とした講座を実施
した。
・千葉市教育センターと連携し
若者のためのアサーティブト
レーニング講座、市内事業所や
保育園、大学、専門学校等関
係機関と連携し男女共同参画
入門講座、若者のためのDV予
防講座、パパ力（りょく）UP講座
などを実施した。

・資料の返却場所を増やした
り、貸出期間のメールでの延
長を可能にするなど、利便性
向上に引き続き取り組んだ。
・研修学習事業では、講座修
了後に情報資料センターの案
内ツアーを実施するなど、他
事業との連携を図った。
・パソコン初心者向けのイン
ターネット体験講座を実施す
るなど、情報資料センターに
足を運んでもらえるようなイ
ベントを開催した。
・前年度に比べて貸出人数は
64人増え、貸出冊数も1,367
冊増えた。また、インター
ネット端末利用者が3,612人
(＋253人)と増えたが、閲覧
席利用者は7,963人(－470人)
と前年度に比べて減った。

12301

男女共同参
画に関する
資料の収
集・提供
〔基本目標
Ⅰ-2-②の再
掲〕

男女共同参画セン
ターにおいて、男
女共同参画に関す
る各種資料を収集
し、貸出等を行
う。

貸出人数：6,541人
貸出冊数：24,309冊

－

＜調査＞【課題・懸案事項】
アンケート調査の回収率の向
上と無効回答の減少。

【改善策・今後の方向性】
設問数を少なくする、選択肢
を多くしすぎないようにす
る、わかりやすい質問にする
など、できる限り回答者の負
担を軽減する。3週間～4週間
の回答期間を設ける。

＜研究＞【課題・懸案事項】
今後の女性相談について

【改善策・今後の方向性】
相談から見えてきたことを分
析し、センター主催講座等の
企画に活かす。

男女共同参画に係る資料の収
集・貸出に努め、「日本の貧
困2017～女性・子ども・ひと
り親をめぐって」「ガマンし
ていませんか？生活のなかの
「暴力」「ハラスメント」」
など、話題となっているテー
マに関する資料をわかりやす
く展示した。

【課題・懸案事項】
情報センター利用者が減少傾
向にある。

【改善策・今後の方向性】
情報資料センターでは、主催
講座の際、参考図書のリスト
配布を実施したり、テーマを
設定し、年4回、特集展示及
び貸出を行っている。講座会
場での資料の出張展示なども
実施し、積極的な周知を図っ
ていく。

事業
№

事業名

男女共同
参画課

12203

男女共同参
画センター
の機能充実
〔新規〕

男女共同参画社会
の実現のため、拠
点施設である男女
共同参画センター
の機能充実に向け
て、施設の管理や
実施事業の見直し
などを検討する。

イベントホールピアノ修繕、
イベントホール床修繕ほか

477

利用者が施設を安全・安心か
つ快適に利用できる状態を保
つため修繕等を行った。イベ
ントホール以外では、スタジ
オＡの入口壁、階段、床面
（1～2階）等の修繕を行っ
た。

男女共同参画に係る資料の収
集・貸出に努め、「日本の貧
困2017～女性・子ども・ひと
り親をめぐって」「ガマンし
ていませんか？生活のなかの
「暴力」「ハラスメント」」
など、話題となっているテー
マに関する資料をわかりやす
く展示した。

【課題・懸案事項】
情報センター利用者が減少傾
向にある。

【改善策・今後の方向性】
情報資料センターでは、主催
講座の際、参考図書のリスト
配布を実施したり、テーマを
設定し、年4回、特集展示及
び貸出を行っている。講座会
場での資料の出張展示なども
実施し、積極的な周知を図っ
ていく。

男女共同
参画課

12202
男女共同参
画に関する
調査研究

男女共同参画に関
する調査や研究等
を行い、現状の把
握や施策への反映
を行う。

＜調査＞
男性のライフスタイルに関す
る意識調査
対象：市内在住の20歳以上の
男女各1,500人
有効回答数：1,136件
有効回答率：37.9％

＜研究＞
男女共同参画に関する研究事
業として、女性相談の内容分
析と今後の事業展開について
まとめた報告書を作成。

1,540

＜調査＞
調査と分析を通し、男性のラ
イフスタイルに関する意識や
仕事、家庭、地域に対する考
え方の現状を把握することが
できた。

＜研究＞
過去7年間の女性相談を分析
し、傾向を探ることで、今後
のセンター事業の充実や施策
に活かせる研究成果としてま
とめることができた。

＜調査＞
・男性のライフスタイルに関
する意識や仕事、家庭、地域
に対する考え方の現状を探
り、男女共同参画社会実現の
ための施策や事業に反映させ
ることを目的にアンケート調
査を実施した。
・前回調査との比較及び分析
を行い、市民の意識と実態に
ついて把握することができ
た。

＜研究＞
女性相談の意義や役割の確認
により、男女共同参画に係る
課題への取組に資するものと
する。

12201

男女共同参
画に関する
資料の収
集・提供

男女共同参画セン
ターにおいて、男
女共同参画に関す
る各種資料を収集
し、貸出等を行
う。

貸出人数：6,541人
貸出冊数：24,309冊

－

・資料の返却場所を増やした
り、貸出期間のメールでの延
長を可能にするなど、利便性
向上に引き続き取り組んだ。
・研修学習事業では、講座修
了後に情報資料センターの案
内ツアーを実施するなど、他
事業との連携を図った。
・パソコン初心者向けのイン
ターネット体験講座を実施す
るなど、情報資料センターに
足を運んでもらえるようなイ
ベントを開催した。
・前年度に比べて貸出人数は
64人増え、貸出冊数も1,367
冊増えた。また、インター
ネット端末利用者が3,612人
(＋253人)と増えたが、閲覧
席利用者は7,963人(－470人)
と前年度に比べて減った。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性３　男女共同参画を推進する民間団体との連携と支援

①男女共同参画を推進する民間団体等への支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

②男女共同参画を推進する民間団体の交流と連携の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

男女共同
参画課

13202

ちば男女・
みらい
フォーラム
の開催

市民団体の活動推
進、ネットワーク
化や男女共同参画
センターとの連携
強化のため、シン
ポジウムなどを開
催する。

開催日：6月25日（日）
受講者数：74人
・フォーラム実施講座
受講者数：51人
・フォーラム実行委員会の組
織・運営
実行委員：9人

－

・フォーラムでは「聴く」を
ことの大切さに焦点をあて、
お互いに違いを認め、受け止
めるためにどうしたらよいか
を共に考えた。
・実施講座では各回ごとにグ
ループワークを取り入れるな
ど、受講者がお互いに話す、
聴くという実践の場を設ける
ことができた。受講者の満足
度が高かった。

開催日：12月9日（土）・10
日（日）
来場者数：延べ2,229人
主催企画：6企画
市民団体企画：27企画

－

・参加人数は2,229人で、前
年度より若干多かった。市民
団体の企画数は27企画であっ
た。
・5月～2月まで計12回の実行
委員会を開催し、9名の実行
委員が企画運営に関わった。

市民団体や市民と
の協働により、男
女共同参画に関す
る講座や講演会、
展示などを行うイ
ベントを開催す
る。

千葉市男女共同参画週間の期
間中に、男女共同参画セン
ターまつりを通じて、男女が
お互いを尊重し、責任を分か
ち合う男女共同参画社会につ
いて考えるきっかけとなるよ
う市民団体や男女共同参画セ
ンター主催の講演会、各種体
験講座、作品展示等を実施し
た。

受講者の中から実行委員を募
り、市民の参画を促すととも
に、講座の内容を体験的・実
践的なものにし、交流の機会
を増やす工夫を行った。

【課題・懸案事項】
市民団体企画の応募が少な
く、柔軟な開催日程について
の対応を求められている。

【改善策・今後の方向性】
市民団体が参加しやすい期間
設定をするなど、運営方法を
検討する。

【課題・懸案事項】
「ちば男女・みらいフォーラ
ム」の開催に向けた実行委員
の確保と実行委員会の開催。

【改善策・今後の方向性】
実行委員が参加しやすい日時
で実行委員会を月1回程度開
催し、フォーラムの開催に向
けての準備、当日の運営につ
いて話し合っていく。

男女共同
参画課

13103
市民企画講
座の開催

男女共同参画セン
ターにおいて、市
民の企画運営によ
る男女共同参画に
関する講座の開催
を支援する。

13201

男女共同参
画センター
まつりの開
催

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

講座
・市民企画講座Ⅰ
企画団体：びーらぶ♡チバ
受講者数：19人
・市民企画講座Ⅱ
企画団体：ておておの会
受講者数：41人

183

市民企画講座Ⅰ・Ⅱでは、幅
広い年齢層が参加し、コミュ
ニケーション力の向上や肯定
的な人間関係づくりに役立つ
講座を実施することができ
た。また、グループワークを
取り入れるなどの工夫があっ
た。受講者の満足度は非常に
高かった。

男女共同
参画課

男女が共に地域活動に参画
し、まちづくりや各種活動を
担うファシリテーターの育成
を目的として実施した。

【課題・懸案事項】
学んだことを実践したいとい
う感想が多く寄せられた。

【改善策・今後の方向性】
「ハーモニーサロン」（年4
回実施）をファシリテーター
の実践の場として提供してい
る。今後も継続して実施した
い。

男女共同
参画課

市民団体が自主的に企画・運
営し男女がともに担う地域社
会づくりに向けた講座を実施
することができた。

【課題・懸案事項】
対象となる市民に講座をどう
周知宣伝していくかが課題。

【改善策・今後の方向性】
広報手段、実施時期等につい
て企画団体と協議しながら進
めていく。

男女共同
参画課

13102
民間団体を
支える人材
の育成

男女共同参画を推
進する団体を支え
る人材育成のため
の講座を開催す
る。

講座
・ファシリテーター養成講座
受講者数：95人

94

参加型によるファシリテー
ターの技能の向上を目的に講
座を実施。受講者の満足度は
非常に高かった。

所管課

13101
民間団体に
対する活動
支援

男女共同参画社会
実現に向けて活動
している団体やグ
ループの交流及び
ネットワーク形成
の支援、情報の発
信・収集を目的に
団体登録を行う。

は～もねっと登録団体数
74団体
は～もねっと登録団体交流会
1月28日実施
14団体21人参加

－

・男女共同参画社会の実現に
向けて活動している団体・グ
ループの交流、情報の発信を
目的として、交流会の開催、
交流コーナー設置のメール
ボックス貸出など、支援を
行った。
・登録団体は74団体となり、
前年度（73団体）に比べて1
団体増えた。交流会を実施
し、団体間の交流を図ること
ができた。

男女共同参画社会の実現に向
けて活動している団体・グ
ループに対し、様々な形で積
極的に支援することで、男女
共同参画意識のさらなる浸透
を図るとともに、団体間の交
流を促した。

【課題・懸案事項】
登録団体を増やすとともに、
交流の在り方の見直し。

【改善策・今後の方向性】
・交流会のより一層の周知に
努める。
・団体・グループの交流や、
情報共有、ネットワーク化を
支援し、参画センターとの連
携を図っていく。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

基本目標Ⅱ　男女平等と人権の尊重

施策の方向性１　配偶者等からの暴力の防止と被害への対応（第２次千葉市ＤＶ防止・被害者支援基本計画）

①暴力を許さない地域づくりの推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

児童虐待防止対策への取組み
を推進しているが、本市にお
ける児童虐待対応件数は年々
増加傾向である。

－

・児童虐待問題に対する社会
的関心喚起を図り、児童虐待
防止対策への取組みを推進し
た。
・11月を「児童虐待防止推進
月間」とし、集中的な広報・
啓発活動を行った。

－

未実施
教育指導課が所管となったた
め、平成29年度以降は実施な
し。

－

教育指導
課

－ －
教育支援
課

地域、学校などと連携しなが
ら、オレンジリボンキャン
ペーンに取り組み、児童虐待
防止を推進した。

全教育活動を通じて、人権教
育を実施したり、関連機関と
の連携を図ったりするように
周知する。

こども家
庭支援課

人権教育プログラムを実施
し、子どもへの暴力を許さな
いという指導を行うことで、
暴力を許さない地域づくりの
推進に一定の効果があった。
しかし、実施実績が１校のみ
であり、プログラム実施校の
拡大には課題が残る。

－ －
幼保支援
課

－

所管課

各園等において、保育者が子
ども達一人一人に愛情をもち
接することや、子ども同士の
つながりを大切に接すること
で、自己肯定感や相手を思い
やる心の育ちにつなげてい
る。

－

中学校1校で人権教育プログ
ラムを実施した。

184

未実施 －

幼保運営
課

子どもの人権を奪おうとする
暴力に係る対処法についてプ
ログラムを実施し、人権意識
を高揚を図った。

【課題・懸案事項】
プログラム実施校の増加

【改善策・今後の方向性】
各学校への周知を行う。

各園内研修等を通し子どもへ
の関わりを学び合い実践して
いる。

性差への先入観による固定的
な対応をしないように配慮し
ている。

今後も新規開設園が増えるた
め、勤務する保育士等に対し
て巡回指導時に自己肯定感等
を育む子どもへの関わり方等
について、必要に応じ指導し
ていく。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

21101

幼少期から
の暴力を防
止するため
の人権教育
の推進

保育所（園）、幼
稚園、認定こども
園、学校におい
て、心身の発達段
階に応じ、幼少期
から、他者を尊重
し、暴力を防止す
るための人権教育
を推進する。

16



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

②相談体制等の充実

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

被害者の安全確保にも配慮し
ながら被害者が相談窓口につ
ながるように周知に努めた。

【課題・懸案事項】
配偶者からの暴力の相談窓口
を知っている者の割合は約4
割（H26年度千葉市調査）で
あり、引き続き周知をしてい
くことが必要。
　
【改善策・今後の方向性】
相談窓口の周知の強化が必
要。

こども家
庭支援課

10月15日の中央区ふるさと祭
りで市民にキルト型ツリーに
オレンジリボンとパープルリ
ボンを取り付けてもらい、オ
レンジ・パープルリボンバッ
チを配布した。

－

パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があったと考
える。

・市内公共施設、保育所、幼
稚園、医療機関（産婦人科、
小児科、精神科）等へDV相談
リーフレットを配布し、DVへ
の理解及び相談窓口の周知を
図った。
22,500部

・ホームページでDVに関する
記事及び、配偶者暴力相談支
援センターの相談先を掲載し
た。

154

相談先の入手経路としてDV相
談リーフレットやホームペー
ジと答える相談者も多い。医
療機関・保育所でリーフレッ
トを配布することで、被害者
を相談につなげる一定の効果
があったと考える。

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を促した。

【課題・懸案事項】
パープルリボンの認知度が低
い。

【改善策・今後の方向性】
効果的な広報・啓発活動の内
容を検討し、継続して行って
いく。

男女共同
参画課

【課題・懸案事項】
どんな理由があろうと暴力は
許されないと回答する者の割
合は6割（H26年度千葉市調
査）であり、暴力を許さない
地域社会づくりに向けて引き
続き啓発していくことが必
要。

【改善策・今後の方向性】
継続的な予防啓発が必要。

こども家
庭支援課

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

21102

若者に向け
たデートDV
予防教育の
推進

実施実績校は2校であった
が、実施校では、若年層にお
ける喫緊の課題であるデート
DVに対する予防啓発に一定の
効果があったと考える。

中学生が参加する思春期教室
では、暴力について話をして
いる。思春期教室参加者に
リーフレットを配布すること
は、中学生が暴力について話
を聞き自分なりに考えたうえ
で、デートDVという言葉に触
れることになるので、予防啓
発には一定の効果があったと
考える。

未実施
教育指導課が所管となったた
め、平成29年度以降は実施な
し。

－

教務主任会中学校部会でデー
トDV予防プログラムを周知
し、市内中学校2校で実施さ
れた。

関係機関と連携
し、デートDV予防
プログラムの活用
等、若者（中・
高・大学生）を対
象とした「デート
DV」の予防教育を
推進する。

－

－
教育指導
課

男女が一緒に考え、互いを理
解し、尊重し合えるよう、内
容を工夫したリーフレットを
作成し、予防啓発を行った。

【課題・懸案事項】
デートDVという言葉を知って
いる高校生の割合は6割（H26
年度千葉市調査）であり、
デートDV予防のためには、引
き続き啓発していくことが必
要。
　
【改善策・今後の方向性】
予防啓発のためのリーフレッ
ト配布を継続して行う。

こども家
庭支援課

－ －
教育支援
課

市内中学校を対象に、デート
DV予防プログラムの実施、パ
ンフレット配布、講師の派遣
等を行い、デートDVの正しい
理解を促し、予防啓発に努め
た。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

デートDV予防プログラム実施
校を年間4校、平成33年まで
に20校に広げる。

・市内の大学、専門学校、中
学校など5校で講座を開催
し、合わせて1,131人が受講
した。
・DVのない関係を作るため
に、お互いを尊重する会話を
ロールプレイなどを交えて体
験してもらうことができた。

・市内の大学、専門学校、中
学校などの若者向けに、デー
トDVに対する認識を高めても
らうと同時に、DVが若者の身
近にある問題であることを
知ってもらうことができた。
・DVには、身体的暴力以外に
も精神的暴力や性的暴力があ
ることを理解してもらうよ
う、プログラムの内容に工夫
をした。

講座
・若者のためのDV予防講座
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ
淑徳大学、千葉女子専門学
校、高洲第２中学校、市立千
葉高校など5校で開催1,131人

145

思春期教室等（健康課事業）
に参加した市内中学生にデー
トDV予防リーフレットを配布
3,000部

－

【課題・懸案事項】
市立高等学校など、出張講座
の開催場所の確保。

【改善策・今後の方向性】
デートDVに関する知識等の情
報提供や、対等な人間関係を
築くことの重要性を生徒に認
識してもらうため、市立高等
学校や市内専門学校等へ講座
の実施を呼びかけていく。

男女共同
参画課

所管課

事業
№

21201

相談窓口
等、被害者
支援制度の
周知の推進

DV相談カードや
リーフレット、
ホームページ等を
活用し、相談窓口
等、被害者の支援
制度を広く市民に
周知し、被害者を
相談につなげる。

21103

暴力を根絶
するための
地域・社会
に対する広
報・啓発活
動の推進

暴力を許さない地
域社会づくりに向
けて、「女性に対
する暴力をなくす
運動」や「パープ
ルリボンキャン
ペーン」等に併せ
て、広報・啓発活
動を行う。

・女性・子どもへの暴力防止
に賛同する方に、ツリー型キ
ルトへオレンジとパープルの
リボンをつけてもらうキャン
ペーンを実施した（中央区ふ
るさとまつり、千葉市ハーモ
ニープラザエントランスで実
施）。また、啓発物品や内閣
府作成のポスター・リーフ
レットの掲示・配布を実施し
た。
・男女共同参画センターでDV
に関する図書、資料などの展
示を行ったほか、女性のため
の自己防衛講座等を実施し
た。

－
パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があった。

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を促した。

17



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

こども家
庭支援課

21203

被害者の状
況に応じた
相談体制の
充実

地域包括
ケア推進
課

引き続き、DV対応関係機関と
連携して対応する。

障害者自
立支援課

－ －
高齢福祉
課

障害者の虐待に係る相談・通
報受理件数　51件
うち配偶者によるもの　3人

－

虐待相談窓口についてリーフ
レットなどで周知するととも
に、通報もしくは相談があっ
た際には、障害者虐待だけで
なくDVの可能性を視野に入れ
ながら、速やかに対応した。

男性の臨床心理士による相談
体制を整え、家庭、仕事、生
き方、人間関係等の悩みを抱
えた男性からの相談を受け付
け、気持ちの整理のお手伝い
をし、問題解決に必要な情報
提供を行った。

【課題・懸案事項】
男性相談の認知度を高める。

【改善策・今後の方向性】
相談窓口のさらなる周知を図
り 、男性でも気軽に相談で
きる環境づくりに努めてい
く。

男女共同
参画課

生き方、人間関係、心や体の
悩みなど、さまざまな悩みを
抱えた男性の相談を受け付け
た。

未実施
所管の変更により、平成29年
度以降は実施なし。

－

高齢障害支援課やあんしんケ
アセンターが連携を図りなが
ら、被害者（被虐待者）の状
況に応じた相談体制を構築し
ている。

相談者が置かれている状況に
配慮しながら、適宜相談に応
じるとともに、相談窓口の周
知のためにパンフレット等を
積極的に配布し、高齢者虐待
の早期発見・解決に努めた。

千葉市あんしんケアセンター
等の相談窓口について、市民
への認知度を向上させるため
に、普及啓発活動を継続して
いく。また、相談内容に応じ
た適切な機関で相談できるよ
う関係機関の連携・協力体制
を強化する。

平成29年度千葉市におけるDV
相談件数　2,983件
（電話1,657件・来所1,326
件）

－
被害者の状況に応じながら、
関係各課と連携し、相談を実
施することができた。

障害者虐待以外の可能性
（DV）を視野に入れながら、
対応ができた。

被害者の置かれた状況を理解
し、関係各課と連携しながら
被害者に寄り添った相談を実
施することに努めた。

【課題・懸案事項】
よりよい支援のために関係各
課との連携が不可欠。

【改善策・今後の方向性】
関係各課との情報交換、連携
強化

国籍を問わず、相談者の状況
に配慮しながら相談に応じる
とともに、言語や習慣の違い
から生じる日常生活の問題を
解決できるように、情報提供
を行った。

引き続き事業を実施してゆ
く。

－

・平成29年度千葉市における
DV相談件数　2,983件
（電話1,657件・来所1,326
件）
・相談員は、各種研修に参加
し、スキルアップを図った。
（内閣府・千葉県主催研修な
ど）

7,618

国際交流
課

女性の専門相談員による相談
体制を整え、家庭、仕事、生
き方、人間関係、心や体等の
悩みを抱えた女性からの相談
を受け付け、気持ちの整理の
お手伝いをし、問題解決に必
要な情報提供を行っている。

【課題・懸案事項】
公共施設の相談窓口として公
平性の観点から多様なライフ
スタイルに対応した体制作
り。

【改善策・今後の方向性】
相談時間や体制の見直し。

男女共同
参画課

高齢障害支援課やあんしんケ
アセンターに高齢者虐待防止
のためのパンフレットを設置
し、相談窓口を周知するとと
もに、相談者の状況に合わせ
て、他課や関係機関と連携を
図り対応した。

ハーモニー相談(女性相談)
電話及び面接による相談の実
施。1回50分。要予約。
相談時間：
　火～金 10時～20時
　土、日 10時～16時
相談者数：2,069人

13,411

家庭や仕事、生き方や人間関
係、心や体のことなど、さま
ざまな悩みを抱えた女性の相
談を受け付けた。

様々な国籍の方
や、高齢者、障害
者、男性など、被
害者の状況に応じ
た相談体制を充実
させる。

国際交流協会において、外国
人からの相談対応を行った。
（相談のうち、離婚・DV案件
は36件）

－

外国人が直面する様々な問題
や悩みに対して、適切な情報
提供、助言、回答を行うこと
ができた。

－

男性電話相談
男性臨床心理士が対応。
相談時間:
　毎週金曜日
　18時30分～20時30分
相談者数：131人

706

被害者の意向を尊重し、自己
決定ができるように必要な情
報を提供し、相談を実施する
ことができた。

安全確保に配慮しながら、被
害者の状況や気持ちに寄り添
い、相談員のスキルアップも
図り、適切な情報の提供が行
えるように努めた。

こども家
庭支援課

【課題・懸案事項】
配偶者からの暴力の相談窓口
を知っている者の割合は約4
割（H26年度千葉市調査）で
あり、引き続き周知をしてい
くことが必要。
　
【改善策・今後の方向性】
相談窓口の周知の強化。相談
員のスキルアップを図るため
研修に参加。

21202
DV被害者の
相談体制の
充実

配偶者暴力相談支
援センターや男女
共同参画センター
等の相談窓口にお
いて、専門相談員
が、被害者の意向
を尊重し、自己決
定ができるよう、
必要な情報の提供
等の支援を行う。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

③被害者の安全確保の徹底

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

DV被害者の保護等の視点か
ら、個人情報漏えいが発生し
ないように対策を講じた。

【課題・懸案事項】
情報システムからの情報漏え
いだけでなく、人的ミスに
よって紙文書等から情報漏え
いすることも懸念される。

【改善策・今後の方向性】
今後も職員の情報セキュリ
ティ意識の向上を図るため、
定期的に研修や訓練などを行
う。

情報シス
テム課

「千葉市ドメスティック・バ
イオレンス、ストーカー行為
等児童虐待及びこれらに準ず
る行為の被害者の保護に関す
る住民基本台帳事務処理要
綱」を遵守し、引続き適正な
事務処理を行う。

区政推進
課

「千葉市ドメスティック・バ
イオレンス、ストーカー行為
等児童虐待及びこれらに準ず
る行為の被害者の保護に関す
る住民基本台帳事務処理要
綱」に基づき、適正な事務処
理を行うことができたため。

被害者の安全確保を徹底する
ため、「千葉市ドメスティッ
ク・バイオレンス、ストー
カー行為等児童虐待及びこれ
らに準ずる行為の被害者の保
護に関する住民基本台帳事務
処理要綱」に基づいて適正な
事務処理を行うよう、市民総
合窓口課・市民センター・連
絡所・区政事務センターへの
周知を図った。

庁内ネットワークとインター
ネットを分離した。
また、職員の情報セキュリ
ティ意識の向上を図るため、
情報セキュリティ研修と標的
型攻撃メール対応訓練を実施
した。

125,191

庁内ネットワークとインター
ネットを分離することで、情
報漏えいに関する技術的な対
策を講じた。
また、情報セキュリティ研修
と標的型攻撃メール対応訓練
を実施することにより、職員
の情報セキュリティ意識の向
上を図った。

「千葉市ドメスティック・バ
イオレンス、ストーカー行為
等児童虐待及びこれらに準ず
る行為の被害者の保護に関す
る住民基本台帳事務処理要
綱」に基づき、適正な事務処
理を行った。

－

被害者の安全確保を第一に、
適切に一時保護が利用できる
よう関係機関と連携し、取り
組むように努めた。

【課題・懸案事項】
一時保護決定まで関係機関と
の調整に時間を要することが
あり、被害者の安全確保に支
障をきたす恐れあり。

【改善策・今後の方向性】
関係機関との意見交換、連携
強化

こども家
庭支援課

住民基本台帳の閲覧制限に係
る証明手続きを実施

住民基本台帳事務における支
援措置の証明　215件

－
申請者に対し、証明事務を適
切に行った。

被害者の安全確保を徹底する
ため、適正な事務処理を行う
ように努めた。

こども家
庭支援課

特になし

21301

県や関係機
関等との連
携による一
時保護体制
の整備

県や関係機関等
（民間団体含む）
と連携し、一時保
護に取り組む。

一時保護件数
・女性サポートセンター 22
件
・母子生活支援施設 13件
・民間シェルター 3件

母子生活支
援施設
2,345
民間ｼｪﾙﾀｰ
1,190

被害者の状況に応じ、適切に
一時保護を利用することがで
きた。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

21302
情報管理と
安全確保の
徹底

相談窓口や各種手
続きを行う窓口等
において、被害者
等やその関係者の
情報の漏えいを防
ぐため、情報管理
を徹底するととも
に、住民基本台帳
の閲覧制限等、被
害者の情報を保護
し、安全を確保す
る取組みを行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

④被害者の自立と生活再建の支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

心理教育プログラムを実施
し、参加者にも好評だった。

被害者とその子どもの個々の
状況に合わせて、気持ちに寄
り添いながら実施できるよう
に努めた。

【課題・懸案事項】
被害者及び子どもに対するDV
の影響は深刻であり、回復ま
では相当な時間を要し、効果
測定は困難。

【改善策・今後の方向性】
効果測定は困難だが、継続的
に実施していく必要あり。

こども家
庭支援課

必要と思われるDV被害者に対
し、団体と連携し情報提供を
行い、被害者の自立及び生活
再建を進めるため円滑な利用
支援ができるように努めた。

【課題・懸案事項】
よりよい支援のために民間団
体との連携が不可欠。

【改善策・今後の方向性】
民間団体との情報交換、連携
強化

こども家
庭支援課

21404

DV被害者と
その子ども
へのケアの
充実

DV被害者とその子
ども達の自尊感情
を回復し、暴力に
よらない対等な関
係を築く心理教育
プログラムを実施
する。

小学校低学年を対象に実施
7組参加

900

21403

住宅政策
課

DV被害者、犯罪被害者に対し
て、入居抽選の際、ポイント
を付与して当選の確率を高め
ることで、配慮している。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、DV被害者や犯罪被
害者が少しでも入りやすい抽
選を継続していく。

住宅整備
課

被害者の自
立を支援す
るためのス
テップハウ
スの利用支
援
〔新規〕

民間団体と連携
し、ステップハウ
スにかかわる情報
を提供し、円滑な
利用を支援する。

民間団体と連携し、ステップ
ハウスにかかわる情報を提供
し、円滑な利用を支援

平成29年度千葉市におけるDV
相談件数　2,983件
（電話1,657件・来所1,326
件）

－

必要時、情報提供及び活用の
支援を行うことによって被害
者の生活再建を進めることが
できた。

－※事業№55203において実施 －

【課題・懸案事項】
対象の女性への周知方法。

【改善策・今後の方向性】
ハーモニー相談室の利用者や
行政機関等との連携。

－ －

良好な人間関係を構築するコ
ミュニケーションの方法や自
己を癒すためのノウハウを学
ぶことで、自分自身の力で課
題等を解決する能力を身につ
け、女性の自立に繋がってい
くよう講座内容の工夫を行っ
た。

・女性相談（ハーモニー相談
室）の周知を行った。
・女性のためのエンパワメン
ト講座
受講者数30人

こども家
庭支援課

被害者の意向及び安全確保に
配慮しながら、生活再建のた
めの制度を活用し、自立でき
るような支援の実施に努め
た。

男女共同
参画課

・DV被害者に対する優遇措置
の適用は23件（複数回の応募
をしている者もいるため、延
べ人数で数えている。）
・犯罪被害者に対する優遇措
置の適用は1件。

－ 制度のPRが定着している。

必要時、各種制度の情報提
供・活用の支援を行うことに
よって被害者の生活再建を進
めることができた。

【課題・懸案事項】
対象者に対し、周知を行った
が利用実績は少なかった。

【改善策・今後の方向性】
必要な人が利用できるよう、
対象者及び支援者の安全性を
考慮しながら、事業について
周知を徹底していく。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

【課題・懸案事項】
制度改正など常に最新情報を
得ておく必要がある。

【改善策・今後の方向性】
関係機関との情報交換、連携
強化

149

・定員を超える応募があり、
20代～30代の若い層の受講も
あった。
・お互いを尊重するコミュニ
ケーションを学び、周囲の
人々とより良い関係を作って
いく体験をしてもらうことが
できた。

配偶者暴力相談支援センター
等の相談のなかで、各種制度
の情報提供・活用の支援を実
施。

平成29年度千葉市におけるDV
相談件数　2,983件
（電話1,657件・来所1,326
件）

こども家
庭支援課

同行支援の利用件数　1件 9
必要時、同行支援を行うこと
によって被害者の生活再建を
進めることができた。

21401
同行支援事
業の充実

被害者の生活再建
を円滑に進め、諸
手続きにかかわる
負担を軽減するた
め、支援者による
同行支援を行う。

被害者の状況及び安全確保に
配慮しながら、被害者の生活
再建を進めることができるよ
うに努めた。

21402

－

生活再建に
向けた各種
制度の情報
提供・活用
の支援

被害者の生活再建
を支援する各種の
支援制度の情報を
提供し、制度の円
滑な活用を支援す
る。

20



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

⑤施策推進体制の整備

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

施策の方向性２　セクシュアル・ハラスメントや性犯罪等の防止と被害への対応

①セクシュアル・ハラスメントの防止と被害への対応

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

10月15日中央区ふるさと祭り
で市民にキルト型ツリーにオ
レンジリボンとパープルリボ
ンを取り付けてもらい、オレ
ンジ・パープルリボンバッチ
を配布した。

－

パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があったと考
える。

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を図った。

【課題・懸案事項】
どんな理由があろうと暴力は
許されないと回答する者の割
合は6割（H26年度千葉市調
査）であり、暴力を許さない
地域社会づくりに向けて引き
続き啓発していくことが必
要。
　
【改善策・今後の方向性】
継続的な予防啓発が必要。

こども家
庭支援課

女性・子どもへの暴力防止に
賛同する方に、ツリー型キル
トへオレンジとパープルのリ
ボンをつけてもらうキャン
ペーンを実施した（中央区ふ
るさとまつり、千葉市ハーモ
ニープラザエントランスで実
施）。また、啓発物品や内閣
府作成のポスター・リーフ
レットの掲示・配布を実施し
た。

－
パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があった。

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を図った。

【課題・懸案事項】
パープルリボンの認知度が低
い。

【改善策・今後の方向性】
効果的な広報・啓発活動の内
容を検討し、継続して行って
いく。

男女共同
参画課

講座
・しごと応援ゼミ②「みんな
で知って予防する！職場のハ
ラスメント」
受講者数：18人
・男女共同参画入門講座Ⅱ
「ハラスメントのない職場づ
くりに向けて」
受講者数：37人

67

男女共同参画入門講座Ⅱは、
男性社員の多い市内事業所と
連携し、管理職を含めた社員
研修の一環として実施するこ
とができた。

男女が共に働きやすい職場づ
くりをめざして実施した。
男性社員の多い市内事業所と
連携して講座を実施し、セク
ハラに関する意識啓発と情報
提供ができた。

【課題・懸案事項】
・働く人を対象とした講座の
開催方法のあり方
・出前講座等の協力先の確
保。

【改善策・今後の方向性】
・働く人対象の講座について
は、開催時期や時間のほか、
広報の仕方についても検討す
る。
・出前講座は、関係団体との
連携を図り、男女共同参画に
関する講座が実施可能な事業
所を確保する。また、男女共
同参画推進事業者にも開催を
呼びかけていく。

男女共同
参画課

21503

被害者支援
及び加害者
対策につい
ての調査研
究

国や他自治体、民
間団体等における
被害者支援や加害
者対策の取組みを
調査するととも
に、相談事例の分
析等を行い、今後
の被害者支援施策
の参考とする。

22101

セクシュア
ル・ハラス
メントに関
する啓発や
情報提供

セクシュアル・ハ
ラスメントについ
て、情報誌等によ
る情報提供や講座
の開催などを行
う。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

内閣府や千葉県主催の研修に
参加しNPO法人の取り組みや
国や他自治体の取り組み事例
について情報交換を行った。

－

内閣府や千葉県主催の研修に
参加し、NPO法人の取り組み
や国・他自治体の取り組み事
例について情報交換を行っ
た。

こども家
庭支援課

講座を通して、DV、児童虐待
根絶に向けて意識啓発を行う
とともに、男女がともにＤＶ
被害者支援の人材を育成する
ことができた。

【課題・懸案事項】
意識啓発による幅広い人材支
援。

【改善策・今後の方向性】
人材の活用によるDV防止及び
被害者支援体制の推進

男女共同
参画課

被害者支援や加害者対策の取
組みを調査し、よりよい支援
体制が整うよう情報交換に努
めた。

【課題・懸案事項】
よりよい支援体制にしていく
ためには、民間団体等や国・
他自治体の調査研究や取り組
みについての情報交換等は必
要。
　
【改善策・今後の方向性】
今後も継続的に情報交換・調
査・分析などを行っていく必
要あり。

こども家
庭支援課

21502

被害者を支
援する人材
育成の推進
〔新規〕

「DV被害者支援養
成講座」の実施、
講座修了者への
フォローアップを
行い、被害者を支
援する人材を育成
する。

講座
・DV被害者支援養成講座
（サポーター養成講座）
受講者数：111人
・びーらぶインストラクター
養成講座（母親・子供プログ
ラム）
受講者数：119人

1,247

体系的に学ぶためサポーター
養成講座とインストラクター
の資格取得をめざす実践的な
講座を実施した。16人の方が
インストラクターの資格を取
得した。

所管課

21501

要保護児童
対策及びDV
防止地域協
議会の運営

警察、女性サポー
トセンター、弁護
士、医療機関、民
間支援団体など、
DVにかかわる機関
との情報交換・連
携を図るととも
に、DV被害者等の
早期発見や適切な
保護を図るため、
個別家庭の情報共
有や支援内容を協
議する。

・代表者会議　　1回
・実務者会議　　18回
・個別ケース検討会議　247
回

222

新たに高齢障害支援課・海浜
病院が実務者会議に参加する
ことになり、障害福祉及び医
療との連携強化を図ることが
できた。それぞれの会議にお
いて、必要な情報共有と支援
内容の協議を行うことができ
た。

要保護児童やDV被害者等に対
し、情報共有と支援内容の検
討を行い、関係機関と連携を
図りながら、適切でより良い
支援を行うことができるよう
に努めた。

【課題・懸案事項】
要保護児童及びDV防止対策
は、深刻度を増しており、今
後も関係機関との意見交換や
連携強化は不可欠である。

【改善策・今後の方向性】
今後も継続的に実施していく
必要あり。

事業
№

事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

22102

パープルリ
ボンキャン
ペーンの実
施
〔新規〕

「女性に対する暴
力をなくす運動」
期間に合わせ、配
偶者等からの暴
力、性犯罪、売買
春、セクハラ、ス
トーカー行為な
ど、女性に対する
人権侵害防止のた
めの啓発を行う。

事業名
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②性犯罪等に対する安全対策

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

性犯罪を含む被害を未然に防
止するため、全ての1年生に
ブザーを貸与するとともに、
児童生徒への啓発に努めた。

【課題・懸案事項】
規格に合致した防犯ブザーと
ともに、緊急時に防犯ブザー
の音であることが認識できる
よう、ブザーの音色の統一も
考慮に入れる必要がある。

【今後の方向性】
児童生徒の登下校時の安全確
保、防犯意識の高揚のため、
引き続き貸与を継続する。

保健体育
課

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を図った。

【課題・懸案事項】
どんな理由があろうと暴力は
許されないと回答する者の割
合は6割（H26年度千葉市調
査）であり、暴力を許さない
地域社会づくりに向けて引き
続き啓発していくことが必
要。
　
【改善策・今後の方向性】
継続的な予防啓発が必要。

こども家
庭支援課

22204
防犯ブザー
貸与

犯罪の被害を未然
に防止するため、
市立小・中・第二
養護・養護学校の
児童生徒に防犯ブ
ザーを貸与する。

市立小・第二養護学校の1年
生に防犯ブザーを貸与した。

2,044

10月15日中央区ふるさと祭り
で市民にキルト型ツリーにオ
レンジリボンとパープルリボ
ンを取り付けてもらい、オレ
ンジ・パープルリボンバッチ
を配布した。

－

パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があったと考
える。

【課題・懸案事項】
参加者の確保

【改善策・今後の方向性】
・実施対象や実施時期、開催
場所等を検討する。
・男女共同参画推進事業者等
との連携。

男女共同
参画課

女性・子どもへの暴力防止に
賛同する方に、ツリー型キル
トへオレンジとパープルのリ
ボンをつけてもらうキャン
ペーンを実施した（中央区ふ
るさとまつり、千葉市ハーモ
ニープラザエントランスで実
施）。また、啓発物品や内閣
府作成のポスター・リーフ
レットの掲示・配布を実施し
た。

－
パープルリボンという言葉に
触れる機会となり、予防啓発
には一定の効果があった。

DVの根絶に向け、毎年、イベ
ント等の機会を利用して啓発
活動を継続しており、市民に
直接呼びかけることで、意識
啓発を図った。

【課題・懸案事項】
パープルリボンの認知度が低
い。

【改善策・今後の方向性】
効果的な広報・啓発活動の内
容を検討し、継続して行って
いく。

男女共同
参画課

性犯罪等の防止のための護身
術を習得することで、自分を
守るための選択肢を増やし、
心身共に自分の持っている強
さを引き出すことをねらいと
している。
さまざまな状況を想定して、
小学生でも効果的に対処でき
るように実施した。

登下校時における安全確保、
防犯意識の高揚につながっ
た。

性暴力被害者支援センターの
事業費の一部を助成すること
で、性暴力に遭った女性や子
ども及びその関係者が被害か
ら回復するための支援につな
がっている。

性暴力被害者に対する支援は
今後も継続的に必要となるこ
と、性暴力に対する認知をさ
らに広げ、性暴力のない社会
を目指す必要があることか
ら、引き続き助成を行ってい
く。

男女共同
参画課

22202

性犯罪等の
防止と被害
者への支援
に関する情
報提供

性犯罪等の防止や
被害者の支援に関
する情報提供など
を行う。

講座
・女性のための自己防衛講座
Ⅰ・Ⅱ
受講者数：36人

103

自己防衛講座Ⅰ・Ⅱを実施す
ることで、性犯罪防止のため
の護身術習得に取り組むこと
ができた。
受講者の満足度も高かった。

22201
性暴力被害
者の支援
〔新規〕

性暴力被害の予防
と被害者支援のた
め、性暴力被害者
支援センターの事
業経費を助成す
る。

千葉性暴力被害支援センター
への事業経費助成

1,000

千葉性暴力被害支援センター
の事業費の一部を助成し、運
営基盤を安定的に支えること
で、性暴力被害の予防と被害
者支援に一定の効果があっ
た。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

22203

パープルリ
ボンキャン
ペーンの実
施
〔新規〕
〔基本目標
Ⅱ-2-①の再
掲〕

「女性に対する暴
力をなくす運動」
期間に合わせ、配
偶者等からの暴
力、性犯罪、売買
春、セクハラ、ス
トーカー行為な
ど、女性に対する
人権侵害防止のた
めの啓発を行う。

22



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

③男女平等や人権侵害に関する幅広い相談事業の充実

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

引き続き、労働に関する被害
を防ぐためにも、相談者の悩
みに丁寧に対応していく。

雇用推進
課

22306
労働相談の
実施

労働条件、社会保
険・年金、職業訓
練、パートタイム
など労働に関する
悩み等について、
労働相談員による
アドバイスや関係
機関の紹介など、
解決のための相談
を行う。

蘇我コミュニティセンター内
において、仕事の悩み等につ
いての労働相談を実施

相談者数　282人

6,245

利用者からの労働条件や社会
保険など労働に関する悩み等
の相談に対し、概ね適切なア
ドバイスを提供できたと考え
ている。

生き方、人間関係、心や体の
悩みなど、さまざまな悩みを
抱えた男性の相談を受け付け
た。

男性の臨床心理士による相談
体制を整え、家庭、仕事、生
き方、人間関係等の悩みを抱
えた男性からの相談を受付
け、気持ちの整理のお手伝い
をし、問題解決に必要な情報
提供を行った。

女性の労働に関する悩み等に
対し、的確なアドバイス行っ
たほか、適切な関係機関を紹
介するなど、個々の相談内容
に十分配慮し、対応した。

【課題・懸案事項】
男性相談の認知度を高める。

【改善策・今後の方向性】
相談窓口のさらなる周知を図
り 、男性でも気軽に相談で
きる環境づくりに努めてい
く。

男女共同
参画課

多様な人権問題に取り組む人
権擁護委員の活動を支援し、
あるいは連携・協力して各種
事業を実施することにより、
人権尊重の意識の育成やいじ
め・暴力等の根絶に努めた。

引き続き、人権擁護委員の活
動を支援するとともに、連
携・協力して人権啓発活動等
を実施していく。

男女共同
参画課

22305
男性相談の
実施

電話・インター
ネットにより、男
性の悩みや不安に
ついて、男性の専
門相談員による相
談を行う。

男性電話相談
男性臨床心理士が対応。
相談時間:
　毎週金曜日
　18時30分～20時30分
相談者数：
　131人

706

22304

人権擁護委
員による人
権相談等へ
の支援

千葉人権擁護委員
協議会へ助成する
ことにより、人権
擁護委員による人
権相談や人権啓発
活動等への支援を
行う。

・常設/特設人権相談 3,768
件（千葉協議会管内H29.1～
H29.12）
・中学生人権作文コンテスト
・「人権の花」運動
・人権教室
・街頭人権啓発活動

2,128

人権擁護委員の活動を支援す
るとともに、連携・協力して
人権啓発活動等を実施した。

心の悩みや法律問題に関する
専門的な相談に対して医師と
弁護士が誠実かつ適切に対応
した。

男女共同
参画課

女性の専門相談員による相談
体制を整え、家庭、仕事、生
き方、人間関係、心や体等の
悩みを抱えた女性からの相談
を受付け、気持ちの整理のお
手伝いをし、問題解決に必要
な情報提供を行っている。

【課題・懸案事項】
公共施設の相談窓口として公
平性の観点から多様なライフ
スタイルに対応した体制作
り。

【改善策・今後の方向性】
相談時間や体制の見直し。

男女共同
参画課

女性の医師と弁護士を相談員
とし、相談しやすい環境づく
りに努めた。

【課題・懸案事項】
相談しやすい体制づくり

【改善策・今後の方向性】
引き続き、苦情処理委員を配
置するとともに、制度の周知
を図っていく。

【課題・懸案事項】
相談しやすい体制づくり

【改善策・今後の方向性】
引き続き事業を実施するとと
もに、窓口の周知を図ってい
く。

男女共同
参画課

寄せられる苦情や相談を公
正・中立な立場で調査・救済
する制度を整ることで、市民
の声が男女共同参画施策の運
営に的確に反映されるととも
に、性別による人権侵害の被
害者が速やかに救済されるよ
う配慮した。

22302
ハーモニー
相談の実施

男女共同参画セン
ターにおいて、電
話や面接により、
女性の悩みや不安
について、女性の
専門相談員による
相談を行う。

ハーモニー相談(女性相談)
電話及び面接による相談の実
施。1回50分。要予約。
相談時間：
　火～金 10時～20時
　土、日 10時～16時
相談者数：
　2,069人

13,411

男女共同参画セン
ターにおいて、女
性の精神科医や弁
護士による専門相
談を行う。

医　師：毎月1回
弁護士：毎月2回 92622303

ハーモニー
専門相談の
実施

所管課

22301
苦情処理委
員制度の運
営

男女共同参画に関
する市の施策につ
いての苦情や相
談、性別による人
権侵害などを受け
た場合の被害者救
済窓口として、苦
情処理委員を配置
し、周知する。

・相談等0件
・苦情申出0件

－
苦情処理委員を配置するとと
もに、ホームページによる制
度の周知に努めた。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業

家庭や仕事、生き方や人間関
係、心や体のことなど、さま
ざまな悩みを抱えた女性の相
談を受け付けた。

年度ごとの自己評価
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性３　国際的な視点に立った相互理解と連携の推進

①多文化共生の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

②国籍に関わらず市民が安心して暮らせる環境づくり

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 C

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 D

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 D

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

国際交流
課

DV等の被害と言語の支障の複
合的な障壁に苦しむ女性の救
済を促進するため、外国語
リーフレットによって、配偶
者等からの暴力等に関する相
談窓口等の情報提供を行っ
た。

【課題・懸案事項】
定期的に情報の更新が行われ
ていない。
効果的な周知方法を検討す
る。

【改善策・今後の方向性等】
定期的に情報を更新したうえ
で、継続的な情報提供が必
要。

こども家
庭支援課

23203
外国人市民
懇談会

外国人市民から、
市政に対する意
見・要望を聴取す
る。

外国人市民から、市政に対す
る意見・要望を聴取した。

18

男女共同
参画課

男女共同参画課で作成した8
か国語の啓発リーフレットを
掲出するともに、ホームペー
ジで情報提供を行った。

参加者の性別や、出身国、言
語が偏ることなく開催でき、
多くの意見を聴取することが
できた。

共生社会の実現に向けたテー
マを設定し、出身国や言語、
育った環境の異なる外国人市
民から、活発な意見をいただ
いた。

引き続き事業を実施してゆ
く。

－

作成した8か国語の啓発リー
フレットを掲出するともに、
ホームページで情報提供を
行った。

男女共同参画課において情報
が更新され、当課へ翻訳依頼
があった場合には翻訳を行
う。
外国人市民への情報提供につ
いては、ホームページへの掲
載や、千葉市国際交流協会窓
口への配架を継続する。

国際交流
課

多言語によるDV被害防止啓発
リーフレット「配偶者・パー
トナーからの暴力に悩むあな
たへ」の作成・配布
6言語（やさしいにほんご、
英語、中国語、韓国語、スペ
イン語、タガログ語）各
2,000部、計12,000部を作成
し、子育て関連施設や公共施
設等へ配布し、情報提供を
行った。

136

同様のリーフレットが作成さ
れてから約10年経過している
こと、外国人市民が増加し続
けていることから、内容を更
新し、改めて啓発・周知のた
め作成できたことで、外国人
市民が安心して暮らせる環境
づくりに寄与した。

DV等の被害と言語の支障の複
合的な障壁に苦しむ女性の救
済を促進するため、外国語
リーフレットによって、配偶
者等からの暴力等に関する相
談窓口等の情報提供を行っ
た。

【今後の方向性等】
H29年度にリーフレットを最
新の情報に更新したので、作
成したリーフレットの掲出等
により、情報提供を行う。

ガイドブックの内容に男女に
偏りが無ように配慮し、外国
人市民が日常生活に必要な市
政情報を提供した。

毎年度情報を更新し、引き続
き事業を実施してゆく。

国際交流
課

男女共同参画課からの依頼に
より、外国人向けDV防止啓発
リーフレットの翻訳・確認を
行った。（英語・中国語・韓
国語・スペイン語・タガログ
語・やさしい日本語）また、
千葉市国際交流協会窓口にて
配架を行い、情報提供を行っ
た。

－

男女共同参画課からの依頼に
基づき翻訳・確認を行ない、
内容が更新されたリーフレッ
トを配架することにより、外
国人市民へ情報提供を行うこ
とができた。

－

23201
各種情報誌
制作事業

外国語版生活ガイ
ドブックを作成
し、外国人市民が
不自由なく生活で
きるよう支援をす
る。

外国人市民が本市で不自由な
く生活できるようにするため
情報提供をした。

－

多言語にわたる生活ガイド
ブックを最新版に更新し、外
国人市民へ配布し情報提供を
行うことができた。

引き続き事業を実施してゆ
く。

国際交流
課

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

国連女子差別撤廃条約や働き
方、女性への暴力の視点から
国際的な動向と比較して学ぶ
講座を実施した。

【課題・懸案事項】
こうしたテーマで男性もとも
に学んでもらえるような講座
のあり方。

【改善策・今後の方向性】
男性も参加しやすい内容につ
いて検討する。

男女共同
参画課

23102
国際交流プ
ラザの管理
運営

多文化共生や国際
理解推進拠点であ
る国際交流プラザ
管理を行う。

千葉市国際交流プラザ及び会
議室管理を行った。

25,982

部屋の配置及びプライバシー
の確保等、外国人市民が利用
しやすい環境を作り、国際交
流や外国人市民に対する相
談、情報の提供などの場であ
る「千葉市国際交流プラザ」
の管理運営を適切に行うこと
ができた。

多文化共生社会の実現に向け
て、国際交流や外国人市民に
対する相談、情報提供などを
行った。

23101

男女共同参
画に関する
世界の動き
の理解

女子差別撤廃条約
など男女共同参画
に関する国際的な
動向について、情
報収集や提供、講
座などを行う。

講座
・男女共同参画講座Ⅱ「女性
の人権を考える～国際女性
デーを迎えて～」
受講者数：66人

123

3月8日の「国際女性デー」に
ちなみ、国連女性差別撤廃条
約や働き方改革など女性の人
権について学ぶきっかけと
なった。
また、受講生の満足度は非常
に高かった。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

23202

外国人市民
の人権侵害
に対する取
組み

配偶者等からの暴
力やセクシュア
ル・ハラスメント
などに関する外国
語パンフレット等
により、情報提供
を行う。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

基本目標Ⅲ　あらゆる分野における女性の活躍

施策の方向性１　政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

①市の政策・方針決定過程における女性の参画の拡大

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

幅広い人材が応募できるよ
う、広報や周知等を工夫する
必要がある。

市民自治
推進課

31107

附属機関の
委員の公募
による選任
の推進

附属機関の委員の
改選（新設）の
際、所管と協議を
行い、公募による
委員の選任を推進
する。

(1)附属機関
　 117機関
(2)公募委員を含む附属機関
   29機関
(3)選任割合
　 24.8％

－ 目標値を定めていないため。

平成29年度の附属機関の女性
委員の割合が、平成28年度の
27.1%から26.1%に下がったた
め。

・女性委員の登用率が目標の
38％に達するよう事前協議を
行い、その必要性を所管課に
訴え、意識付けとなるよう努
めた。
・千葉県女性人材リストを活
用し、附属機関への女性委員
の登用促進を図った。

－

【課題・懸案事項】
専門的な分野に女性が少ない
等の理由により、女性委員の
登用率向上に結びつかない
ケースもあった。

【改善策・今後の方向性等】
事前協議書提出の際に、目標
を達成できていない附属機関
の所管課に対し、ヒアリング
等を行うなど女性委員の登用
について指導を行うほか、よ
り効果的な事前協議の方法に
ついても検討を行う。

男女共同
参画課

－
類似会議体が複数あるため、
整備の必要性も含め、検討す
る。

男女共同
参画課

31106
附属機関へ
の女性委員
の登用促進

附属機関の委員選
任にあたり、所管
課と事前協議を行
い、女性委員の登
用を促進する。

事前協議により、女性委員の
登用促進を図った。

－

男女共同
参画課

新規採用職員を対象とした研
修に「人権」の科目を設定し
ている。また、主査研修等の
必修研修で「公務員倫理」の
指導項目に「セクハラ防止」
を設定するなど、職員の「男
女共同参画」に対する理解度
や意識の向上が図れるように
配慮して研修を実施してい
る。

今後も引き続き内部及び外部
講師により、階層別に必要と
される研修（講義・演習）を
実施していく。

人材育成
課

31105

ダイバーシ
ティ推進協
議会の設
立・運営
〔新規〕

多様な人材活用の
推進のため、関係
機関による「（仮
称）ダイバーシ
ティ推進協議会」
を設立・運営す
る。

未実施 － －

31104

ダイバーシ
ティ推進事
業部の運営
〔新規〕

多様な人材活用の
推進のため、ダイ
バーシティ推進事
業部を運営する。

・イクボス同盟加盟事業者と
の連携事業として、「イクボ
ス異業種交流会」を実施
・職員向けに「LGBTを知りサ
ポートするためのガイドライ
ン」を作成

31

引き続き、各種政策・事業立
案部署への女性職員の積極的
な配置に努める。

・ちばイクボス同盟加盟事業
者として新たに2者が表明を
行い、イクボスの更なる浸透
等を図った。
・誰もがそれぞれの個性と能
力を発揮でき、あらゆる人に
とって暮らしやすく、多様性
に富んだ活力ある社会の実現
のため、「LGBTを知りサポー
トするためのガイドライン」
を作成し、全庁へ周知すると
ともに閲覧やダウンロードを
可能とした。

・ちばイクボス同盟による連
携事業の実施により、市内事
業所における女性活躍を始め
とする多様な人材活用やワー
ク・ライフ・バランス推進を
図るための意識改革を行っ
た。
・ガイドラインは、市民対
応・職場・子どもへの配慮と
いう3つの場面別に、性の多
様性に配慮することができる
よう構成した。

ちばイクボス同盟加入事業者
との連携事業を引き続き実施
していくとともに、LGBTへの
配慮促進に向けた検討や組織
横断的課題に取り組んでい
く。

休憩時間短縮取得者の主査昇
格や、女性が少ない部署での
女性職員の複数配置（維持）
に努めた。
公平・公正な観点はもとよ
り、職員の個性と能力が発揮
できるよう、本人の適性を踏
まえ、昇格及び人事異動を
行った。

人事課

31103
市職員に対
する研修の
充実

内部及び外部講師
により、階層別に
必要とされる研修
（講義・演習）を
実施する。

・新規採用職員研修
「人権」158人
・新規経験者採用職員研修
「人権」 33人
・新規採用技能員研修
「人権」 18人
・主査研修等5研修
「公務員倫理」468人
・女性の活躍・キャリア開発
促進研修　53人

324

職員の「男女共同参画」に対
する理解度や意識の向上が図
れるような研修を実施したた
め。

31102
職域拡大の
推進

男女に偏りのない
（性別による差別
のない）職員の配
置を推進する。

教育職員
課

所管課

管理職（課長補佐級以上）に
占める女性職員の割合は、
19.8％（平成30年4月1日時
点）

－

管理職（課長補佐級以上）に
占める女性職員の割合が一年
前と比較して1.0ポイント上
昇している。
※平成29年4月1日時点
18.8%

各種政策・事業立案部署に積
極的に女性職員を配置

－ 政策立案を行う部署にも、積
極的に女性を配置した。

人事課

平成29年度女性管理職割合
17.3％
平成30年度女性管理職割合
22.0％

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

男性の育児休暇取得の促進に
より女性職員が管理職を目指
す環境を目指すとともに、積
極的に教務主任への登用し
た。

【課題・懸案事項】
教員の年齢分布に偏りがあ
り、30歳代～40歳代の教員数
が比較的少ない。

【改善策・今後の方向性】
女性の教頭候補者を増やすた
め、教務主任や行政職への登
用を積極的に行っていく。

－
前年度に比べ4.7ポイント向
上した

公平・公正な観点はもとよ
り、職員の個性と能力が発揮
できるよう、本人の適性を踏
まえ、昇格及び人事異動を
行った。なお、平成30.4月異
動について、休憩時間短縮の
取得者についても、育児・家
庭状況に配慮しながら、主査
職に登用した。

【課題・懸案事項】
女性職員の管理職登用を推進
していくためには、その候補
者となる前段ポストの女性職
員を増やすことが必要である
が、現状では、出産・育児等
のライフイベントが重なるこ
ともあり、昇格に対し消極的
な姿勢が見受けられる。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、部分休業や休憩時
間短縮等の取得者において
も、育児・家庭状況に配慮し
ながら積極的にポスト職へ登
用する。
女性職員の昇格意欲向上・登
用促進策の検討を進める。

31101

女性職員及
び女性教職
員の登用促
進

市政運営及び学校
運営への女性職
員・女性教職員の
参画を促進する。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②事業所における女性の活躍推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

類似会議体が複数あるため、
整備の必要性も含め、検討す
る。

男女共同
参画課

31205

ダイバーシ
ティ推進協
議会の設
立・運営
〔新規〕
〔基本目標
Ⅲ-1-①の再
掲〕

多様な人材活用の
推進のため、関係
機関による「（仮
称）ダイバーシ
ティ推進協議会」
を設立・運営す
る。

未実施 － －

・男女共同参画入門講座Ⅱ
は、男性社員の多い市内事業
所から要請を受け、管理職を
含めた社員研修の一環として
ハラスメント講座を実施し
た。
・男女共同参画入門講座Ⅲ
は、男女が働きやすい、職場
環境づくりを促進のためパワ
ハラ防止の講座を実施した。

ハラスメント防止など男女が
共に働きやすい職場づくりを
意識した。

－

【課題・懸案事項】
市内事業所など、出前講座の
開催場所の確保。

【改善策・今後の方向性】
男女共同参画推進事業者等、
関係団体との連携。

男女共同
参画課

女性の今後の活躍につながる
自分のキャリアについての認
識と自分自身をマネジメント
し、これからの活躍につなげ
てもらえる啓発機会とした。

【課題・懸案事項】
開催日時等の課題がある。

【改善策・今後の方向性】
事業所・企業との協力を得
て、働く女性が参加しやすい
実施日時等を検討する。

男女共同
参画課

31204
事業所等に
おける研修
の支援

出前講座や講師派
遣、資料の提供な
ど、事業所等にお
ける研修を支援す
る。

講座
千葉青果株式会社、株式会社
フォルムで出前講座を開催し
た。
・男女共同参画入門講座Ⅱ・
Ⅲ
受講者数：51人

63

【今後の方向性】
女性に限定せず、男女がとも
に担う家庭生活の視点で子育
て支援事業を考えていく。

男女共同
参画課

31203

女性の活躍
推進に関す
る講座の開
催
〔新規〕

男女共同参画推進
事業者等を対象に
ロールモデルによ
る講座や取組事例
の紹介等を行う。

講座
・女性のためのキャリアアッ
プセミナー
受講者数：11人
・女性のためのマネジメント
講座
受講者数：9人

64

・女性のためのキャリアアッ
プセミナーは満足度は90%と
高く、自分のキャリアを振り
返り、更なる飛躍と活躍につ
ながるヒントとなるよう実施
した。
・女性のためのマネジメント
講座は満足度は100%。今後の
キャリアを考える内容とし
た。

女性の職域拡大や積極的な登
用、ワーク・ライフ・バラン
スの向上、その他男女共同参
画に向けた働きやすい職場づ
くりを推進している事業者を
支援することにより、市内の
各事業者が、自主的にこれら
の取組みを促進していく意識
付けとなるよう努めた。

【課題・懸案事項】
平成33年度までに延べ160件
の登録目標に対し、新規登録
件数が少ない。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、制度の周知に努め
るとともに、登録事業者の先
進的な取組みなどをより分か
りやすくHPに掲載するなど、
周知方法の見直しも行う。

男女共同
参画課

31202

職場と家庭
生活等との
両立を支援
する多様な
制度の普及
促進

育児休業や介護休
業、子育て期の勤
務時間短縮等、家
庭生活等との両立
を支援する制度に
ついて情報誌等に
よる情報提供や講
座の開催などを行
う。

講座
・パパ力UP講座Ⅱ（出張）
受講者数：20人
・女性のための子育て講座
Ⅰ・Ⅱ
受講者数：90人

182

・遊びを通した父子のふれあ
いを促し、「パパ力」の向上
を図った。受講者の満足度は
非常に高かった。
・女性のための子育て講座は
「思春期」「イヤイヤ期」の
子どもだからこそじっくり向
き合うことの重要性を伝える
ことができた。また、講座Ⅰ
Ⅱとも満足度は非常に高かっ
た。

女性の子育て支援やワーク・
ライフ・バランスを推進する
ため、男性の家事・子育てへ
の参画促進、女性の子育ての
悩み解消に繋がる講座内容と
なるよう工夫を行った。

31201
男女共同参
画推進事業
者登録制度

男女共同参画を推
進する取組みを積
極的に行う事業者
に対し、登録を行
い登録証・登録
マークを交付し、
ホームページ等で
広く市民に周知す
る。

男女共同参画を推進する取り
組みを積極的に行う事業者の
登録を行い、ホームページ等
で事業者の紹介をした。
登録件数 1件（延べ80件）

－
登録の周知広報を図ったが、
新規登録が1件に留まった。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性２　雇用の分野における男女共同参画の推進

①職場における男女の機会均等

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

引き続き、労働に関する被害
を防ぐためにも、相談者の悩
みに丁寧に対応していく。

雇用推進
課

32104

労働相談の
実施
〔基本目標
Ⅱ-2-③の再
掲〕

労働条件、社会保
険・年金、職業訓
練、パートタイム
など労働に関する
悩み等について、
労働相談員による
アドバイスや関係
機関の紹介など、
解決のための相談
を行う。

蘇我コミュニティセンター内
において、仕事の悩み等につ
いての労働相談を実施

相談者数　282人

6,245

利用者からの労働条件や社会
保険など労働に関する悩み等
の相談に対し、概ね適切なア
ドバイスを提供できたと考え
ている。

「労働相談」を情報誌に掲載
するほか、労働関係の情報を
市HPに掲載するなど、勤労者
向けの情報提供が概ねでき
た。

職場でのハラスメントなど女
性の労働に関するさまざまな
問題について相談に応じる
「労働相談」を掲載し、情報
提供を行った。

女性の労働に関する悩み等に
対し、的確なアドバイス行っ
たほか、適切な関係機関を紹
介するなど、個々の相談内容
に十分配慮し、対応した。

雇用推進
課

－ －
雇用推進
課

32103
労働者向け
情報誌発行
事業

勤労者向けの各種
情報を情報誌、ガ
イドブック、イン
ターネット等を通
じて提供する。

勤労者向けの各種情報を情報
誌、ガイドブック、インター
ネット等を通じて提供。

285

講演会や講座、情
報誌などにより、
情報提供を行い、
雇用分野の法制度
を周知する。

※事業No.32103において実施 － －

32102

男女雇用機
会均等法な
ど法律や制
度の周知

引き続き、職場における男女
機会均等を含めた勤労者向け
の情報提供を行っていく。

女性の職域拡大や積極的な登
用、ワーク・ライフ・バラン
スの向上、その他男女共同参
画に向けた働きやすい職場づ
くりを推進している事業者を
支援することにより、市内の
各事業者が、自主的にこれら
の取組みを促進していく意識
付けとなるよう努めた。

【課題・懸案事項】
平成33年度までに延べ160件
の登録目標に対し、新規登録
件数が少ない。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、制度の周知に努め
るとともに、登録事業者の先
進的な取組みなどをより分か
りやすくHPに掲載するなど、
周知方法の見直しも行う。

男女共同
参画課

講座
・男女共同参画講座Ⅱ
　受講者数：66人
・男女共同参画入門講座Ⅱ
　受講者数：37人
・男女共同参画入門講座Ⅲ
　受講者数：14人
しごと応援ゼミ②
　受講者数：18人
しごと応援ゼミ③
　受講者数：21人

258

・男女共同参画講座Ⅱは、3
月8日の「国際女性デー」に
ちなみ、国連女性差別撤廃条
約や働き方改革など女性の人
権について学ぶきっかけと
なった。
・男女共同参画入門講座Ⅱ・
Ⅲではハラスメントについて
学ぶことができた。
・しごと応援ゼミでは、職場
のハラスメントや働く際に
知っておきたい税や社会保険
についてについて学ぶことが
できた。

・女性の人権について、働き
方や女性への暴力の視点から
現状と課題の理解につなげ
た。
・男女共同参画入門講座では
ハラスメントとは何かから、
働きやすい職が環境づくりに
ついて学ぶことができた。
・しごと応援ゼミでは働きや
すい職場作りのために、ハラ
スメントの実態とその予防や
給与明細からひかれている税
や年金について学ぶことがで
きた。

【課題・懸案事項】
・こうしたテーマで男性もと
もに学んでもらえるような講
座のあり方。

【改善策・今後の方向性】
・男性も参加しやすい内容に
ついて検討する。
・開催時期のほか、広報の仕
方についても検討する。

男女共同
参画課

32101

男女共同参
画推進事業
者登録制度
〔基本目標
Ⅲ-1-②の再
掲〕

男女共同参画を推
進する取組みを積
極的に行う事業者
に対し、登録を行
い登録証・登録
マークを交付し、
ホームページ等で
広く市民に周知す
る。

男女共同参画を推進する取り
組みを積極的に行う事業者の
登録を行い、ホームページ等
で事業者の紹介をした。
登録件数 1件（延べ80件）

－
登録の周知広報を図ったが、
新規登録が1件に留まった。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②女性の再就職等の支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

求人情報、職業訓練、各種セ
ミナー、相談窓口など、就業
に関するさまざまな情報提供
を行った。

一人ひとりが望む働き方を支
援する目的で、多様な就業形
態について情報の提供を行っ
た。

【課題・懸案事項】
しごと情報コーナーの利用者
（閲覧者）が少ない。

【改善策・今後の方向性】
・HPや情報誌「みらい」など
で積極的に情報を発信する。
また、「女性のための再就職
準備講座」等の受講者にも案
内し、利用促進を図る。
・展示方法や場所の見直しを
検討するなど、より多くの方
の目に触れる機会が増えるよ
う工夫する。

男女共同
参画課

就労を希望する女性の抱える
問題について相談に応じ、
個々の状況に対応した指導を
行った。

個別指導に、女性から相談が
あった場合には、的確なアド
バイスができるよう、引き続
き、対応を図っていく。

雇用推進
課

32206

多様な就業
形態につい
ての情報提
供

ワークシェアリン
グや在宅勤務、短
時間正社員制度な
ど多様な就業形態
について情報を収
集、提供する。

情報資料センターしごと情報
コーナーでハローワークの求
人情報（週1回更新）の閲覧
や公的機関主催の就職・再就
職セミナー、労働問題に関す
る相談機関などの情報を提供
した。

－

32205

雇用推進
課

女性は依然として子育てや介
護等、ライフステージにおけ
る影響が大きく、男性とは
違った視点での就業支援が必
要であることから、女性のた
めの就職支援を行うことを目
的に実施した。

【課題・懸案事項】
子育てなどで仕事から離れた
女性にどう周知宣伝していく
かが課題。

【改善策・今後の方向性】
保育園や子育てリラックス館
などに講座案内を掲出する。
また、HPや情報誌「みらい」
などで積極的に情報を発信し
ていく。

男女共同
参画課

就職活動に
対する支援

求職者に履歴書・
職務経歴書の書き
方指導や職業適
性、面接の対処方
法などの個別指導
を行う。

就職者数
・ふるさとハローワークいな
げ
　515名
・ふるさとハローワークみど
り
　682名

18,450

求職者への個別指導では、女
性への職業適性や面接の対処
方法などの個別指導を含めた
対応を行い、就労支援が概ね
図れた。

ふるさとハローワークの就労
生活相談では、女性の再就職
支援等を含めた対応を行い、
就労支援が概ね図れた。

32204
ふるさとハ
ローワーク

ハローワークの求
人検索システムに
よる職業紹介と、
市の就労・生活相
談をワンストップ
で対応することに
より、就労を支援
する。

就職者数
・ふるさとハローワークいな
げ
　515名
・ふるさとハローワークみど
り
　682名

18,450

女性の再就職を支援すること
ができるセミナーの内容を検
討していく。

就労生活相談を活用し、女性
の再就職につながる相談対応
を行った。

就労生活相談に、女性から相
談があった場合には、的確な
アドバイスができるよう、引
き続き、対応を図っていく。

雇用推進
課

32203
女性への再
就職支援

再就職に関する講
座や情報提供、相
談を行い、結婚や
育児などで退職し
た人の再就職を支
援する。

・女性のための再就職準備講
座
　受講者数：6人

73

受講者は少数であったが、自
分を振り返り、経験・スキル
の棚卸しと、今後の未来予想
図を描いた。受講者の満足度
は高かった。

男女がともに働きやすい職場
づくりや働き続ける意識形成
に配慮した。

【課題・懸案事項】
講座により、参加者が少ない
講座もあった。

【改善策・今後の方向性】
基本的に現在働いている人が
対象となるため、参加しやす
い開催時期や時間、場所の検
討が必要

男女共同
参画課

32202
女性への就
労支援
〔新規〕

結婚、出産、子育
てなどで離職した
女性を対象に就職
に向けたキャリア
プランニングセミ
ナーを開催する。

セミナー回数　計2回
参加人数　延べ27人
参加企業　6社

18,450

離職した女性向けのセミナー
を開催し、参加者アンケート
により、高い満足度があった
との回答が得られ、概ね目的
が達成できた。

セミナーでは、再就職に向け
たアドバイスを実施するな
ど、女性の再就職への支援を
行った。

32201

キャリア形
成や自己表
現等に関す
る講座の開
催

男女共同参画セン
ターなどにおい
て、キャリアやラ
イフプラン、自己
表現など職業能力
を開発・向上させ
る講座を開催す
る。

講座
・アサーティブトレーニング
講座Ⅰ・Ⅱ
　受講者数：136人
・女性のための再就職準備講
座
　受講者数：6人
・女性のためのキャリアアッ
プセミナー
　受講者数：11人
・女性のためのマネジメント
講座
　受講者数：9人
・しごと応援ゼミ①～⑤
　受講者数：126人

545

自己のキャリア形成のための
講座や自己表現のためのア
サーティブトレーニング講座
など、働くことに活かせる講
座を実施した。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

③ダイバーシティの推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

施策の方向性３　自営の商工業や農林水産業の分野等における男女共同参画の推進

①女性の起業に対する支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

女性起業家に対しても、男性
同様に経営課題や法律問題に
ついて、コーディネーター・
専門相談員・弁護士等による
相談を行い、課題解決や経営
の円滑化を支援できた。

女性起業家に対して、起業の
ノウハウや資金調達支援につ
いて情報提供を行ったほか、
女性起業家が抱える経営課題
や法律問題についても、専門
家によるきめ細かな対応を
行った。

今後の方向性も、継続して男
女問わず、相談者に対し適切
にサービスの提供を実施して
いく。

産業支援
課

インキュベート施設の管理運
営を通して、女性創業者に対
しても支援を行っており、
コーディネーターによるマー
ケティングや資金調達等経営
全般の相談に応じるととも
に、女性起業家向けセミナー
の情報提供にも努めた。

今後の方向性も、継続して男
女問わず、入居者に対し適切
にサービスの提供を実施して
いく。

産業支援
課

33106
相談・助言
事業

新たに創業を志す
者に対して、企業
の立ち上げにあた
り必要となる情報
を提供したり、
様々な課題の解決
を支援するため
に、窓口相談を行
う。

事業者・創業者等が抱える経
営課題や法律問題について、
コーディネーター(7人)、専
門相談員(2人)、弁護士等に
よる相談を行い、事業経営の
円滑化を支援

相談件数
1,556件

44,824

33105
インキュ
ベート施設
の管理運営

インキュベート施
設において、専任
のコーディネー
ターによる、将来
性のあるビジネス
プランを有する創
業者を支援する。

1 ビジネス支援センター
（ビジネスインキュ施設14
室、プレインキュ4ブース）
2 富士見ビジネスインキュ
ベート施設　8室
3 富士見商業インキュベート
施設　6室
4 CHIBA-LABO 30席

2及び3施設は、H29年9月30日
をもって廃止

14,205
男女問わず、利用者に対し適
切にサービスの提供が行え
た。

講座等年3回実施し、女性の
受講参加も一定程度あったた
め

女性受講者に、創業のノウハ
ウのポイントを分かりやすく
講義を行ったほか、先輩女性
創業者による事例発表や女性
起業家向けセミナーの情報を
提供する等、きめ細やかな対
応に努めた。

今後の方向性も、継続して男
女問わず、受講者に対し適切
にサービスの提供を実施して
いく。

産業支援
課

資金調達支援として、新たに
事業を開始しようとする中小
企業者に対するチャレンジ資
金などの支援を整備してい
る。平成29年度において、女
性の活用実績もあり、女性起
業の支援を推進することがで
きた。

より女性にも利用しやすい制
度となるようにサービス提供
を行っていく。

産業支援
課

33104

スタート
アップ支援
の強化
〔新規〕

スタートアップ期
にある事業者を支
援するため、経営
知識等の習得等の
支援を行う。

・創業者研修（千葉市産業振
興財団）2回
・経営力強化講座（千葉市産
業振興財団）1回

4,092

33103
資金調達支
援
〔新規〕

新事業創出に向け
た起業資金調達支
援を行う。

・チャレンジ資金　72件
・トライアル支援資金　1件

448,100
男女問わず適切なサービスの
提供を行い、女性起業家の利
用も一定程度あったため。

シンポジウム、ベンチャー
カップともに対象者を広く
募った。その結果、シンポジ
ウムにおいては女性の参加者
も一定程度あり、女性の起業
に対する支援となった。

シンポジウムでは、主婦講師
による事例発表もあり、女性
も地域の人材やノウハウを活
かしてビジネスに取り組むこ
とができるという意識を定着
させ、女性の起業等の支援に
努めた。

今後も、継続して男女問わ
ず、参加者に対し適切にサー
ビスの提供を実施していく。

産業支援
課

起業は女性ならではの職種や
方法などの問題がありその点
に配慮して、起業に必要な基
礎知識、実践方法などを身に
付けてもらうための機会を提
供した。

【課題・懸案事項】
個々の方の開業に向けたス
テップアップ。

【改善策・今後の方向性】
講座終了後の個別相談（自主
事業・有料）など、ステップ
アップが図れる機会を提供す
る。

男女共同
参画課

起業のメリット・デメリット
をわかりやすく説明し、ワー
クを取り入れるなど工夫し
た。また、実際に起業した女
性の体験談もあり、起業を身
近に感じていただくことがで
きた。受講者の満足度は非常
に高かった。

33102
コミュニ
ティビジネ
スの支援

コミュニティビジ
ネスの情報提供及
びシンポジウムな
どを通じて普及啓
発に努めるととも
に、起業に向けた
支援を行う。

・コミュニティビジネス・シ
ンポジウムの開催
市原市、四街道市、八街市、
習志野市、佐倉市と連携して
開催
・ベンチャーカップCHIBAに
おける「ソーシャルビジネス
部門」　表彰（グランプリ）
1件

198

33101
女性のため
の起業準備
セミナー

男女共同参画セン
ターにおいて、女
性の起業を支援す
るための講座を開
催する。

講座
・女性のための起業準備講座
受講者数：44人

73

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

男女共同
参画課

32302

（仮称）ダ
イバーシ
ティ推進協
議会の設
立・運営
〔新規〕
〔基本目標
Ⅲ-1-①の再
掲〕

多様な人材活用の
推進のため、関係
機関による「（仮
称）ダイバーシ
ティ推進協議会」
を設立・運営す
る。

未実施 － － －
類似会議体が複数あるため、
整備の必要性も含め、検討す
る。

男女共同
参画課

所管課

32301

ダイバーシ
ティ推進事
業部の運営
〔新規〕
〔基本目標
Ⅲ-1-①の再
掲〕

多様な人材活用の
推進のため、ダイ
バーシティ推進事
業部を運営する。

・イクボス同盟加盟事業者と
の連携事業として、「イクボ
ス異業種交流会」を実施
・職員向けに「LGBTを知りサ
ポートするためのガイドライ
ン」を作成

31

・ちばイクボス同盟加盟事業
者として新たに2者が表明を
行い、イクボスの更なる浸透
等を図った。
・誰もがそれぞれの個性と能
力を発揮でき、あらゆる人に
とって暮らしやすく、多様性
に富んだ活力ある社会の実現
のため、「LGBTを知りサポー
トするためのガイドライン」
を作成し、全庁へ周知すると
ともに閲覧やダウンロードを
可能とした。

・ちばイクボス同盟による連
携事業の実施により、市内事
業所における女性活躍を始め
とする多様な人材活用やワー
ク・ライフ・バランス推進を
図るための意識改革を行っ
た。
・ガイドラインは、市民対
応・職場・子どもへの配慮と
いう3つの場面別に、性の多
様性に配慮することができる
よう構成した。

ちばイクボス同盟加入事業者
との連携事業を引き続き実施
していくとともに、LGBTへの
配慮促進に向けた検討や組織
横断的課題に取り組んでい
く。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

29



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②自営の商工業や農林水産業に従事する男女の協働の確立

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 D

H29 D

H30

H31

H32

H33

計画実現のため必要な要件を
明確にし、関係機関と連携し
て継続支援する。

農政課

女性が参加しやすい研修環境
の整備、運営に配慮した。

【課題・懸案事項】
研修希望の女性が少ない。

【改善策・今後の方向性】
研修について広くPRを行い、
性別を問わず認知度を高め
る。

農業経営
支援課

33204
農業の6次産
業化の推進
〔新規〕

農家所得の向上を
図るため、6次産業
化を目指す農業者
に対し、支援す
る。

6次産業化を目指す農業者に
対し、関係機関と連携を取
り、相談業務を行った。

－

6次産業化の取組み計画を持
つ農業者に対し、国の6次産
業化交付金を使用し補助を行
う予定だったが、スキルや資
金等の課題により、計画を大
きく見直すこととしたため。

6次産業化を進め、その担い
手として女性が活躍できる場
を増やすため、意欲的に取り
組む農業者の相談に応じ、適
宜情報提供を行った。

33203
農業の担い
手育成
〔新規〕

農業の担い手を確
保・育成するた
め、農業知識の習
得や技術の向上を
図れるよう、新規
就農希望者研修を
行う。

1年目　基礎研修（3か月）
2年目　農家実習（12か月）
3年目　実地研修（12か月）
を実施し、新規就農を促進

・1年目　4人（内1名女性）
・2年目　4人
・3年目　1人

3,250

女性の新規就農希望者が少な
い中で、女性研修生が参加し
ているため、一定の効果は
あった。

農業経営
支援課

33202
農業経営基
盤強化促進
対策事業

農村女性が能力を
十分発揮していく
ための条件整備等
を促進する。

家族経営協定締結数　5件 27
家族経営協定の締結数及び女
性認定農業者数が順調に増加
しているため。

家族経営協定の締結を機に、
女性農業者に認定農業者制度
を普及している。

【課題・懸案事項】
女性農業者の認定者数が少な
い。

【改善策・今後の方向性】
女性農業者や後継者が経営参
画できるよう家族経営協定や
認定農業者制度を普及・推進
する。

農業経営
支援課

所管課

33201
農業版ハ
ローワーク
事業

農家で働いてみた
い市民と労働力を
必要とする農家が
登録し、条件に
あった相手と直接
交渉し、雇用契約
等を結ぶための支
援を行う。

・5～6月研修実施
　（研修期間 4日）
・研修参加者10名
　（36人・日）

45
女性の研修参加者が4割いる
ことから、効果は上がってい
る。

研修における農家体験で、女
性が参加しやすい研修内容に
配慮した。

女性が農業に関心が持てるよ
う、研修PRなどを工夫してい
く。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

30



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

③その他の分野における女性の参画

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

子どもたちの興味や自主性を
尊重したプログラムの提供に
努める。

雇用推進
課

「キャリア教育ガイドブッ
ク」を市内全教職員に配付し
た。30年度はキャリア教育推
進連携会議にも正式に出席さ
せていただき、29年度の活動
について報告する。また、教
育指導課所管のキャリア教育
主任会において、ガイドブッ
クの内容について説明する時
間を確保してもらう。
課題は、各学校において
「キャリア教育ガイドブッ
ク」の活用を推進していくこ
とである。新学習指導要領の
準備期間であることや、道徳
の特別な教科化や外国語活動
の実施等を進めるのと同時で
あることを考慮しながらも各
学校で活用を推進していくこ
とを忘れてはならない。

教育セン
ター

ちばっ子商人育成スクールに
ついてキャリア教育連携推進
会議内で情報共有を図った。

－

個性や能力に応じた体験がで
き、参加者アンケートの結果
からも、事業の目的を概ね達
成できた。

性差による固定的な職業観を
意識することなく、子どもた
ちの興味や自主性を尊重でき
るプログラムにした。

産学連携の会議を
設置するととも
に、教育研修プロ
グラムの開発など
を行い、地域経済
や地域産業を支え
る人材の育成や確
保に向けたキャリ
ア教育の充実を図
る。

千葉市内の小中学校における
キャリア教育の理解を深め、
その推進を図ることをめざし
て、千葉市独自の「キャリア
教育ガイドブック」の作成を
進めた。中教審等における
キャリア教育に関する内容を
研究協力員とともに読み解
き、さらに講師の指導を受
け、グランドデザインと年間
指導計画の事例を作成するこ
とができた。

470

千葉市独自の「キャリア教育
ガイドブック」を完成した。
グランドデザインと年間指導
計画の事例を作成することが
できた。千葉市内の小中学校
におけるキャリア教育の理解
を深め、推進を図ることがで
きた。

33302

キャリア教
育の推進
〔新規〕
〔基本目標
Ⅰ-1-②の再
掲〕

研究協力員は、千葉市の小中
学校の教員男女混合8名に
よって構成した。会議におい
ては、様々な意見を交換し、
活発な協議を行った。また、
「キャリア教育ガイドブッ
ク」作成や授業実践におい
て、男女平等教育や男女の機
会均等、男性の家事・育児へ
の参画促進等を意識しながら
研究を進めた。

・名簿は名前順の男女混合名
簿とした。
・講師の先生からグループ活
動の班分けをお願いされた際
には、男女混合にし、男女が
ともに科学について気軽に話
し合いできるようにした。
・男女両方の講師に学ぶこと
で、性別に関係なく様々な分
野で活躍していることを伝え
られた。

【懸念事項】
「講師に女性を」の声もある
が、機関に講座の協力をお願
いしたときに講師が女性とは
限らないので、女性講師の比
率を上げるのは難しいこと。

【今後の方向性】
性別に関係なく科学に興味・
関心が高い中高生を育ててい
く。

生涯学習
振興課

・キャリア教育推進連携会議
を3回開催し、職場体験の充
実やキャリア教育研修プログ
ラムの活用を検討した。ま
た、教育研修プログラムによ
る教員研修報告を行った。
・「千葉市のキャリア教育～
生涯を通じたキャリア発達の
支援に向けて～」を各校に発
信した。

119

・キャリア教育推進連携会議
を3回開催し、職場体験の充
実やキャリア教育ガイドブッ
クの活用を検討した。また、
教育研修プログラムによる教
員研修報告を行い、キャリア
教育推進を図った。
・「千葉市のキャリア教育～
生涯を通じたキャリア発達の
支援に向けて～」を各校に発
信し、活用を図った。

会議の議題や基本方針を検討
する際に以下の点に留意し
た。
・能力を発揮しつつ、主体的
に働き方・生き方を選択でき
るよう、若い時期から結婚、
妊娠、出産といったライフイ
ベントを視野に入れ、長期的
な視点で自らの人生設計の考
える学習機会の提供
・キャリアデザインを早期に
描き、仕事と家庭の両立がで
きる社会づくり

キャリア教育推進連携会議
は、学校におけるキャリア教
育担当教員、大学・企業・産
業界関係者等により構成した
が、委員15人中女性は3人で
ある。男女共同参画の観点か
ら、参加者について、再考す
る必要がある。

教育指導
課

33301
科学教育の
推進
〔新規〕

科学・技術を身近
に感じることがで
きる環境を創出す
るため、未来の科
学者育成プログラ
ムを充実する。

未来の科学者育成プログラム
は年間35回の講座を開催して
いる。年間受講生は61人お
り、それぞれのニーズに応じ
て参加している。その結果述
べ参加者数は737人となっ
た。

440

講座全般に受講生の興味関心
にそった講座を実施すること
ができた。特に個人・学校で
は見学できない施設や講師と
の出会いを創出できた。その
中で、男女両方の講師に学ぶ
ことで、性別に関係なく様々
な分野で活躍していることを
伝えられた。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

基本目標Ⅳ　仕事と生活の調和を実現できる社会づくり

施策の方向性１　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

①長時間労働の削減などの働き方改革と職場づくり

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

女性の職域拡大や積極的な登
用、ワーク・ライフ・バラン
スの向上、その他男女共同参
画に向けた働きやすい職場づ
くりを推進している事業者を
支援することにより、市内の
各事業者が、自主的にこれら
の取組みを促進していく意識
付けとなるよう努めた。

【課題・懸案事項】
平成33年度までに延べ160件
の登録目標に対し、新規登録
件数が少ない。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、制度の周知に努め
るとともに、登録事業者の先
進的な取組みなどをより分か
りやすくHPに掲載するなど、
周知方法の見直しも行う。

男女共同
参画課

－ －
雇用推進
課

41104

男女共同参
画推進事業
者登録制度
〔基本目標
Ⅲ-1-②の再
掲〕

男女共同参画を推
進する取組みを積
極的に行う事業者
に対し、登録を行
い登録証・登録
マークを交付し、
ホームページ等で
広く市民に周知す
る。

男女共同参画を推進する取り
組みを積極的に行う事業者の
登録を行い、ホームページ等
で事業者の紹介をした。
登録件数 1件（延べ80件）

－

41103

男女共同
参画課

・在宅勤務を利用することで
通勤に要していた時間を家庭
生活に充てることが可能とな
り、育児や介護と業務との両
立を支援することができた。
・在宅勤務体験研修を実施す
ることで、在宅勤務を行う職
員の上司や周囲の職員に対し
ても、ワーク・ライフ・バラ
ンスの向上につながる働き方
として周知を図った。

・窓口業務や現場業務など、
在宅勤務制度に適さない職場
がある。
・制度の認知が足りない。

人材育成
課

未実施 － －

女性の子育て支援やワーク・
ライフ・バランスを推進する
ため、男性の家事・子育てへ
の参画促進、女性の子育ての
悩み解消に繋がる内容となる
よう工夫を行った。

【今後の方向性】
女性に限定せず、男女がとも
に担う家庭生活の視点で子育
て支援事業を考えていく。

女性の子育て支援や男性の育
児支援の講座を実施した。長
時間労働を意識し、「働き方
改革」を考える講座を実施し
た。
また、千葉県と共催で、柔軟
な働き方の普及や長時間労働
の是正等を行う「働き方改
革」への取組みとしてセミ
ナーを開催した。

・在宅勤務実績
　5人
・在宅勤務体験研修実績
　22人

1

「育児」を要件として在宅勤
務が利用されており、仕事と
家庭生活を両立するための働
き方の1つとして認知され始
めているため。

講座
・パパ力UP講座Ⅱ（出張）
　受講者数：20人
・女性のための子育て講座
Ⅰ・Ⅱ
　受講者数：90人
・男女共同参画講座Ⅱ
　受講者数：16人
・企業向け働き方改革セミ
ナーin千葉市（11月21日開
催）

221

登録の周知広報を図ったが、
新規登録が1件に留まった。

・家族の職場訪問を開催し、
子どもや配偶者に参加しても
らうことで、男性職員も女性
職員も職場でも家庭でも大切
な存在であることを認識して
もらう。
・イクメン・ランチミーティ
ングのトークテーマ
で男性職員の育児休業取得に
ついて取り上げることで、仕
事と家庭生活の両立について
考える機会を設けた。

平成29年度における男性職員
の育児休業取得率は、22.9％
となり目標を前倒しで達成し
た。今後、さらに多くの男性
職員が育児休業を取得できる
よう取り組んでいく。

給与課

・介護休暇の分割取得の導入
（H29.4.1～）
・介護時間の新設
（H29.4.1～）

－

高齢化社会に伴う仕事と介護
の両立というニーズに対し、
制度を構築することができ
た。

仕事と家庭生活の両立を支援
する目的で制度を策定した。
また、様々な介護形態に柔軟
に対応できるよう各種制度の
導入・運用に努めた。

給与課

制度を構築するだけでなく、
制度の周知及び制度を活用し
やすい環境を整備することが
今後の課題である。

41101

市職員の両
立支援・子
育て支援の
推進

次世代育成支援対
策推進法に基づ
き、平成27年度に
策定した「特定事
業主行動計画」
（平成27～31年
度）の進捗状況を
管理し、市職員に
対する両立支援・
子育て支援策等の
推進を図る。

・家族の職場訪問の実施
・イクメン・ランチミーティ
ングの実施
・子育て応援タイムズの発行
・管理職のイクボス宣言の実
施
・イクボス異業種交流会に参
加
・対象職員の所属長に対し、
育児休業の取得予定等の調査
を実施

1

子育て応援タイムズの発行及
び、対象職員の所属長に対
し、育児休業の取得予定等の
調査を実施したことにより、
男性職員の育児休業取得率が
向上した。

労働時間短
縮や休暇取
得に向けた
意識啓発

家庭生活や地域活
動などとの両立と
健康維持のため、
長時間労働を見直
し、休暇取得の促
進に向けた意識啓
発を行う。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

41102

市職員の多
様な働き方
の促進
〔新規〕

市職員のワーク・
ライフ・バランス
の向上を図るた
め、短時間勤務や
在宅勤務等多様な
働き方を促進す
る。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②家庭生活等と両立しやすい職場づくりへの支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

病児・病後
児保育事業

円滑な相互援助活動の実施の
ために事前打合せ（土日対
応）を実施したほか、アドバ
イザーによる依頼内容の把
握・調整等を適切に行った。

子どもが病気の際に自宅や保
育所等での保育が困難な場合
における保育需要に対応し、
保護者の子育てと就労の両立
支援を行った。

利用者数や断り人数が年々増
加しており、新規開設希望施
設の確保が必要。

幼保支援
課

41206

・会員数　5,619人
・活動件数　10,877件

№42204に含
まれる。

病気回復期などの
ため保育所等に預
けられず、保護者
が就労等により、
家庭での育児が困
難な場合に、診療
所併設の施設で保
育を行う。

病児・病後児の預かりを実施
・実施施設　8か所
・利用者数　6,512人

133,550
仕事と子育ての両立支援を推
進した。

仕事と子育ての両立支援を推
進した。

41203

子ども・子
育て支援新
制度給付対
象施設の整
備
〔新規〕

依頼会員数に対し提供会員が
少ないため、新たな提供会員
の確保が必要。

幼保支援
課

社会経済状況の変化に伴う女
性の就業志向の高まりや働き
方の多様化により子どもルー
ムの需要が高まっている。
そのため、女性の社会進出に
貢献するべく、待機児童を極
力減少させるように努めてい
る。

平成30年度の申込み人数が想
定以上に増加し、4月1日時点
の待機児童数は過去最多と
なった。
平成30年7月策定の「子ども
ルーム待機児童解消のための
緊急3か年アクションプラ
ン」に基づき、待機児童の減
少を図る。

健全育成
課

41205

ファミ
リー・サ
ポート・セ
ンター事業

子どもを預けたい
人、預かることが
できる人、双方の
会員を登録し、援
助内容に応じて仲
介を行う。

41204
子どもルー
ム整備・運
営事業

授業の終わった後
の遊び及び生活の
場を提供し、指導
員の活動支援の下
で児童の健全育成
を図る。また、段
階的に対象学年を
拡大していく。

・新規整備　1か所（高学年
用子どもルーム）
・増設　4か所
・施設改善　2か所

2,512,781

整備計画に対して実績は上
回ったが、待機児童数が過去
最多となっているため、更な
る対策が必要となっている。

男女共同
参画課

多様化する保育ニーズの適切
な把握に努めるとともに、対
応できる事業所を段階的に増
やすことで、ワーク・ライ
フ・バランスの向上を図っ
た。

施設数が需要に追い付いてい
ないため、今後も拡充が必要
である。

幼保運営
課

待機児童解消に向けて保育
ニーズの適切な把握に努める
とともに、受け皿を計画的に
増やすことで、仕事と子育て
の両立に悩んでいる保護者の
ワーク・ライフ・バランスの
向上を図った。

重点整備地域については、昨
年度から実施している開園前
の賃借料補助を、開園後5年
までに拡充し、整備を促進す
ることとした。

幼保支援
課

保護者の就労形態
の多様化等に伴う
保育ニーズに合わ
せ、保育メニュー
の拡充を行う。

一時預かり
実施園40園
休日保育
実施園7園
補助金対象園は3園

一時預かり
167,728
（千）
休日保育
2,977（千）

一時的、休日に子どもを預け
安心して働ける環境を整備し
たことで、ワーク・ライフ・
バランスの推進に寄与するこ
とができた。

事業名

待機児童の解消に向けて、幼
稚園に対する認定こども園へ
の移行支援、認可外保育施設
の認可保育所への移行支援、
小規模保育事業の整備、認可
保育所の新設や、既存施設の
有効活用による保育所整備
（定員変更・分園設置）など
の整備を実施。

55か所1,423人増

824,026

29年度の当初計画数(1,185人
分の受け皿確保）を上回って
達成し、平成30年4月の入所
待ち児童数を大幅に減らすこ
とができた(入所待ち599人→
417人)が、3年連続で待機児
童が発生してしまったことか
ら、更なる取組みが必要。

所管課

41201

職場と家庭
生活等との
両立を支援
する多様な
制度の普及
促進
〔基本目標
Ⅲ-1-②の再
掲〕

育児休業や介護休
業、子育て期の勤
務時間短縮等、家
庭生活等との両立
を支援する制度に
ついて情報誌等に
よる情報提供や講
座の開催などを行
う。

講座
・パパ力UP講座Ⅱ（出張）
　受講者数：20人
・女性のための子育て講座
Ⅰ・Ⅱ
　受講者数：90人

182

・遊びを通した父子のふれあ
いを促し、「パパ力」の向上
を図った。受講者の満足度は
非常に高かった。
・女性のための子育て講座は
「思春期」「イヤイヤ期」の
子どもだからこそじっくり向
き合うことの重要性を伝える
ことができた。また、講座Ⅰ
Ⅱとも満足度は非常に高かっ
た。

女性の子育て支援やワーク・
ライフ・バランスを推進する
ため、男性の家事・子育てへ
の参画促進、女性の子育ての
悩み解消に繋がる講座内容と
なるよう工夫を行った。

事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

【今後の方向性】
女性に限定せず、男女がとも
に担う家庭生活の視点で子育
て支援事業を考えていく。

事業
№

41202

多様な保育
需要への対
応
〔新規〕

潜在的な保育需要
に対応し、将来に
わたり待機児童ゼ
ロを継続するた
め、「子ども・子
育て支援事業計
画」に基づき、計
画的に保育所等を
整備する。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性２　男女がともに担う家庭生活づくり

①男性の家事・育児・介護への参画促進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

研修時には、男性介護者が孤
立しないように、介護者同士
の交流の時間を持った。

講座
・パパ力UP講座Ⅰ・Ⅱ
　受講者数：44人
・男性のための料理講座Ⅰ・
Ⅱ
　受講者数：24人

94

・遊びを通した父子のふれあ
いを促し、「パパ力」の向上
を図った。受講者の満足度は
非常に高かった。
・男性のための料理講座は料
理初心者を対象に実施。満足
度は高かった。

引き続き、効果的な周知を検
討していく。

高齢福祉
課

家族介護者支援事業として、
家族介護者研修のほか、家族
介護者への電話相談、訪問
レッスンを実施
・家族介護者研修
　7回開催　65人
・電話相談　345件
・訪問レッスン　60件
（事業No.55303と一体的に実
施）

6,725

【課題・懸案事項】
土曜日に開催したが40代、50
代の参加が少なく、募集定員
に到達できなかった。

【改善策・今後の方向性】
対象となる男性が参加しやす
い内容と実施回数を設定す
る。

男女共同
参画課

ワーク・ライフ・バランスを
推進し、性別役割分業意識の
改善から男性の家事・子育て
への参画促進に繋がる講座内
容となるよう工夫をした。

食育以外の分野での子育て支
援の講座についても検討した
い。

男女共同
参画課

講座
・男性のための介護講座
　受講者数：24人

45

講義及び実践は非常に有意義
なものであり、介護について
必要なことを十分に受講生に
伝えることができた。受講者
の満足度は非常に高かった。

仕事と介護の両立を図るた
め、男女がともに支え合う介
護の大切さを伝えるととも
に、介護の不安や悩みの解消
に繋がるよう講座内容の工夫
を行った。

男性の育児休業取得を促すた
め、夫婦で参加する講座など
で、男性が主体的に育児に関
わる重要性や奨励金制度を説
明し、意識啓発に努めた。

人手不足等により男性の育児
休業取得状況は、女性に比べ
圧倒的に少ない。

幼保支援
課

・夫婦での参加を促し、男性
の育児参画に対する意識を高
めるようにした。
・働く男性女性が参加できる
よう、土日に講座を開催し
た。

・父親の育児参加を促し、安
心して出産育児ができるよ
う、今後も事業を継続して実
施していく。
・平成28年度までは年1回ず
つ回数を増やしていたが、参
加者数が横ばいとなったた
め、今後は回数は15回として
実施していく。

健康支援
課

開会回数　15回
参加人数　妊婦372人
パートナー　370人

1,508

・父親の育児参加を促し、安
心して出産育児ができるよ
う、助産師による講義を予定
どおり実施できた。
・夫婦で妊娠・出産・育児に
臨めることができるよう、意
識を高める内容とした。

中小企業に勤務する男性の育
児休業取得促進のため奨励金
を支給。

支給件数　11件

2,750

父親が積極的に育児に関わる
ことにより、男女ともに仕事
と家庭生活のより良いバラン
スを取れるよう取り組んだ。

研修を通して、介護の知識・
技術を伝えるとともに、男女
がともに支え合いながら介護
することの大切さを伝えるこ
とができた。また、介護の不
安や悩みを解消するため、電
話相談や訪問レッスン等を実
施し、在宅介護の負担軽減を
図ることができた。アンケー
トの結果、受講生の満足度は
高く、仕事と介護の両立に一
定の効果があった。

男女共同
参画課

42102

地域子育て
支援セン
ター等にお
ける父親向
け講座・イ
ベント等の
実施

地域子育て支援セ
ンター等におい
て、父親の子育て
を支援する講座や
イベント、レクリ
エーション活動な
どを実施する。

父親の育児への主体的な関わ
りを促進する講座等の回数
255回

№42204に含
まれる。

父親が主体的に育児にかかわ
ることができるよう取り組ん
だ。

父親の参加を促すため、開催
日や開催内容について工夫を
行い、男性の育児参加の重要
性について事例発表など交え
説明をし、意識啓発に努め
た。（イベント運営に男性保
育士を起用する等）

幼保支援
課

父親の参加を促すため、広報
活動の強化や男性が参加しや
すい環境づくりが必要。

所管課

42101

男性の家
事・育児に
関する知識
や技術の習
得

男女共同参画セン
ター等において、
男性の家事や育児
に関する知識や技
術を習得するため
の講座を開催す
る。

講座
・パパ力UP講座Ⅰ・Ⅱ
　受講者数：44人
・男性のための料理講座Ⅰ・
Ⅱ
　受講者数：24人

94

・遊びを通した父子のふれあ
いを促し、「パパ力」の向上
を図った。受講者の満足度は
非常に高かった。
・男性のための料理講座は料
理初心者を対象に実施。満足
度は高かった。

ワーク・ライフ・バランスを
推進し、性別役割分業意識の
改善から男性の家事・子育て
への参画促進に繋がる講座内
容となるよう工夫をした。

【今後の方向性】
男女がともに担う家庭生活の
視点で性別役割分業意識をを
考えていく。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

42104
介護に関す
る実技の習
得

介護に関する知識
や技術を習得する
ための講座等を開
催する。

42103
男性の子育
て支援
〔新規〕

男性の子育てを支
援するため、両親
学級の土日開催を
拡充するととも
に、男性の育児休
業取得促進奨励金
など、様々な取組
みを実施する。
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②子育てに関する相談・支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 B

H30

H31

H32

H33

当事業は多様化する保育需要
に対応するとともに、保育所
（園）等の有する専門的機能
を地域住民のために実施し、
地域に開かれた保育所（園）
づくり及び児童の福祉の向上
を図ることを目的としてい
る。一部父親が参加し、子育
ての参画を促す企画を行う園
もあるが、基本的に平日に行
うため測定が困難である。

一部、土曜日実施の取り組み
には父親と母親、また地域住
民を取り込み実施されたもの
もあった。夏祭り（縁日ごっ
こ）、運動会、施設の環境整
備など、父親が主体となって
取り組める内容を盛り込み、
参加意欲を高めたり子育て参
画の実感、また充実感や満足
感を味わえるような取り組み
もあった。

・感染症の流行時期を考慮し
ながら活動している。
・子育て家庭が少ない地域で
は参加者が減少傾向にある。
・95％近くが平日に行ってい
るため、父親の参加は無い。
土曜日に行う企画・立案が必
要であるが、内容の熟考や職
員の勤務形態等が課題であ
る。

幼保運営
課

・子育て支援として、母親だ
けでなく父親への訪問も実施
した。
・父親の育児参加を促せるよ
うな助言も行った。

対象者の抱える問題が、複雑
化しており、虐待リスクの高
い家庭が増えているため、今
後も継続して事業を実施して
いく必要がある。

健康支援
課

保健師等が訪問し、育児に関
する相談、指導、助言を行っ
たことで、育児不安や育児ス
トレスの軽減が図れた。

42208
保育所
（園）地域
活動事業

地域の世代間交
流、異年齢児との
交流、子育て家庭
への育児講座、小
学生低学年児童受
入、その他交流事
業を実施する。

公立保育所等59カ所、民間保
育園等175カ所、計234カ所で
実施した。

1,517

42207
養育支援訪
問事業

育児不安や育児ス
トレスの強い家庭
に対し、保健師等
が訪問し、育児に
関する相談、指
導、助言を行う。

養育支援訪問件数
2,699件 12,609

【課題・懸案事項】
・平日の午前中開催というこ
とが最大の要因ではあるが、
子育てママのおしゃべりタイ
ムという名称も、男性を参加
しにくい環境にしているとい
う声もある。
・男性参加者がいないわけで
はなく、定例開催の事業とし
て定着しているため名称変更
は慎重に検討したい。

【改善策・今後の方向性】
地域により、対象となる家庭
数に大きな差があるため、会
場の選定には配慮を要する。

生涯学習
振興課

保護者からの相談に応じ、そ
れぞれのニーズや状況に適し
た保育サービスを利用できる
よう必要な情報の提供、助言
等を行った。
また、市内の地域子育て支援
拠点施設での出張相談につい
ても積極的に実施した。

保育サービス・子育て支援
サービスの情報収集の方法や
範囲について、対応が困難な
面がある。

幼保支援
課

仕事と子育ての両立支援を推
進した。

子育て支援
コンシェル
ジュ
〔新規〕

子育て支援コン
シェルジュが、保
育をはじめとした
子育て支援サービ
ス全般の利用に関
する相談・情報提
供などを行う。

相談件数
11,062件

16,548

・定例開催の事業として市民
に好評であり、相談活動だけ
でなく市民同士の交流の場と
しても機能した。
・子育てサポーターの数や参
加人数は増加したが、開催回
数が減少してしまった。
・会場選定や周知方法につい
て改善の余地があるためB評
価とする。

・育児相談などを通じ、男女
がともに家庭教育に参画し、
より良い子育て環境を整備す
ることを目的として事業を実
施した。
・子育てサポーターや参加者
同士の会話の中で、保育所等
の情報を共有することがで
き、女性の職場復帰の一助と
なっている。

幼保支援
課

父親・母親にかかわらず相談
者の気持ちに寄り添い、抱え
ている不安・悩み等の解消に
努めるとともに、夫婦がとも
に協力して子育てに取り組め
るよう適宜、助言・情報提供
等を行った。

支援内容充実のため、当事者
の個別のニーズを把握した寄
り添い型の利用者支援を検討
する。

幼保支援
課

42206

子育てサ
ポーター・
家庭教育ア
ドバイザー
配置事業

子育てサポーター
は、公民館で活動
している子育て
サークルや家庭教
育学級等の相談、
子育てに悩みや不
安をもつ親等保護
者に対して、指導
するほか相談に応
じる。また、家庭
教育アドバイザー
（臨床心理士有資
格者）は、必要に
応じ、専門的な立
場から相談に応じ
るほか、子育てサ
ポーターへの助言
も行う。

・子育てサポーター委嘱
　36人
・家庭教育アドバイザー委嘱
　6人
・「子育てママのおしゃべり
タイム」他相談（各公民館）
　開催日数140日
　延参加者2,235人
・子育てサポータースキル
アップ講座 開催回数2回

860

42205

42204
地域子育て
支援拠点事
業

乳幼児及びその保
護者が相互交流す
る場所を提供し、
子育てについての
相談、情報の提
供、助言その他の
援助を行う。

・実施施設　20か所
・利用者数　196,839人

212,959

子どもの育てにくさに起因し
た育児ストレス件数が増加傾
向にあることから、今後も引
き続き事業を実施し、育児ス
トレスの軽減を図る。

父親・母親にかかわらず利用
しやすいよう配慮した。

親子のふれあいの場、遊び場
を提供し、保護者が相互に交
流することで、子育てに関す
る悩みを共有する機会を作
り、また、企画を実施する際
には父親も育児に積極的に参
画するような内容(運動会や
お祭り等)とするなど配慮し
た。

就学前児童数の減少及び保育
所等の保育サービスを利用す
る児童の増加により、利用者
が減少傾向である。

健康支援
課

42203

子育て支援
総合コー
ディネート
事業→
利用者支援
事業

「子育て支援館」
において、各種子
育てサービスの情
報を収集し、イン
ターネット等を活
用して情報の提供
を行う。
また、子育てに関
する相談を受け、
サービスの提供に
必要な援助や関係
機関との連絡調整
を行う。

子育て支援館相談件数（子育
てコーディネーター以外の職
員が対応した相談も含む）
2,329件

№42204に含
まれる。

父親・母親にかかわらず利用
しやすいよう配慮した。

子育てへの助言を適切に行
い、抱えている不安等の解消
に努めるとともに、夫婦がと
もに協力して子育てに取り組
めるよう適宜、情報提供を
行った。

特になし
こども家
庭支援課

42202
育児ストレ
ス相談

1歳6か月、3歳児健
康診査等で、育児
不安があり援助が
必要な保護者に対
し、臨床心理士、
保健師が個別相談
を行う。

開催回数　179回
延べ人数　288人

1,719

育児不安を抱える保護者に対
し、臨床心理士による相談を
実施することにより、育児不
安の軽減が図れた。また、夫
婦がともに協力して子育てに
取り組めるよう適宜、情報提
供を行った。

子育てへの助言を適切に行
い、抱えている不安・悩み等
の解消に努めるとともに、夫
婦がともに協力して子育てに
取り組めるよう、適宜情報提
供を行った。

42201
家庭児童相
談事業

各区保健福祉セン
ターこども家庭課
に非常勤嘱託職員
の相談員を配置
し、児童と家庭に
かかわる各種相談
業務を行う。

・家庭相談員による相談業務
の実施
・家庭相談員の研修会への参
加

15,152

家庭生活を営む上で問題とな
る子育てへの不安等を、当事
業への相談により、解消させ
ることで、男女ともに担う家
庭生活づくりを推進したた
め。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性３　男女がともに担う地域社会づくり

①地域の各種団体への女性の参画促進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

－

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

中央区役
所地域振
興課

－

地域活動における女性参画の
重要性・必要性について、各
種男女共同参画事業を通じた
啓発に努めた。

地域活動における女性参画の
重要性・必要性を各事業を通
じて、広く市民に訴え続けて
いくことが必要である。

男女共同
参画課

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

若葉区役
所地域振
興課

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

事業
№

未実施 － －

各種男女共同参画事業を通じ
て、地域活動における女性の
参画について、普及啓発を
行った。

－

依然として、地域活動団体に
おける女性の役員は少なく、
意思決定過程への参画が促進
されていない現状があり、課
題が残った。

事業名 事業内容

－

所管課

           未実施
町内自治会役員に占める女性
の割合：32.9%

－ － －

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

市民自治
推進課

29年度事業 年度ごとの自己評価

未実施 － －
花見川区
役所地域
振興課

未実施 － － －

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

未実施 － － －

美浜区役
所地域振
興課

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

未実施 － －

43101

地域活動団
体における
女性役員の
就任促進
〔新規〕

市政や地域のまち
づくりにおいて、
女性の視点がさら
に取り入れられる
ように、地域活動
団体における女性
役員の増加を図
る。また、地域活
動における女性の
参画について普及
啓発し、市民の理
解を深める。

－

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

緑区役所
地域振興
課

未実施 － －

稲毛区役
所地域振
興課
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②地域住民の交流促進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

企画立案に際し、男女双方の
意見を聞くことに努めた。

開催場所である稲毛海浜公園
がリニューアル整備事業に着
手することから、整備事業者
と実行委員で協議の上、計画
内容の見直し等を行ってい
く。

美浜区役
所地域振
興課

43201 区民まつり

6区において、区民
意識の醸成及び高
揚を図るため、区
民主体の実行委員
会を設置し、各種
催物等を実施す
る。

開催日時　10月1日（日）
午前9時20分～午後3時40分
開催場所　稲毛海浜公園
来場者数　68,500人
　

3,290

男女が協力して企画立案・実
施をすることにより、多くの
区民が楽しめるイベントとな
り、地域交流の活性化を促し
た。

緑豊かな「昭和の森」の広大
な「太陽の広場」を舞台に、
区民の郷土意識や連帯感の醸
成を目的とし、ステージ、模
擬店、フリーマーケット、子
どもコーナー・スポレクコー
ナーを展開。ステージでは区
内の郷土芸能団体や千葉ロッ
テマリーンズなど総勢19組が
出演。

3,394

実行委員会の女性の割合は男
性に比べて低かったが、事業
の企画・実施に当たっては、
男女双方に隔たりがなく積極
的に業務に携わり、地域住民
の交流を促進することができ
た。

実行委員会の役員等には出来
る限り女性にも努めてもら
い、女性の視点を活かした企
画を取り入れるよう促すこと
で、誰もが楽しめるイベント
となるよう配慮した。

まつりの実行委員は年度ごと
に入れ替わりがあるため、来
年度以降も女性の委員が役
員、部長等に就任できるよう
働きかけていきたい。

緑区役所
地域振興
課

イベントや出店者を充実さ
せ、学生や親子連れなどの若
年層をはじめ、多くの方が気
軽に参加できる内容にする。

稲毛区役
所地域振
興課

平成29年11月5日（日）
第25回若葉区民まつり開催
来場者数：約21,000人

3,500

模擬店や舞台、スポーツ大会
など男女を問わず多くの区民
が楽しめるイベント内容と
なった。

実行委員の男女比では男性が
多いが、委員の男女双方の意
見を聴き、区民まつりの企
画・運営に生かすよう努め
た。

企画をさらに充実させ、引き
続き子供から大人まで楽しん
で参加できる内容となるよう
に努める。

若葉区役
所地域振
興課

企画立案に際し、男女双方の
意見を聞き、取り入れた。

女性委員の比率の向上及び幅
広い年代が参加できるイベン
トとなるよう実行委員会に働
きかける。

花見川区
役所地域
振興課

平成29年度は雨天により中止 3,545

男女双方の意見を取り入れ、
企画、計画を行ったが、残念
ながら雨天により中止となっ
た。

実行委員長は女性が務め、企
画・実施する際は男女双方の
意見を取り入れるよう配慮し
た。

区民まつり
10月22日開催
参加者数　368人
※荒天によりメイン会場のま
つりは中止（中学校体育館で
家族バレーボール大会のみ実
施）

2,451

メイン会場での開催は荒天に
より中止となり、家族バレー
ボール大会のみの開催となっ
たが、開催に至るまで男女が
協力して企画・運営を支える
ことにより、区民が楽しめる
イベントとなり、地域交流の
場となった。

【課題・懸案事項】
コミュニティまつり実行委員
会の構成メンバーが固定化
し、新しい意見が出されにく
い傾向がある。

【改善策・今後の方向性】
これまで実行委員会に参加し
てこなかった利用者にも参加
を促していく。

市民総務
課
（各コ
ミュニ
ティセン
ター）

・企画、立案に際し、男女双
方の意見を取り入れることに
努めた。
・企画、立案に携わる職員を
男女に関わりなく配慮した。

【課題・懸案事項】
これまで以上に幅広い世代に
楽しんでもらえるイベントと
なるよう、出店や出演（ス
テージ）の内容を見直すとと
もに、新たな企画・立案を検
討する必要がある。

【改善策・今後の方向性】
今後も引き続き、子どもから
お年寄りまで幅広い年齢層の
区民が参加でき、中央区民に
よる手づくりの　中心市街地
の特色を活かした「中央区ふ
るさとまつり」を開催する。

中央区役
所地域振
興課

43202
コミュニ
ティまつり

各コミュニティセ
ンターの利用者に
よるコミュニティ
まつり（各サーク
ルの展示会、発表
会等）を開催す
る。

指定管理者受託事業として、
各コミュニティセンターでコ
ミュニティまつりを開催し
た。

－

性別を問わず参加できるプロ
グラムとすることで、地域の
コミュニティづくりの場を提
供することができた。

コミュニティまつりの企画立
案時から、男女双方の意見を
取り入れるよう努めた。

10月15日（日）
中央公園・栄町ロードステー
ジ・きぼーるにおける地域団
体やグループを中心としたス
テージと各種出店等。
近接商店街によるイベントも
同時開催
参加者数　18,000人
※雨天のため大幅に規模を縮
小しての実施となった

3,484

雨天のため大幅に規模を縮小
しての実施となったが、誰も
が楽しめるイベントとなり、
地域交流の活性化を推進し
た。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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③地域活動への市民参画の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

・地域づくり活動支援事業
　助成団体　6団体
・地域拠点支援
　助成団体　1団体
・中間報告会　H29.9.13実施
　

2,707

中間報告会では、現年度助成
団体だけではなく過年度助成
団体も参加し意見交換を行う
ことにより、団体同士が広く
ネットワークを形成し、互い
に協力しあう土壌を形成する
機会をつくることができた。

男性、女性双方を対象として
事業を実施した。

【今後の方向性】
多くの団体に対し支援を行え
るよう、当該補助事業の効果
的なＰＲ方法等について検討
を行うとともに、区内で活動
する団体同士のネットワーク
を強化し、それぞれの団体の
継続・発展に加えて、地域に
おける協働・連携の取り組み
の推進をはかる。

稲毛区役
所地域振
興課

審査を行う上で外部アドバイ
ザーを依頼しているが、美浜
区の地域の実情や諸問題に対
して、深い見識を持つ人とし
て、地区連協会長（男性）1
名、民児協の会長（女性）1
名を選出し、男女両方からの
意見を取り入れるようにして
いる。

地域拠点支援については、
H29年度は新規申請団体が0で
あったことから、今後支援の
在り方について検討が必要で
ある。
H30年度からはスケジュール
を前倒し、4月から補助対象
とする。

美浜区役
所地域振
興課

地区部会が実施するサロン活
動や支え合い活動、ボラン
ティアセンターが行うボラン
ティア支援の取組み等を通じ
て、市民の地域福祉活動への
男女を問わない参画が促進さ
れるよう、積極的な呼びか
け・支援を行った。

・子育てサロン未実施の地区
部会に対して、隣接する実施
地区部会との連携を図った
り、子育て支援グループを紹
介する等、実施のための援助
を行う。
・子育て支援に関するニーズ
が多く寄せられるよう、ボラ
ンティアセンターの認知度を
高める広報活動をより積極的
に行う。

地域福祉
課

・活動資金の助成団体数：
　16団体
・フォローアップ研修の実施
　回数：年4回

2,518

活動資金の助成期間が終了し
た団体を主な対象としている
「フォローアップ研修」を実
施することにより、自立した
団体の活動を継続することに
寄与した。

活動資金の助成を通して、地
域課題の解決等に積極的に取
り組む団体を支援するととも
に、フォローアップ研修によ
り、地域で活動する男性・女
性リーダーの育成に努めた。

【課題・懸案事項】
「フォローアップ研修」をよ
り充実させる必要がある。

【改善策・今後の方向性】
活動資金の助成期間が終了し
た団体が少しでも自立した活
動を継続できるよう量（研修
の実施回数）より質の向上
（研修内容の充実）に努め
る。

緑区役所
地域振興
課

43303
地域ぐるみ
福祉ネット
ワーク事業

市社会福祉協議会
が行う地区部会活
動への支援や、ボ
ランティア養成等
のボランティアセ
ンター活動事業に
要する経費を助成
する。

市社会福祉協議会へ補助 8,081

・約8割の地区部会におい
て、子育てサロンを実施し、
地域における子育て支援につ
いて一定の効果を挙げること
ができた。
・子育て支援を含む各種ニー
ズに対しボランティアコー
ディネートを行うとともに、
子育て支援に関する講座を実
施することにより、子育て支
援について一定の効果を挙げ
ることができた。

地域リーダー研修では、女性
講師を招くことにより、女性
ならではの視点を交えた講義
となるよう工夫するなど、女
性の参画の必要性を意識させ
る内容とした。

【課題・懸案事項】
地域活性化支援事業について
は、一定数の申し込みがあっ
たが、当初見込んでいた申込
みには届かなかった。
【改善策・今後の方向性】
これまで以上に多くの団体に
対し支援を行えるよう、当該
補助事業の効果的なＰＲ方法
等について検討を行う、

中央区役
所地域振
興課

事業を実施した際に、質問や
意見について、男女双方の意
見が聞ける機会を設けるなど
配慮する。

【今後の方向性】
今後の事業においては、男女
共同参画ができる機会を増や
すため実績数を確保をすると
ともに、まちづくりを行う上
で男性・女性両目線の大切さ
についてPRできるように検討
する。

都市計画
課

43301

やってみよ
うよまちづ
くり支援事
業

地区計画の策定な
ど、市民の地域レ
ベルでの自主的な
まちづくり活動に
対し、出前講座・
アドバイザー派
遣・活動支援補助
により支援する。

・アドバイザー派遣　0回
・活動支援　0回
・公開講座　1回

30

地域課題解決や地域の活性
化、地域を担うリーダーの育
成に資する支援を行うことが
できた。

市が主体的に実施する公開講
座については概ね計画通り達
成できた。
一方、市民からの要望による
アドバイザー派遣及び活動支
援は活用実績が少ないため、
今後、当該制度を活用して多
くの方が参画することができ
るよう、制度の周知を図って
いく。

43302

まちづくり
活動団体へ
の助成
〔新規〕

市民主体のまちづ
くりを推進するた
め、地域課題の解
決などに取り組む
団体に対し、助成
するとともに、地
域のまちづくりの
リーダー的人材の
育成や、フォロー
アップ研修を行
う。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

・地域づくり活動支援事業
　助成団体　6団体
・地域拠点支援
　助成団体　1団体（継続）
・ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修の実施　1回

2,423

要領や審査シートに則り、適
正かつ公正に審査を行ってい
る。
フォローアップ研修について
は、「先輩団体から学ぼう」
を実施した。

①地域活性化支援事業
・助成団体数　16団体
・フォローアップ研修
　（H29.11.30実施）
②地域リーダー研修
・第1回（H29.6.11実施）
・第2回（H30.2.24実施）

①3,056
②111
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実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 A

H30

H31

H32

H33

－ － －

地域活動団
体における
女性役員の
就任促進
〔新規〕
〔基本目標
Ⅳ-3-①の再
掲〕

市政や地域のまち
づくりにおいて、
女性の視点がさら
に取り入れられる
ように、地域活動
団体における女性
役員の増加を図
る。また、地域活
動における女性の
参画について普及
啓発し、市民の理
解を深める。

43304

未実施

未実施

未実施

未実施 － － －

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

緑区役所
地域振興
課

－ －

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

花見川区
役所地域
振興課

－

市民自治
推進課

－

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

－ －

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

            未実施
町内自治会役員に占める女性
の割合：32.9%

－

－

地域活動団体における女性の
役員は着実に増え、意思決定
過程への女性の参画が推進さ
れた。

地域活動における女性参画の
重要性・必要性について、各
種男女共同参画事業を通じた
啓発に努めた。

地域活動における女性参画の
重要性・必要性を各事業を通
じて、広く市民に訴え続けて
いくことが必要である。

－ －

男女共同
参画課

－

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

中央区役
所地域振
興課

稲毛区役
所地域振
興課

－

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

若葉区役
所地域振
興課

人口減少・少子超高齢化が進
む中、町内自治会等の地域活
動団体においては、役員の担
い手確保に苦慮している状況
であり、男女問わない参画の
推進を行う必要があるため、
自治会役員に占める女性の割
合を増やすことに特化した取
組みは行っていない。

美浜区役
所地域振
興課

事業
№

事業名 事業内容

各種男女共同参画事業を通じ
て、地域活動における女性の
参画について、普及啓発を
行った。

－

未実施 －

未実施 －

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

－
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性４　男女共同参画の視点に立った防災体制の確立

①男女共同参画の視点に立った防災体制の確立と普及啓発

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

44104
防災リー
ダーの育成
〔新規〕

自助・共助による
地域の防災力の向
上を図るために、
防災に男女共同参
画の視点を取り入
れ、防災・減災に
必要な知識や技術
を持ったリーダー
を養成する防災ラ
イセンス講座を実
施するとともに、
男女共同参画セン
ターを中心として
防災ワークショッ
プを実施する。

44102

自主防災組
織の結成率
向上
〔新規〕

東日本大震災の経
験を踏まえ、大規
模災害発生時にお
ける自助・共助に
よる防災活動を促
進するよう、自主
防災組織の結成率
向上を図るととも
に、女性の参画を
促す。

事業
№

・自主防災組織結成を促すチ
ラシの配布
・結成を検討している組織等
への説明会の実施や未結成自
治会への呼びかけ
・ちば市政だよりへ結成を促
す記事の掲載

・防災ライセンス講座は千葉
市防災対策課と共催で実施。
男女共同参画の視点や要配慮
者の視点を取り入れた防災対
策等について学ぶ講座を実施
した。
・防災講座&ワークショップ
では、避難所でのよりよい対
応について活発な意見交換が
行われ、受講者同士で意見の
共有が図られた。受講者の満
足度は高かった。

固定的性別役割分担意識に基
づく日常的な慣行が変わらな
いと、災害時に男女共同参画
の視点を反映した対応をとる
ことができないため、普段か
ら男女が共に参画して災害に
備える必要性を特に訴えた。

【課題・懸案事項】
防災意識の低い市民に対して
どう周知宣伝していくかが課
題。

【改善策・今後の方向性】
防災ライセンス講座は託児付
きの講座であることを積極的
にPRして、女性の参加を促
す。

男女共同
参画課

防災対策には災害弱者と呼ば
れる高齢者、女性、乳幼児な
ど様々な視点が必要であるこ
とから、自治会・自主防災組
織の長（主に男性高齢者）以
外に、女性や若者の参加を呼
びかけた。また、育児中の方
も参加しやすくするため、5
回のうち1回を男女共同参画
センターと共催し、託児所を
設けて実施した。

【課題・懸案事項】
受講者の多くは60歳以上の男
性（主に町内自治会や自主防
災組織の代表者）であり、女
性や若い方（乳幼児の親）の
受講者が少ない。

【改善策・今後の方向性】
受講者層として、現状の町内
自治会や自主防災組織の代表
者も立場的に必要な層である
ため引き続き受講を促すとと
もに、幅広い層の受講者とす
るため、開催案内などの啓発
を行う。

防災対策
課

講座
・防災ライセンス講座（防災
対策課と共催）
受講者数：64人
・防災講座＆ワークショップ
受講者数：63人

202

・防災ライセンス講座5回
（修了者164人、内、女性36
人）
・防災ライセンススキルアッ
プ講座2回
（修了者241人、内、女性42
人）

544

各講座の開催回数は計画通り
実施した。また、防災ライセ
ンス講座は各回40人、計200
人の定員に対し講座修了者が
164人（82％）、防災ライセ
ンススキルアップ講座は各回
60人、計120人の定員に対し
講座修了者が241人（約
201％）であったことから、
概ね達成できたといえる。

44103

避難所運営
委員会の支
援
〔新規〕

災害時に迅速かつ
円滑に避難所開
設・運営を行うた
め、市民主体で設
立する避難所運営
委員会の活動につ
いて女性が積極的
に関わるための支
援を行う。

・避難所運営委員会研修会
　計8回（花見川区2回、稲毛
区2回、緑区1回、美浜区3
回）
・避難所運営委員会活動支援
補助金交付団体数（119団
体）

2,402

避難所運営委員会研修会を実
施できなかった区もあった
が、避難所運営委員会活動支
援補助金については、計画
（100団体）を上回る補助を
行うことができ、女性の積極
的な参加を啓発できたものと
考える。

自主防災組織の結成率向上に
あたり、各説明会で女性参画
の重要性・必要性について啓
発を行った。

【課題・懸案事項】
自主防災組織の活動及び運営
を行う際、男女両方の立場か
らの意見を反映させる必要が
ある。そのため、今後とも説
明会等で女性の加入を促して
いく必要がある。

【改善策・今後の方向性】
引き続き女性参画の重要性・
必要性について自主防災組織
等への周知を図る。

防災対策
課

避難所運営に関するマニュア
ルや生活ルールを作成する際
は、様々な視点からの意見が
必要であり、男女双方の意見
を取り入れることができるよ
う、各区において説明会など
を実施することで、女性が積
極的に関わるための支援を
行った。
また、当課にて避難所の直近
要員担当職員を指定する際
は、できるだけ男女の編成比
率が偏らないように指定し
た。

地域防災計画の修正をするに
あたり、当部会の意見を反映
させることで、男女共同参画
に配慮した。

部会の開催につき、全員参加
を絶対の条件とはせず、参加
できない部会委員に対して
は、部会の開催結果をフィー
ドバックするなどして、情報
共有を図ることとし、毎年度
開催をする。
過去の災害における経験談等
を部会員の方から話していた
だき、より、地域防災計画や
他のマニュアル等に反映させ
ていきたい。

【課題・懸案事項】
避難所運営委員会の市全体委
員数に対する女性委員率は、
H29末時点で27.1％となって
おり、いまだ男女差に開きが
ある。（H28末：25.9％）

【改善策・今後の方向性】
地域によってそれぞれ実情が
異なるため、引き続き、各区
地域振興課において地域性に
応じた避難所運営委員会研修
会を実施するなど、女性が積
極的に関わるための支援を行
う。

防災対策
課

1,174

結成促進のため啓発を行った
が、新規設置件数は11組織
（計画では20組織：55％）の
み結成となったため。

所管課

44101

女性の視点
を取り入れ
た防災体制
の確立
〔新規〕

女性の視点を取り
入れた防災体制を
確立するため、防
災会議に「男女共
同参画の視点を取
り入れる部会」を
設置し、防災に関
する計画の見直し
や具体的な防災対
策を進めていく。

日程の関係で部会を一同に会
して開催することはできな
かったが、地域防災計画に部
会委員の意見を反映させるこ
とができた。

－

一同に会して、部会を開催す
ることは、部会委員の予定が
合わず、出来なかったが、書
面等により意見交換を行い、
地域防災計画により充実した
男女共同参画の視点を取り入
れることができた。

危機管理
課

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

施策の方向性５　ひとり親家庭等への支援

①ひとり親家庭の自立支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

保護者が疾病・疲
労等の身体上・精
神上・環境上の理
由により、家庭で
の養育ができない
場合に一時的に児
童福祉施設等で養
育を行う（ショー
トステイ）。ま
た、保護者が仕事
等で平日の夜間又
は休日に不在とな
る場合に児童福祉
施設等で児童を預
かる（トワイライ
トステイ）。

【課題・懸案事項】
実施施設の受入枠の余裕が少
なくなったことから、利用者
が少なくなっている。

【改善策・今後の方向性】
施設との調整等により、受入
枠を増やす。

ショートステイ
児童福祉施設等5か所で実施
・利用延べ日数　546日

トワイライトステイ
児童福祉施設等4か所で実施
・利用延べ日数  502日

4,12645106
子育て短期
支援事業

子育て短期支援の実施によ
り、仕事と家庭生活等の両立
の支援が効果的にできたため

就職に有利な資格取得を目指
す際に給付金を支給するな
ど、ひとり親家庭の就労支援
に一定の効果があった。

就職に有利な資格取得に係る
経済的支援をすることで、母
子・父子世帯の自立を支援し
た。

ひとり親家庭については、利
用料の減免により、制度の利
用をしやすくすることで、ひ
とり親家庭等のワークライフ
バランスの向上を図った。

特になし
こども家
庭支援課

医療費の助成を通して、母
子・父子世帯の経済的な安定
を図るとともに、自立の促進
を図るため、家庭と仕事の両
立や資格取得に役立つ情報を
適宜提供した。

【課題・懸案事項】
対象者から現物給付への制度
変更を求められており、市と
しても実施の必要性を認識し
ている。

【改善策・今後の方向性】
県下一斉での実施が必要とさ
れるため、千葉県に働きかけ
を行う。

こども家
庭支援課

こども家
庭支援課

45105
自立支援訓
練給付金事
業等

就業に役立つ各種
講座の受講や専門
的資格取得のた
め、「自立支援教
育訓練給付金」
「高等職業訓練促
進給付金」「高等
職業訓練修了支援
給付金」の母子家
庭等自立支援給付
金事業を実施す
る。

・自立支援教育訓練給付金
　10人
・高等職業訓練促進給付金
　47人
・高等職業訓練修了支援給付
金　13人

48,802

・ひとり親家庭からの相談に
対し、個々の状況に合わせた
きめ細やかな対応に努め、母
子・父子世帯の自立を支援し
た。
・就業支援講習会のテーマに
ついて、母子・父子世帯とも
に就職に役立つ技能習得を支
援するものにした。

市とハローワーク
が連携し、就業相
談や就労に関する
情報を提供する。
就業に結びつきや
すい資格取得のた
めの講習会を実施
する。

・就業相談件数　790件
・就業支援講習会　2回
（パソコン）

11,360

就業相談や就業支援講習会を
実施するなど、ひとり親家庭
の就労支援に一定の効果が
あった。

【課題・懸案事項】
介護職員初任者研修につい
て、託児サービスを提供可能
な事業者が見つからず、実施
を断念した。

【改善策・今後の方向性】
パソコン講習会に加えて、別
の講習会の実施を検討する。

こども家
庭支援課

45104
ひとり親家
庭医療費助
成事業

ひとり親家庭等の
保護者に対し、保
険診療の範囲内
で、医療費の助成
を行う。

延べ支給人数　76,352件 204,023
ひとり親家庭への経済支援と
して効果があった。

45103

母子家庭等
就業・自立
支援セン
ター事業

こども家
庭支援課

45102
ひとり親家
庭等生活向
上事業

ひとり親を対象に
暮らし方・育児な
どについてのひと
り親向け研修講座
を「生活支援講習
会事業」として実
施する。
平日や昼間に育児
や生活一般に関す
ることなどについ
て、相談する時間
がつくれない方の
ために電話相談を
実施する。

・土日夜間電話相談
平日248日
休日69日
相談件数66件
・母子会電話相談 第1～4水
曜日 45日
相談件数10件
・生活支援講習会 全4回、延
べ52人参加

3,402

母子会電話相談・生活支援講
習会については、年度当初想
定した利用人数を下回ったた
め。

母子家庭及び父子家庭を対象
としている事業であるが、父
子家庭の申込みはいまだ少な
いことから、事業周知におい
ても父子家庭の参加を促すよ
うに記載するなど工夫した。

【課題・懸案事項】
（母子会電話相談・生活支援
講習会）利用者・参加者の減
少

【改善策・今後の方向性】
（母子会電話相談・生活支援
講習会）受託団体の母子寡婦
福祉会の知名度を向上させ、
利用者向上につなげる。

こども家
庭支援課

所管課

45101
母子・父子
自立支援員
事業

母子・父子自立支
援員を配置し、生
活・育児・福祉資
金の貸付等につい
ての相談に応じ
る。

相談件数：9,502件
※No.45103「母子家庭等就
業・自立支援センター事業」
として予算計上し、事業実施

－
支援を必要とするひとり親家
庭等に対し、効果的な支援が
できた。

個々の状況に合わせて、生活
基盤を確立させるための就業
や家庭と仕事の両立等に関す
るアドバイスをすることによ
り、母子・父子世帯の自立を
支援した。

特になし

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

②貧困など困難を抱える人への支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

③子ども・若者の自立支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

【課題・懸案事項】
アウトリーチ件数は増えてい
るが、まだ十分とは言えな
い。

【改善策・今後の方向性】
職員体制や支援方法の見直し
等により、支援に奥行をもた
らすアウトリーチ件数の増を
図る。

精神保健
福祉課

45303

ひきこもり
地域支援セ
ンターの運
営
〔新規〕

ひきこもり状態に
ある方や家族に対
する相談、訪問な
どの支援を行うた
め、ひきこもり地
域支援センターを
運営する。

ひきこもりに特化した来所、
訪問、電話相談
・対象者の年齢制限なし
・祝日、年末年始を除く月曜
日から金曜日の9時から17時
・相談及び問い合わせ件数
2,323件

14,643
1日あたり9.5件の相談及び問
い合わせ等に対応し、一定の
効果があった。

代表者会議及び実務者会議、
個別ケース検討会議の開催に
より、子ども・若者の相談支
援等を行う各関係機関との連
携、情報共有が図れ、一定の
効果はあった。

男性、女性双方の意見等を反
映すべく、協議会委員が極力
男女同数に近づけるよう調整
に努めた。

ひきこもりで悩んでいる当事
者やその家族からの相談に対
し、個々の状況に合わせたき
め細かな対応に努めた。

個別ケース検討会議につい
て、関係機関の情報共有・連
携を強化して、対象となる
ケースを積極的に挙げ、子ど
も・若者の問題解決に資する
ようにする。

健全育成
課

相談者の性別や内容により、
対応する相談員の性別を検討
して相談にあたった。

相談における主訴は、①病気
障害（166件）、②不登校
（128件）、③家庭問題（110
件）となっている(重複あ
り)。障害に関する悩みを抱
えている相談者へは養護教育
センターや発達障害支援セン
ター等の紹介を行っている
が、Linkで相談を受ける段階
で、相談内容に的確に答える
ためには、相談員が障害への
専門的知識を持つことが必要
になると思われる。

青少年サ
ポートセ
ンター

45302

子ども・若
者支援協議
会
〔新規〕

代表者会議・実務
者会議・個別ケー
ス検討会議を開催
し、関係機関等が
行う支援を適切に
組み合わせること
により、効果的か
つ円滑な支援を行
う。

代表者会議　1回開催
実務者会議　2回開催
個別ケース検討会議　2回開
催

6

45301

子ども・若
者総合相談
センターの
運営
〔新規〕

「子ども・若者総
合相談センターＬ
ｉｎｋ」を運営
し、様々な悩みを
抱える30歳代まで
の子ども・若者と
その家族の相談を
行う。

・相談状況
　電話相談：   349件
　来所相談：　  49件
　訪問相談：　　 8件
　同行支援：　　 0件
・相談者の状況
　本　　人：   127件
　母　　親：   149件
　父　　親：　  25件
　学　　校：　  53件
　そ の 他：　  52件
・相談対象者の男女比
　男　　性：   253件
　女　　性：   145件
　不　　明：　　 8件

3,461
ひきこもり地域支援センター
が平成28年度から設立され、
相談数が減少したため。

就労の状況、心身の状況、地
域社会との関係性その他の事
情により、現に経済的に困窮
し、最低限度の生活を維持す
ることができなくなるおそれ
のある者が、困窮状態から早
期に脱却することを支援する
ため、本人に寄り添い、包括
的かつ継続的な支援を行っ
た。また、相談支援員の男女
比が同程度になるように配慮
するとともに、支援にあたっ
ては、相談支援員による定期
的な会議を行う等、男女双方
の視点を取り入れる工夫を
行った。

【課題・懸案事項】
生活自立・仕事相談センター
における10万人当たりの新規
相談受付件数が10.4件（国が
示す目安値は24件）に留まる
等、支援を必要とするが相談
に至っていない者に対する支
援の在り方が課題として残っ
た。
　
【改善策・今後の方向性】
庁内関係各課とより一層の連
携を図り、情報提供による待
ちの支援だけでなく、情報共
有シートの活用により支援機
関自ら支援を届ける体制を構
築する。また、庁外の関係機
関（法テラス等）との連携体
制についても検討を進める。

保護課

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

45201

所管課

生活困窮者
自立支援の
促進
〔新規〕

生活自立・仕事相
談センターにおい
て生活の不安に関
する相談や、生活
困窮家庭の子ども
への学習支援を実
施する。また、自
立・就労サポート
センターにおいて
求人情報の提供、
職業紹介及び就職
までのサポートを
行う。

生活自立・仕事相談センター
・実相談人数1,191人
・延べ相談人数9,905人

学習支援事業
・延べ開催回数450回
・延べ参加者数3,382人

自立・就労サポートセンター
・相談件数4,184件
・支援者数1,252人
・就労者数821人

自立相談支
援事業
63,579

学習支援
8,061

自立・就労
サポートセ
ンター
208

①生活自立・仕事相談セン
ターにおいて生活困窮者に寄
り添った包括的な支援を実施
することで、ひとり親家庭等
で生活困難な状況にある家庭
が経済的に自立する等、安心
して暮らすことができる環境
づくりに貢献することができ
た。
②困窮世帯の子どもに対して
学習支援を実施することで、
高校進学を支援し、子どもの
貧困問題解消に貢献できた。
③自立・就労サポートセン
ターでそれぞれに合った就労
情報等を提供することで自立
した生活環境を整えることに
貢献できた。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

42



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

基本目標Ⅴ　生涯にわたる心身の健康と性・ＬＧＢＴに関する理解への支援

施策の方向性１　性や健康への理解と促進と健康づくり

①性や健康に関する知識の普及啓発

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

生き方、人間関係、心や体の
悩みなど、さまざまな悩みを
抱えた男性の相談を受け付け
た。

男性の臨床心理士による相談
体制を整え、家庭、仕事、生
き方、人間関係等の悩みを抱
えた男性からの相談を受付
け、気持ちの整理のお手伝い
をし、問題解決に必要な情報
提供を行った。

【課題・懸案事項】
男性相談の認知度を高める。

【改善策・今後の方向性】
相談窓口のさらなる周知を図
り 、男性でも気軽に相談で
きる環境づくりに努めてい
く。

男女共同
参画課

講習会のテーマについて、男
女双方の健康課題等を踏まえ
て設定した。

生活習慣病予防その他健康に
関する事項について、正しい
知識の普及啓発に向けて、今
後も引き続き実施していく。

健康支援
課

51106
男性の心身
の健康に関
する支援

男性の心身の健康
に関する相談や情
報提供等を実施す
る。

男性電話相談
男性臨床心理士が対応。
相談時間:毎週金曜日
　　　　 18時30分～20時30
分
相談者数：131人

706

51105

健康企画
課

・性や健康の理解を通して、
男女平等と人権の尊重という
視点で実施した。
・子どもを持つ保護者対象の
教室では、母親だけでなく、
父親の参加も受け入れた。

・思春期の子ども及びその親
に対して、生命の尊厳につい
て学び、父性母性の涵養を図
ることや、思春期の心とから
だの発達とその特徴について
普及することを目的として、
今後も引き続き実施してい
く。
・また、近年、就学前の児童
を持つ親を対象として、思春
期につながる性の健康につい
て、自己肯定感が高まる関わ
り方についての教室の開催機
会が増加した。今後も継続し
て実施していく。

健康支援
課

健康教育事
業

健康に関する知識
の普及啓発のため
に、テーマごとの
講習会等を実施す
る。喫煙について
は、保健師が個別
指導を実施する。

集団健康教育　121回
喫煙者個別健康教育　173人 3,236

生活習慣病予防その他健康に
関する事項について、正しい
知識の普及を図った。

エイズに対する正しい知識に
ついて講演会・抗体検査等の
機会を通じて普及啓発するこ
とができた。

51104
エイズ対策
推進事業

エイズに関する正
しい知識の普及啓
発、高等学校等に
おけるエイズ予防
に関する講演会へ
の講師派遣、HIV等
抗体検査及びエイ
ズ相談カウンセリ
ングを実施する。

・休日即日検査
・エイズ予防に関する講演会
への講師派遣
・HIV検査普及週間や世界エ
イズデーに係る普及、啓発
・HIV等抗体検査
・エイズ相談カウンセリング

5,557

【課題・懸案事項】
薬物乱用防止教室の実施率が
全国平均に比べ低いことか
ら、引き続き各学校への啓発
を行う必要がある。

【今後の方向性】
引き続き、性教育をはじめ、
薬物乱用防止教育、喫煙防止
教育等、自他ともに大切にす
る教育を実施する。

啓発をするにあたり、男女と
もに生涯を通じて健康の保持
増進を図っていけるよう、互
いの性や健康の理解につなが
る内容にする工夫をした。

高等学校等における予防講演
会等を通じて、他の性感染症
も含めた若年層への普及啓発
を推進する。

保健体育
課

51103
思春期保健
対策事業

思春期の子ども及
びその親に対し
て、生命の尊厳に
ついて学び、父性
母性の涵養を図る
ことを目的とし、
赤ちゃんとふれあ
う体験学習を実施
する。また、思春
期の心とからだの
発達とその特徴、
対応について知識
の普及及び相談を
実施する。

思春期教室
開催回数51回

126

助産師の講演や赤ちゃんふれ
あい体験を通して、対象者の
生命の尊厳についての理解、
父性母性の涵養、思春期の心
とからだの発達や特徴の理解
を促すよう実施ができた。

・女性が、自身の健康と権利
を守って自由に生きていくた
めに、リプロダクティブ・ヘ
ルス／ライツの重要性を説明
するとともに、認識を深めて
いく意識付けとなるよう講座
内容の工夫を行った。
・大人プログラム、子どもプ
ログラムを実施し、子どもの
ときから男女共同参画意識を
育む機会を作ることができ
た。また、親子で暴力防止に
ついて学ぶことができた。

【課題・懸案事項】
・女性のための健康講座は関
心が高く、多数の応募があっ
たが、20代、30代の参加者が
少なかった。
・子どものための健康セミ
ナーは、市内保育園など、開
催場所の確保が課題。

【改善策・今後の方向性】
・女性のための健康講座は、
土曜、日曜の開催も視野に入
れて検討する。
・子どものための健康セミ
ナーは、CAPプログラムに限
定しない取組も検討してい
く。

男女共同
参画課

51102

学校におけ
る保健学
習・指導の
充実

児童生徒の健康課
題に対応するた
め、性教育をはじ
め、薬物乱用防止
教育、喫煙防止教
育、生活習慣病に
関する教育等、自
他ともに大切にす
る教育を実施す
る。

児童生徒の健康課題に対応す
るため、性教育をはじめ、薬
物乱用防止教育、喫煙防止教
育等、自他ともに大切にする
教育の啓発を行った。

－

自他の健康課題について、適
切に判断し、行動する力の育
成や、男女の相互理解につな
がった。

健康課題を解決するための授
業実践に当たり、男女双方の
意見を取り入れるよう配慮し
た。

51101

性や健康に
関する情報
提供や講座
の開催

性や健康に関する
正しい知識を習得
するために、情報
提供を行う。ま
た、男女共同参画
センター等におい
て、更年期など性
や健康に関する講
座を開催する。

講座
・女性のための健康講座Ⅰ・
Ⅱ
受講者数：146人
・子どものための健康セミ
ナー（CAPプログラム）
受講者数：43人

214

・女性のための健康講座Ⅰで
は、リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツの視点を取り入
れ、女性特有の体の仕組みと
働きを理解し、適切なケアと
症状を和らげる方法について
学ぶ講座を実施できた。受講
者の満足度は非常に高かっ
た。
・市内保育園でCAP（子ども
のための暴力防止プログラ
ム）を実施した。一人ひとり
の尊厳を守り、暴力を防止す
ることの大切さを伝えること
ができた。受講者の満足度は
非常に高かった。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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②性や健康に関する相談の充実

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 D

H30

H31

H32

H33

③日々の健康づくりの支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

食生活改善推進員における男
性の比率は少ないことから、
男性参加についても働きかけ
ていきたい。

健康支援
課

・養成教室では、生涯を通じ
た健康の保持増進の取組みが
できるよう、教室の内容を工
夫した。
・養成教室で使用するテキス
ト媒体は、イラスト等に男女
の偏りがないよう、男女平等
の視点を持ち、使用した。

【課題･懸案事項】
養成教室の募集には、市政だ
より、ちらし及びHPを活用し
て周知に努めたが、定数に満
たない教室もある。

【今後の方向性等】
自治会や、小中学校等のPTA
等に案内･説明等に対応し、
あらゆる就労世代に呼びかけ
を行う。

健康支援
課

51303
食生活改善
事業

地区ボランティア
として活動する食
生活改善推進員の
養成及び教育をす
る。また、食生活
改善推進員の地区
活動を支援する。

中央研修会　2回
地区研修　62回
地区伝達講習会　589回

3,938

食生活改善推進員の健康づく
りに対する意欲も高く、男女
ともに生涯を通じた健康の保
持増進に関心が持てるよう、
講習内容を工夫し、数多くの
地区活動を実施することがで
きた。

講習内容を考えるにあたり、
男女双方の意見を取り入れ、
健全な食生活の実践を通じた
健康づくりに取り組めるよう
工夫した。

51302
ヘルスサ
ポーターの
養成教室

自ら健康づくりを
実践するととも
に、地域の中心と
なって運動を継続
するヘルスサポー
ター（健康づくり
支援者）を養成す
る。

ヘルスサポーター養成教室を
48回実施した。その後、フォ
ローアップを目的に各区1回
（計6回）「おさらい会」を
実施した。

225

・男女ともに、生涯を通じた
健康づくりへの働きかけとし
て取り組むことができた。
・取組内容として、男女とも
に行えるウォーキングや、ラ
ジオ体操等を設定できる等、
男女共同参画の視点で取り組
むことができた。

食の実践教室
69回

422

自らの健康づくりを実践する
人を増やすために、健康に関
係する栄養の話と調理実習を
実施した。

男女ともに健康的な生活習慣
を身につけることができるよ
うに、テーマや内容を工夫
し、事業を実施した。

自らの健康づくりを実践する
人を増やすために、健康に関
係する栄養の話と調理実習を
引き続き実施していく。

健康支援
課

51203

LGBT（性的
少数者）相
談窓口の充
実
〔新規〕

LGBT（性的少数
者）専門相談窓口
を設置し、運営す
る。

51301
食の実践教
室

保健福祉センター
健康課において、
食・身体活動を中
心とした健康づく
りを心がけ実践す
る人を増やす。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

・相談窓口設置状況、コミュ
ニティスペースに関する他自
治体（企業）の動きなどを、
聞き取りやウェブサイトなど
で情報収集した。
・市民向けLGBT理解講座終了
後、講師による個別相談を実
施した。

－

・先進自治体の専門相談窓口
の運用状況等の情報収集を
行ったが、相談窓口の充実の
ためには実地調査（訪問・照
会）も必要である。
・相談員のLGBTに関する対応
スキル向上のための研修等は
行うことができなかった。
・市民向けLGBT理解講座終了
後、講師による個別相談を実
施したが、受講者に限定した
ものだった。

健康支援
課

各種相談に対し、個々の状況
に合わせたきめ細かな対応に
努めた。

家庭における健康管理に資す
ることを目的に、今後も引き
続き実施していく。

健康支援
課

多様な性の在り方に悩むLGBT
当事者等について、自治体と
いう公的機関が、理解し支援
する事業を行うことで、市全
体のLGBT理解・配慮意識を醸
成することにつなげる。

・引きつづき先進自治体での
専門相談窓口の運用状況等の
情報収集をし、実際にどのよ
うな支援が必要・可能なのか
を検討する。
・LGBT相談窓口は、市民向け
LGBT理解講座受講者に限ら
ず、広報を行い、広く市民か
ら相談者を募集するものとす
る。

男女共同
参画課

51202
健康相談事
業

保健師・管理栄養
士・歯科衛生士
が、心身の健康に
関する相談に応
じ、必要な指導及
び助言を行う。

相談件数　　　　17,674件 1,669
心身の健康に関する個別の相
談に応じ、必要な指導及び助
言等を行った。

所管課

51201
女性の健康
支援事業

女性特有の健康問
題について、保健
師による専用電話
相談や、女性医師
等による健康相談
を実施すると同時
に、知識の普及啓
発を図る。

専用電話相談　　　　783件
医師相談　　　　　　 14件
助産師相談　　　　　 50件
健康教育　124回 　5,804件

5,273
生涯にわたる心身の健康づく
りの観点から、知識の普及及
び相談対応等を実施した。

女性特有の健康問題につい
て、知識の普及及び相談を適
切に実施した。

生涯にわたる心身の健康づく
りの観点から、知識の普及及
び相談対応等を引き続き実施
していく。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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施策の方向性２　ＬＧＢＴ（性的少数者）への理解促進と支援

①ＬＧＢＴ（性的少数者）への理解促進と支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 D

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

施策の方向性３　妊娠・出産期の父母への支援

①安心・安全な妊娠や出産の支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

妊娠、出産、出産後の子育
て、その後の仕事復帰等、広
く相談に応じるとともに、子
育ては夫婦で協力して行って
いく大切さを説明し、仕事と
家庭生活の両立が図られるよ
う、適切に助言を行った。

特に妊娠届出時の面接におい
て、個々の妊婦やその家族の
状況に応じた応援プランを立
案することにより、丁寧な相
談支援ができるようになった
ため、今後も継続していく。

健康支援
課

支払額については国の動向を
見守る。

健康保険
課

53103

妊娠・出産
に関する相
談
〔新規〕

保健師等の専門職
が妊娠・出産に関
する相談に応じ、
適切なアドバイス
をする。

専用電話相談件数　2,734件
相談員による面接件数
1,009件

13,847

電話や面接訪問等を通じ、妊
娠・出産・子育てに関する相
談に応じ、適切なアドバイス
が行えた。

利用は母親に限られている
が、申請は父親・母親を問わ
ず受付けており、父親が申請
を行うことができることによ
り、子育て家庭の支援が一層
図られるように配慮した。

健康課で実施している母子健
康包括センター及び産後ケア
事業と深い関連性があること
から、より一層の連携につい
て検討していく。

幼保支援
課

53102
出産育児一
時金

国民健康保険の被
保険者が出産した
とき、世帯主に対
し、出産育児一時
金を支給する。

1件40万4千円、産科医療補償
制度対象分娩はこれに1万6千
円を加算。
741件に支給。

319,162

出産した被保険者に一律に一
定額を支給することにより、
出産期の負担軽減につながっ
た。

妊婦・出産期の父母への金銭
面での負担の軽減支援と乳幼
児の発育支援を目的として実
施した。

53101
エンゼルヘ
ルパ－派遣
事業

妊娠中や出産後間
もない核家族世帯
を対象にヘルパー
を派遣し、家事援
助や育児援助を行
う。

・初回利用者数　273人
・新規登録者数　321人

6,938
妊娠出産時の子育て家庭の負
担の軽減や乳幼児の健全な育
成に寄与した。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

男女共同
参画課

52104

公的証明書
における性
別欄の廃止
〔新規〕

公的証明書類にお
ける性別記載の廃
止や記載の有無を
選択できるよう取
り組む。

公的証明書類等における性別
記載欄の廃止や記載の有無を
選択できるよう庁内に周知を
図るとともに、対応状況につ
いて調査を実施した。

－

公的証明書類における性別記
載欄の廃止等について、可能
なものから対応しており、平
成29年度は学区外通学承認通
知書を含む4件について対応
が完了した。
H29年度調査ではH28年度調査
より該当書類7件増。様式改
正が可能なもののうち、未対
応の様式は7件あるが、改正
予定時期は全て決定してい
る。
また申請書やアンケート等で
性別欄の廃止や見直しを行っ
た書類は21件あった。

従来の「男」「女」だけでな
く、多様な性があることの理
解を促し、不必要な性別情報
の取得をしないよう強く所管
に働きかけた。

公的証明書類だけではなく、
申請書やアンケート等につい
ても同様の取組みを行ってい
く。

男女共同
参画課

・LGBT理解の研修対象者を広
げ、養護教諭、生徒指導主
任、教育相談担当者の研修会
や各種協議会で取り上げる。
・関係機関と連携し、教職員
への啓発を進める。

教育指導
課

52103

LGBT（性的
少数者）相
談窓口の充
実
〔新規〕
〔基本目標
Ⅴ-1-②の再
掲〕

LGBT（性的少数
者）専門相談窓口
を設置し、運営す
る。

・相談窓口設置状況、コミュ
ニティスペースに関する他自
治体（企業）の動きなどを、
聞き取りやウェブサイトなど
で情報収集した。
・市民向けLGBT理解講座終了
後、講師による個別相談を実
施した。

－

・先進自治体の専門相談窓口
の運用状況等の情報収集を
行ったが、相談窓口の充実の
ためには実地調査（訪問・照
会）も必要である。
・相談員のLGBTに関する対応
スキル向上のための研修等は
行うことができなかった。
・市民向けLGBT理解講座終了
後、講師による個別相談を実
施したが、受講者に限定した
ものだった。

多様な性の在り方に悩むLGBT
当事者等について、自治体と
いう公的機関が、理解し支援
する事業を行うことで、市全
体のLGBT理解・配慮意識を醸
成することにつなげる。

・引きつづき先進自治体での
専門相談窓口の運用状況等の
情報収集をし、実際にどのよ
うな支援が必要・可能なのか
を検討する。
・LGBT相談窓口は、市民向け
LGBT理解講座受講者に限ら
ず、広報を行い、広く市民か
ら相談者を募集するものとす
る。

性的指向、性自認にかかわら
ず、互いに尊重される社会を
形成するため、LGBT に関し
て正しく理解し、その理解を
さらに深めていく意識付けと
なるよう、LGBTの当事者を講
師に招くなど、講座内容の工
夫を行った。

【課題・懸案事項】
受講者から同様の講座を定期
的に開催して欲しいとの要望
がある。

【改善策・今後の方向性】
LGBTへの理解が促進されるよ
う、受講者等からの要望を踏
まえ、開催内容や開催回数等
について検討を行っていく。

男女共同
参画課

52102

学校におけ
るLGBT（性
的少数者）
の理解促進
〔新規〕

学校現場において
より適切な支援を
実施するため、管
理職を中心として
教職員向けにLGBT
理解促進のための
研修を実施する。

学校における性同一性障害に
係る児童生徒に対するきめ細
かな対応の実施等について周
知し、学校における状況調査
を行った。

－
管理職を中心として教職員向
けにLGBT理解促進を行った
が、まだ十分ではない。

管理職特別研修会では、学校
における性同一性障害や性的
指向・性自認に係る、児童生
徒に対するきめ細かな対応等
の実施について周知した。

52101

LGBT（性的
少数者）の
理解促進
〔新規〕

LGBT理解促進のた
め、男女共同参画
センターなどで講
座を開催する。

講座
・男女共同参画講座Ⅰ
受講者数：59人

95

LGBTについての基礎知識だけ
にとどまらず、体験談などを
交えて、参加者（当事者）が
様々な悩みを抱えていること
が分かり、共感をおぼえた受
講者が多かった。受講者の満
足度は非常にたかかった。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

②不妊治療に対する支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

③乳幼児の親への支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

電話や面接訪問等を通じ、妊
娠・出産・子育てに関する相
談に応じ、適切なアドバイス
が行えた。

妊娠、出産、出産後の子育
て、その後の仕事復帰等、広
く相談に応じるとともに、子
育ては夫婦で協力して行って
いく大切さを説明し、仕事と
家庭生活の両立が図られるよ
う、適切に助言を行った。

特に妊娠届出時の面接におい
て、個々の妊婦やその家族の
状況に応じた応援プランを立
案することにより、丁寧な相
談支援ができるようになっ
た。ため、今後も継続してい
く。

健康支援
課

妊娠、出産、出産後の子育
て、その後の仕事復帰等、広
く相談に応じるとともに、子
育ては夫婦で協力して行って
いく大切さを説明し、仕事と
家庭生活の両立が図られるよ
う、適切に助言を行った。

特に妊娠届出時の面接におい
て、個々の妊婦やその家族の
状況に応じた応援プランを立
案することにより、丁寧な相
談支援ができるようになっ
た。ため、今後も継続してい
く。

健康支援
課

53304

妊娠・出産
に関する相
談
〔新規〕
〔基本目標
Ⅴ-3-①の再
掲〕

保健師等の専門職
が妊娠・出産に関
する相談に応じ、
適切なアドバイス
をする。

専用電話相談件数　2,734件
相談員による面接件数
1,009件

13,847

53303
出産・育児
の電話相談

保健福祉センター
において出産する
病院の情報、新生
児の育児に関する
相談への対応を保
健師が中心に実施
する。（内容によ
り助産師、管理栄
養士、歯科衛生士
に引き継ぐ）

母子健康包括支援センター
専用電話件数　2,734件

13,847

電話や面接訪問等を通じ、妊
娠・出産・子育てに関する相
談に応じ、適切なアドバイス
が行えた。

生後4か月までの乳児のいる
全ての家庭を地域保健推進員
や助産師等が訪問し、健康状
態の確認や育児等にかかわる
様々な相談、育児に関する情
報提供を行うことができた。
また、子育ては夫婦で協力し
て行う大切さを説明した。

出産後の子育て、その後の仕
事復帰等、広く相談に応じる
とともに、子育ては夫婦で協
力して行っていく大切さを説
明し、仕事と家庭生活の両立
が図られるよう、適切に助言
を行った。

生後4か月までの乳児につい
て、全数状況が把握できるよ
う引き続き事業を行ってい
く。

健康支援
課

妊娠、出産、出産後の子育
て、その後の仕事復帰等、広
く相談に応じるとともに、子
育ては夫婦で協力して行って
いく大切さを説明し、仕事と
家庭生活の両立が図られるよ
う、適切に助言を行った。

新生児訪問の希望数が増加し
ているが、それに対する妊産
婦・新生児訪問指導員の稼働
日数が少ないため、タイム
リーな訪問ができにくくなっ
ている。

健康支援
課

53302
乳児家庭全
戸訪問

生後4か月までの乳
児のいる全ての家
庭を地域保健推進
員や助産師等が訪
問し、健康状態の
確認や育児等にか
かわる様々な相
談、育児に関する
情報提供を行う。

地域保健推進員及び乳児家庭
全戸訪問員により訪問を実施
した。
地域保健推進員による乳児訪
問　延6,310件
乳児家庭全戸訪問員による乳
児訪問　延672件

17,334

53301
妊産婦・新
生児訪問指
導

助産師等が、妊産
婦・新生児のいる
家庭を訪問し、健
康状態の確認や出
産・育児等にかか
わる様々な相談に
応じる。

妊産婦訪問件数　延5,273件
新生児訪問件数　延4,847件

15,787

市民からの希望により助産師
等が、妊産婦・新生児のいる
家庭を訪問し、健康状態の確
認や出産・育児等にかかわる
様々な相談に応じることがで
きた。また、子育ては夫婦で
協力して行う大切さを説明し
た。昨年度より訪問件数が増
加している。

健康支援
課

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

所管課

53201

不妊専門相
談セン
ター・特定
不妊治療費
助成

不妊専門相談セン
ターにおいて、不
妊症及び不育症に
関する複雑な悩み
に対し、専門的・
医学的な相談・支
援を行う。また、
不妊治療による夫
婦の経済的負担軽
減を図るため、特
定不妊治療費の助
成を行う。

1 不妊専門相談
（1）面接
  開催回数 12回／年
　21組、25人
　（夫婦での来所2組）
（2）電話　174件（延）
（うち男性不妊の相談 29
件）
　
2 特定不妊治療費助成
  949件（うち男性不妊治療
費助成8件）

165,143

不妊専門相談センターについ
て、チラシ・ホームページ等
でPRをし、男女ともに一定の
相談数を得ている。
特定不妊治療費助成について
も、チラシ、ホームページ等
で周知を図った。

相談・申請時において、不妊
治療を夫婦で取り組む重要性
について認識してもらえるよ
う説明を行った。

不妊専門相談センターでは、
男性からの相談が増えてい
る。引き続きPRに努め、男女
ともに相談しやすい窓口を目
指す。
特定不妊治療費助成では、27
年度途中から男性不妊治療費
助成が開始されたため、引き
続き制度のPRに努める。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

男性の参加率は横這いである
が、参加者における父親の育
児参加の必要性、役割につい
ては理解が促された。

夫婦での参加を促すととも
に、父親学級にて妊婦体験を
行い、出産・育児において父
親に担ってほしい役割を具体
的に指導した。

母親＆父親学級の参加者数自
体が減少傾向にあることが課
題。ニーズに合わせたものに
なるよう検討が必要である。

健康支援
課

53104
母親＆父親
学級

妊婦及びそのパー
トナーに対し保健
師・栄養士・歯科
衛生士・助産師に
より、妊娠中及び
産後の保健、お産
の準備、育児、父
親の役割などわか
りやすく指導す
る。

・母親学級　126回
　参加者数　2,262人
・父親学級　42回
　参加者数　754人

879

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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④リプロダクティブ・ヘルス／ライツの普及啓発

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

施策の方向性４　生涯にわたる健康を支援する医療の充実

①性差を考慮した医療の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

女性が男性医師には相談しに
くい事象について、女性医師
が担当する女性専用外来を設
置。また、電話には女性ス
タッフが対応し、相談しやす
い環境に配慮した。

特になし
海浜病院
地域連携
室

54101

両市立病院
運営管理事
業
（女性専用
外来の実
施）

更年期障害など女
性ホルモンに起因
する女性特有の疾
患に対する医療を
提供し、生涯にわ
たる健康の維持を
目的とした「女性
専用外来」を運営
する。

2,940
平成16年度設置以降、毎週1
回開設しているが、新規患者
数は伸び悩んでいる。

生涯にわたる心身の健康づく
りの観点から、知識の普及及
び相談対応等を実施した。

女性特有の健康問題につい
て、知識の普及及び相談を適
切に実施した。

生涯にわたる心身の健康づく
りの観点から、知識の普及及
び相談対応等を引き続き実施
していく。

健康支援
課

女性が男性医師には相談しに
くい事象について、女性医師
が担当する女性専用外来を設
置し、相談しやすい環境に配
慮した。

新規患者数が減少しているた
め、予約受付時間を拡大した
が新規患者数を増やすことに
結びついていない。開設当時
に比べ、女性医師の割合が増
えていることも考えられる。
また、女性専用外来を担当す
る女性医師の専門分野が限ら
れるため、人選も検討する必
要がある。

青葉病院
地域連携
室

54102

女性の健康
支援事業
〔基本目標
Ⅴ-1-②の再
掲〕

女性特有の健康問
題について、保健
師による専用電話
相談や、女性医師
等による健康相談
を実施すると同時
に、知識の普及啓
発を図る。

専用電話相談　　　　783件
医師相談　　　　　　 14件
助産師相談　　　　　 50件
健康教育　124回 　5,804件

5,273

女性専用外来
毎週水曜日　9:00～12:00
予約方法　電話

診療日数：35日
患者数；61人
1日平均患者数：1.7人

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

男女共同
参画課

53402

妊娠・出産
に関する相
談
〔新規〕
〔基本目標
Ⅴ-3-①の再
掲〕

保健師等の専門職
が相談に応じ、適
切なアドバイスを
する。

専用電話相談件数　2,734件
相談員による面接件数
1,009件

13,847

・電話や面接訪問等を通じ、
妊娠・出産・子育てに関する
相談に応じ、適切なアドバイ
スが行えた。

妊娠、出産、出産後の子育
て、その後の仕事復帰等、広
く相談に応じるとともに、子
育ては夫婦で協力して行って
いく大切さを説明し、仕事と
家庭生活の両立が図られるよ
う、適切に助言を行った。

特に妊娠届出時の面接におい
て、個々の妊婦やその家族の
状況に応じた応援プランを立
案することにより、丁寧な相
談支援ができるようになっ
た。ため、今後も継続してい
く。

健康支援
課

所管課

53401

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス／ライ
ツの理解促
進
〔新規〕

リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライ
ツ理解促進のた
め、情報提供や講
座の開催を行う。

講座
・女性のための健康講座Ⅰ
受講者数：52人

68

リプロダクティブ・ヘルス／
ライツの視点、女性特有の体
の仕組みと働きを理解し、適
切なケアと症状を和らげる方
法を学ぶ講座を実施できた。
受講者の満足度は非常に高
かった。

女性が、自身の健康と権利を
守って自由に生きていくため
に、リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツの重要性を説明す
るとともに、認識を深めてい
く意識付けとなるよう講座内
容の工夫を行った。

【課題・懸案事項】
20代、30代の受講者が少な
い。

【改善策・今後の方向性】
多様なライフスタイルに対応
するため、土曜・日曜の開催
も視野に入れて検討する。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

女性相談外来
第2・4火曜日
14:00～16:00
完全予約制
予約方法：電話

診療日数：24日
患者数：81人
一日平均：3.4人

－

設置した平成23年度から28年
までは毎週１回開設していた
が、平成29年度以降は月2回
の開設とした。
現在、予約はほぼ満杯状態で
ある。（1人20～30分として1
日3～5人）
女性特有の疾患や症状に対し
て長期的な健康の維持に配慮
している。
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施策の方向性５　高齢者や障害者の自立支援と社会参加

①介護や疾病の予防

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

【課題】
自主活動（シニアリーダー体
操教室）の開催場所を増やし
ていく上での会場の借用や、
シニアリーダー同士の交流の
場（連絡会）への資金面での
支援が必要になってくる。

【今後の方向性等】
高齢者人口の増加に伴い地域
での介護予防に資する通いの
場の必要性も増えていくこと
から、拡充していく方向であ
る。拡充の内容は自主活動へ
の支援を重点に行っていく。

地域包括
ケア推進
課

65歳以上の高齢者を対象に、
高齢者施設等でのボランティ
ア活動による地域貢献・社会
参加活動を通じた介護予防制
度を案内した。

【課題・懸案事項】
平成29年度に本制度へ登録し
た293名のうち、ボランティ
ア活動の実績を報告した者が
102名であったため、活動者
の実人数は分かりかねるが、
登録者のうち3分の1程度しか
活動を確認できなかった。

【改善策・今後の方向性】
引き続き、活動可能な施設を
登録者へ情報提供する等し
て、ボランティア活動による
地域貢献・社会参加活動を通
じた介護予防のための活動を
支援していく。

介護保険
管理課

55104
シニアリー
ダーの育成
〔新規〕

介護予防の促進を
図るため、介護予
防の知識と運動指
導のノウハウの習
得を図るシニア
リーダー講座を開
催する。

＜シニアリーダー養成講座＞
開催回数143回
講座受講者数225名
講座修了者数207名
終了後活動登録者数205名
＜シニアリーダー自主活動＞
H29年度末公民館数37か所
自主活動数63か所

19,319

養成講座開催は計画どおり実
施した。
また、修了者の自主活動支援
についても、立ち上げ支援、
連絡会への支援を実施した。

男女ともに、シニアリーダー
として活動できるように配慮
している。

55103

介護支援ボ
ランティア
制度の充実
〔新規〕

高齢者の健康増進
や介護予防の促進
を図るため、高齢
者の介護施設等で
のボランティア活
動による地域貢
献・社会参加を支
援する。

介護支援ボランティア登録研
修の開催
6月
参加者122人、登録者117人
8月
参加者67人、登録者67人
11月
参加者110人、登録者109人

4,852

研修の参加者のうち、約98％
が本制度のボランティアとし
て登録したことから、高齢者
にとって介護予防活動の契機
となり、一定の効果があった
と考えられる。

健康支援
課

55102
生きがい活
動支援通所
事業

高齢者が、いきい
きプラザ・いきい
きセンターで実施
する日常動作訓練
や趣味活動などに
参加し、介護が必
要になる状態に陥
ることを予防す
る。

いきいきプラザ 6か所
いきいきセンター 9か所
実施日　毎週火～金曜日
延利用者数43,372人

97,519

利用者の事業への満足度は高
く、参加者にとっては生きが
いづくりや交流の場となって
おり、リピーター率も高い。

女性の参加者が多いため、男
性の参加者が孤立しないよ
う、実施メニューの内容を工
夫し、男女の偏りに配慮し
た。

今後も男女ともに楽しんで介
護予防ができるよう、実施メ
ニューの内容を工夫してい
く。

高齢福祉
課

所管課

55101
訪問指導事
業

対象者の家を訪問
し、家庭における
療養、介護予防、
機能訓練の方法や
疾病予防、栄養、
口腔内衛生、認知
症等に関する指導
をする。

訪問指導延人員 458人 3,295
保健活動及び民生委員からの
情報等により、必要に応じて
訪問指導を実施した。

生涯にわたる心身の健康を支
援する関わりとして、高齢者
の自立支援の観点から介護や
疾病予防に資する支援を行っ
た。

必要に応じて、家庭における
療養、介護予防や疾病予防等
に関する指導を引き続き実施
する。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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②高齢者や障害者等が暮らしやすい環境整備

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

高齢者や障害者等が自立して
生活をしていけるように安
全、安心な住宅の情報を提供
した。

高齢者、障害者等が暮らしや
すい環境整備を目的に、安
全、安心な住宅の情報を提供
するともに、その他生活支援
に関連する窓口も適宜案内す
るなど、自立して生活をして
いけるよう配慮した。

相談者の中には緊急連絡先が
たてられず、契約できない方
がいる。緊急連絡先の有無で
住環境が左右されないような
対策が必要である。

住宅政策
課

バリアフリー化を図るなど、
高齢者が利用し易い住環境づ
くりに配慮した設計とした。

【改善策・今後の方向性】
引き続き高齢者に利用し易い
住環境を提供していく。

住宅整備
課

55203

千葉市民間
賃貸住宅入
居支援制
度・補助制
度

60歳以上の単身者
または60歳以上の
高齢者を含む世帯
や障害者世帯等に
対し、（一社）千
葉県宅地建物取引
業協会千葉支部及
び（公社）全日本
不動産協会千葉県
本部の協力のも
と、民間賃貸住宅
の情報を提供す
る。また、同制度
を利用して民間賃
貸住宅に入居する
際に家賃債務保証
会社と保証委託契
約をした場合、初
回分の保証委託料
の2分の1（限度額2
万4千円）を補助す
る。

①制度概要チラシ作成・配布
②すまいのコンシェルジュに
て随時相談受付（月～金曜お
よび第1・3日曜の10時～15
時）
・相談件数　180件
・申込数     47件
・成約数     7件

－

宮野木町第2団地建替事業
（建築主体・設備工事・屋外
整備・公園整備工事）

小倉台団地建替事業（杭打工
事・建築主体・設備工事）

1,553,004 設計基準が定着化している。

55202
高齢化に対
応した住宅
の確保

市営住宅の建替え
に際し、全住戸の
室内の段差解消や
手すりの設置など
の高齢化対応を図
る。また、高齢者
に配慮した優良な
賃貸住宅の情報提
供及びサービス付
き高齢者向け住宅
の登録を実施す
る。

高齢者が暮らしやすい環境整
備を目的に、高齢者向けの安
全、安心な住宅の情報を提供
するほか、生活支援に関する
窓口も適宜案内するなど、自
立した生活を継続できるよう
配慮した。

障害者や高
齢者にやさ
しいまちづ
くり事業

障害者や高齢者が
積極的に社会参加
できるよう、安全
かつ快適に利用で
きる施設の整備を
目指し、特定建築
物及び公益的施設
等の事業者に協力
を求めるとともに
指導助言をする。

高齢者の居住の安定を図るた
めに、医療・介護が連携した
地域ケア体制の充実が不可欠
である。

住宅政策
課

ユニバーサルデザインに配慮
し、老若男女すべての人が利
用しやすいように配慮した。

【課題・懸案事項】
道路の勾配や沿道宅地との高
低差等の現場条件により、整
備基準に適合した整備が困難
な箇所がある。

【改善策・今後の方向性】
可能な限りバリアフリー化基
準に適合した整備を行う。

土木保全
課

歩道の段差を解消し、平坦性
を確保することで車いす使用
者等の走行の快適性を高め
た。

男女共同参画社会の形成を直
接的な目的とした事業ではな
いが、男女問わず、高齢者や
障害者等が安全で快適に利用
できる施設となるよう指導・
助言を行っている。

千葉県福祉のまちづくり条例
の整備基準への適合は努力義
務であり、また、バリアフ
リー法の認定の申請は任意で
あるため、まちづくり条例の
整備基準やバリアフリー法の
誘導基準を満たした施設と
なっていない場合がある。引
き続き指導・助言を行い、条
例・法律の趣旨について理解
を得たうえで施設整備を推進
する。

建築指導
課

・都市再生機構（UR）が提供
している高齢者向け優良賃貸
住宅の情報提供
・サービス付き高齢者向け住
宅の登録
　登録件数 52件（2,139戸）
　(※H29年度末時点)

－

未実施 －

・歩道の段差解消　56箇所
・視覚障害者誘導用ブロック
の設置　3.8㎞

128,954

高齢者が暮らしやすい環境を
整備し、高齢者向けの安全、
安心な住宅の情報を提供し
た。

－ －

H29年度は国の補助金の減額
に伴い、事業実績なし。

【今後の方向性】
避難場所の指定など地域防災
計画上重要な位置づけがされ
ている既存公園について、バ
リアフリー化を推進する。

55201

交通政策
課

・千葉県まちづくり条例
　届出・申請件数　　68件
　適合証交付件数　　6件
・バリアフリー法
　認定件数　　 　　 0件

－

高齢者や障害者等が安全で快
適に利用できる施設となるよ
う指導・助言を行い、条例及
び法律の趣旨について理解を
得た。

－

公園管理
課

千葉県福祉のまちづくり条例
に基づき、建築指導課は、公
益的施設等の新設・改修等の
整備にあたり、バリアフリー
を進めるよう届出、内容審
査、指導、助言、勧告、適合
証の交付を行っており、地域
福祉課は、千葉市におけるこ
れらを県に報告している。地
域福祉課では事業は行ってい
ない。

地域福祉
課

多機能トイレの整備（千葉み
なと駅）

10,642
計画通り事業を達成できたた
め。

高齢者や障害者だけでなく乳
幼児連れの子育て世代にとっ
て利用しやすい環境になるよ
う配慮した。

未実施 － －

今後は、モノレール駅舎の老
朽化したトイレのリニューア
ル化なども含め、多くの利用
者にとって使いやすいトイレ
を目指す。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 －

H29 －

H30

H31

H32

H33

③高齢者や障害者の日常生活の支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

引き続き訪問活動を行うこと
により、適切に入所者やその
家族の相談に応じられるよう
に配慮する。

介護保険
事業課

55305
介護相談員
派遣事業

介護相談員が施設
等を訪問して、利
用者等の相談を受
け、その内容を施
設等の管理者・職
員に伝えること等
により、利用者等
の不安・不満の解
消やサービスの質
の向上を図る。

20人の介護相談員が2人一組
で毎月1回・57か所の事業所
を訪問。
年間訪問回数 684回
年間訪問延人数 1368人

7,709

事業所だけでは気づかないよ
うなことの気づきにつなが
り、入所者に対するサービス
の向上に一定の効果を上げ
た。

アンケートより、同居または
近居により、緊急時に子ども
を預かってもらう、子の保育
所や幼稚園の送迎を依頼した
いとの意見、高齢者世帯から
は、孫との関わりが増え、生
きがいとなっているとの意見
があった。
これらの意見から出産・子育
てしやすい社会環境づくりに
一定程度寄与していると考え
られる。

高齢者に援助が必要となった
時に、子、孫の二世帯での協
力が得られることに加え、孫
の年齢が低い期間は、高齢者
が孫の面倒を見ることで、子
世帯の育児負担軽減、就労の
促進につながる。

利用者等から聞いた内容や他
の事業所の良い点を基に、事
業所により適切な助言を行え
るよう、必要に応じて相談員
間で意見交換を行う等した。

広報方法と内容の改善の検討
をしていく。

高齢福祉
課

研修時には、男性介護者が孤
立しないように、介護者同士
の交流の時間を持った。

引き続き、効果的な周知を検
討していく。

高齢福祉
課

55304
三世代家族
同居の支援
〔新規〕

高齢者の孤立防止
や家族の絆の再生
を図るため、三世
代家族の同居など
に要する費用の一
部に助成する。

三世代家族の同居などに必要
な費用の一部（住宅の建築、
購入、賃貸、転居）の助成を
実施。最高50万円、市内業者
と契約の場合100万円。
新築　28件
購入　17件
改築　10件
増築　 0件
賃貸　 6件
転居　12件
合計　73件

39,742

【課題・懸案事項】
情報公表システムは一般的に
はあまり浸透していないた
め、より効果的な広報啓発を
検討していく必要があるとと
もに、広報媒体についても生
活支援サービスの情報量が増
加しているため、紙媒体（い
きいき活動マップ）での発行
を再考する必要がある。

【改善策・今後の方向性】
新たな情報公表システムを構
築することで地域分析力の向
上を図り、新規生活支援サー
ビスの創出に努める。

地域包括
ケア推進
課

55303
在宅介護者
支援の充実
〔新規〕

家族介護者の身体
的・精神的負担を
軽減するため、家
族介護者の相談を
専門的に行う機関
を設置するととも
に、介護技術の講
習を行う。

家族介護者支援事業として、
家族介護者研修のほか、家族
介護者への電話相談、訪問
レッスンを実施。
・家族介護者研修
　7回開催　65人
・電話相談　345件
・訪問レッスン　60件
（事業No.42104と一体的に実
施）

6,725

研修を通して、介護の知識・
技術を伝えるとともに、男女
がともに支え合いながら介護
することの大切さを伝えるこ
とができた。また、介護の不
安や悩みを解消するため、電
話相談や訪問レッスン等を実
施し、在宅介護の負担軽減を
図ることができた。アンケー
トの結果、受講生の満足度は
高く、仕事と介護の両立に一
定の効果があった。

総合相談支援業務・権利擁護
業務・包括的・継続的ケアマ
ネジメント業務・介護予防ケ
アマネジメント業務におい
て、相談者や利用者の性別に
ついて配慮を行っている。

今後も安定した事業運営がで
きるよう、引き続き、高齢者
人口に応じ、包括三職種を配
置し、きめ細かな対応をとれ
る体制を整えていく。
また、あんしんケアセンター
支援体制について、全区で整
備していく。

地域包括
ケア推進
課

55302

生活支援
サービスの
充実
〔新規〕

高齢者の生活支援
の基盤強化を図る
ため、生活支援
コーディネーター
を配置するととも
に、地域における
生活支援・介護予
防のニーズを把握
し、必要なサービ
スを創出する。

・生活支援サービスを厚生労
働省の情報公表システムで情
報公開（952件）
・生活支援サービス情報をま
とめた冊子の作成

28,477

厚生労働省の情報公表システ
ムにより生活支援サービス
952件の情報公開を行うとと
もに、生活支援サービス情報
をまとめた冊子を作成し、対
象者や専門職（あんしんケア
センターやケアマネジャー）
に広く広報・啓発できた。

高齢者が住み慣れた地域で生
きがいをもって生活するため
に利用することができる生活
支援サービスの情報提供が行
われた。

55301

あんしんケ
アセンター
（地域包括
支援セン
ター）運営
事業

高齢者が、住み慣
れた地域で安心し
た生活が送れるよ
う、介護予防ケア
プランの作成をは
じめ、介護や福祉
などに関する様々
な相談に応じるほ
か、権利擁護など
の支援を行う。

平成29年4月1日からあんしん
ケアセンター数を24か所から
30か所（出張所2か所含む）
に増設を行った。
相談件数は53,221件と前年度
から12,821件増え対前年比
31.7％の増加であり、高齢者
の自宅を訪問して対応した件
数は、10,284件と2,613件増
え、対前年比34.1％の増加と
なった。
また、花見川区・稲毛区・緑
区の保健福祉センターに、包
括三職種を配置し、あんしん
ケアセンターの支援体制整備
を行った。

886,224

センター増設を滞りなく行う
とともに、圏域ごとの高齢者
人口に応じ、専門職（包括三
職種：保健師・社会福祉士・
主任介護支援専門員）を137
名配置した。（前年度から28
名増）
また、普及啓発活動・地域介
護予防活動支援の件数実績と
して、28年度は64,809人と、
28年度の60,170人と比べ
4,639人増え、前年比7.7％の
増加となっている。

地域からの要望をふまえ、コ
ミュニティバス導入に向けて
調整を進める。

交通政策
課

事業
№

事業名 事業内容

28年度事業 年度ごとの自己評価

55204

地域参画型
コミュニ
ティバス等
導入の推進
〔新規〕

所管課

公共交通が不便な
地域での移動手段
を確保するため、
地域主体によるコ
ミュニティバス等
の導入を促進す
る。

　　　　　未実施
公共交通アドバイザー派遣事
業の対象となる事案がなかっ
たため。

－ － －

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課
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第2章　千葉市の男女共同参画の推進

④高齢者や障害者への虐待の防止と被害への対応

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 C

H29 C

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

業務の特性上、本プランで位
置づけている基本目標や方向
性の全てに合致するものでは
ないが、権利擁護や虐待防止
に関する知識を習得する機会
を提供することができ、本プ
ランの目標の一部は達成でき
たと考えるため。

研修は、高齢者一人ひとりの
人権が尊重され、社会の一員
として安心して暮らしていけ
るよう、虐待防止に関する知
識や理解を深め、予防と早期
発見・早期対応、再発防止に
つながっている。

高齢者福祉施設等の職員が高
齢者の権利擁護についての理
解を深め、身体拘束廃止に向
けた取り組みが学べるよう継
続して研修を開催する。
開催時期については、施設職
員が受講しやすいよう、時期
（感染症が流行する時期を避
ける）や会場を考慮して開催
する。

地域包括
ケア推進
課

高齢者一人ひとりの人権が尊
重され、社会の一員として安
心して暮らしていけるよう、
虐待者と被虐待者を分離する
ための体制を整備し、適切に
サービス提供が行われた。

同日に複数虐待案件が発生す
ることもあるため、確保する
居室数を増加させる必要があ
る。また、高齢者虐待以外の
認知症高齢者の一時保護等で
も利用できる体制にする。

地域包括
ケア推進
課

55406

高齢者権利
擁護・身体
拘束廃止研
修
〔新規〕

高齢者権利擁護・
身体拘束廃止にか
かる新任職員研修
及び専門実践研修
を実施することに
より、身体拘束を
行わない質の高い
介護の提供を目指
す。

高齢者福祉施設等の職員に対
して、権利擁護の理解を深
め、身体拘束を行わない質の
高い介護を提供することを目
的に研修を開催した。
新任研修：3回開催89名受講
専門実践研修：1回開催45名
受講

630

55405

高齢者虐待
発生時の居
室確保
〔新規〕

高齢者虐待が発生
し被虐待者と虐待
者の分離が必要な
場合、スムーズに
施設に入所できる
体制を整備する。

高齢者虐待が発生し、被虐待
者と虐待者の分離が必要とな
る場合に備えて、年間通して
1床居室を確保し、スムーズ
に利用できる体制を整備し
た。

2,532

居室を確保しておくことで、
早急に分離が必要なケースに
対応できた。
しかし、処遇を決定するまで
に時間を要し、長期利用する
ケースなどが増加しており、
居室確保数に課題が残った。

概ね、平成29年度の実施計画
どおりに指導監査等を実施で
きた。

高齢者虐待
防止マニュ
アルの充実
〔新規〕

高齢者虐待の実態
を調査し、必要に
応じて高齢者虐待
防止マニュアルを
改訂するととも
に、関係機関など
に配布し、高齢者
虐待防止に対する
周知を図る。ま
た、施設などへの
虐待防止に関する
指導・監督を強化
する。

高齢者施設約130施設に対
し、指導監査等を行った。

－

高齢者虐待の実態を調査し、
必要に応じて高齢者虐待防止
マニュアルを改訂するととも
に、関係機関などに配布し、
高齢者虐待防止に関する周知
を図る。また、施設などへの
虐待防止に関する指導・監督
を強化する。

高齢者虐待防止に対する施設
職員の意識の醸成を図るた
め、運営法人による自主的な
職員教育の実施を促した。

【課題・懸案事項】
ごく少数ではあるが、虐待防
止に関する研修の未実施等、
対策が不十分な施設が確認さ
れた。

【今後の方向性等】
引き続き、虐待防止に関する
事項について、指導監査等の
際に指導を行う。

保健福祉
総務課

高齢者虐待防止に対する従業
員の意識の醸成を図るため、
サービス事業者による自主的
な従業員教育の実施を促し
た。

従業者に対する高齢者虐待防
止研修を実施していないケー
スも見受けられるため、引き
続き実地指導を通じて、高齢
者虐待防止研修の実施に係る
助言・指導を行っていく。

介護保険
事業課

地域住民が高齢者虐待につい
ての知識や理解を深め、高齢
者虐待の予防と早期発見・早
期対応、再発防止につながっ
ている。

町内自治会や民生委員等にパ
ンフレットを配布し、地域住
民に対して、高齢者虐待への
知識や理解を深めていく。

地域包括
ケア推進
課

国の調査に基づき、高齢者虐
待の件数や種別を把握した
が、高齢者虐待防止マニュア
ルの改訂には至っていない。

－

205か所のサービス事業所に
対して実地指導を行い、高齢
者虐待防止研修の実施状況や
身体拘束の状況を確認した。

施設職員等からの高齢者虐待
に係る相談に基づき、3件の
ヒアリングや訪問調査を実施
した。

－

実地指導等の調査において、
高齢者虐待防止研修を実施し
ていないことや身体拘束にあ
たり必要な措置を講じていな
いことを確認した際は、必要
な助言・指導をすることがで
きた。

区によっては、高齢障害支援
課とあんしんケアセンターで
マニュアル改訂に向けた検討
を実施したが、マニュアルの
改訂には至っていないため、
目標の達成には課題が残って
いる。

高齢者一人ひとりの人権が尊
重され、社会の一員として安
心して暮らしていけるよう、
高齢者虐待の実態を調査し、
マニュアル改訂に向けた検討
を実施した。

引き続き、365日24時間体制
を維持し、通報に対し迅速に
対応する。

55404

障害者自
立支援課

55403

高齢者虐待
予防・防止
の普及啓発
〔新規〕

高齢者虐待につい
て、市民の知識や
理解を深めるた
め、高齢者虐待防
止パンフレットを
作成・配布するな
ど、普及啓発活動
を行う。

高齢者虐待について、市民の
知識や理解を深めるととも
に、高齢者虐待の予防と早期
発見・早期対応、再発防止に
努めるため、高齢障害支援課
及びあんしんケアセンターに
パンフレットを設置した。ま
た、あんしんケアセンターに
てサービス事業所等を対象に
研修会を開催した。

157
パンフレットの配布や研修会
の開催等、各地域の状況に応
じた普及啓発活動ができた。

地域包括
ケア推進
課

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、障害者の権利や尊
厳がおびやかされないよう、
障害者虐待防止にかかる講演
会を実施した。

【課題・懸案事項】
地域で活動する民生委員の改
選に対応し、改めて周知を図
る必要がある。

【改善策・今後の方向性】
計画的にリーフレットの配布
を通じて周知を図る。

障害者自
立支援課

55402

障害者虐待
防止セン
ターの整備
及び一時保
護居室確保
〔新規〕

各保健福祉セン
ターに障害者虐待
に関する通報等を
受け付ける障害者
虐待防止センター
を設置するととも
に、被虐待者を一
時的に保護できる
体制を整備する。

障害者虐待防止センター
通報件数　 35件

一時保護居室確保
一時保護した人数（実数）0
人
延べ利用日数　　0日

5,000
障害者虐待について、迅速に
対応ができた。

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、障害者の権利や尊
厳がおびやかされないよう、
障害者虐待の対応を迅速に
行った。なお、緊急性があ
り、世帯を分離する必要があ
る場合は、一時保護を実施し
た。

55401

障害者虐待
防止の普及
啓発
〔新規〕

障害者虐待につい
て、市民の知識や
理解を深めるた
め、障害者虐待防
止リーフレットを
作成・配布すると
ともに、障害者虐
待防止にかかる講
演会を開催するこ
とにより、普及啓
発活動を行う。

障害者虐待防止にかかる講演
会を開催することにより、普
及啓発活動を行った。

80

リーフレットについては在庫
状況を検討した結果必要な
かったため作成しなかった
が、講演会の開催は予定通り
できたため。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

51



第2章　千葉市の男女共同参画の推進

⑤障害者の相談・支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

⑥障害者の自立と社会参加の支援

実績
決算額
（千円）

年度 自己評価
自己評価を
選択した理由

男女共同参画に
配慮した点

課題・懸案事項・
改善策・今後の方向性等

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

H28 A

H29 A

H30

H31

H32

H33

H28 B

H29 B

H30

H31

H32

H33

障害者自
立支援課

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、障害者に対して、
一般就労に向けた支援をする
とともに、事業主に対して、
障害者雇用や職場定着に関す
る相談・支援を行い、障害者
の自立を支援した。

障害者就労支援のワンストッ
プサービスを提供する「千葉
障害者就業支援キャリアセン
ター」においても、平成29年
度から、相談支援、及び企業
での定着支援が強化されると
ともに、平成30年度からは、
新たに就労系の障害福祉サー
ビス事業所において「就労定
着支援事業」が創設されるこ
とから、平成29年度をもっ
て、プロモート事業を廃止し
た。なお、今後の就労に関す
る相談等については、千葉障
害者就業支援キャリアセン
ターなどの就労支援機関や法
定サービスの利用により対応
していく。

障害者自
立支援課

障害者自
立支援課

雇用推進
課
障害者自
立支援課

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、障害者に対して、
一般就労に向けた支援をする
とともに、事業主に対して、
就労における障害特性への配
慮への助言等を行い、障害者
の自立を支援した。

引き続き、千葉障害者就業支
援キャリアセンターの運営に
参画していくとともに、平成
29年度をもって一般就労支援
事業であったプロモート事業
が廃止となったことからこれ
まで以上に連携をしていく。

【課題・懸案事項】
本事業と類似する事業の整理
が必要である。

【改善策・今後の方向性等】
本事業と類似する事業を整理
するための検討を行う。

55605
障害者職場
実習の促進
〔新規〕

障害者と企業の相
互理解を深め、障
害者の一般就労を
促進するため、企
業での職場実習を
実施する。

職場実習の実施
（6人）

83

障害者が社会の一員として働
けるよう、引き続き、機会の
創出を図っていく。

職場実習の利用者が前年度に
比べて、少なかったため。

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、一般就労を希望す
る障害者に対して、企業で職
場実習を実施し、就職後の定
着支援まで一貫して関わり、
確実に職場定着に結び付ける
ことにより、障害者の自立を
支援した。

【課題・懸案事項】
本事業の周知を図る必要があ
る。

【改善策・今後の方向性】
平成28年度に締結した千葉労
働局との協定に基づき、ハ
ローワーク等の窓口に本事業
のリーフレットを配架するな
ど周知に努める。

55604

障害者職業
能力開発プ
ロモート事
業

障害者職業能力開
発プロモーターを
設置し、特別支援
学校生徒の実習先
や職業訓練の受託
先、雇用の場とな
る企業の開拓を行
うとともに、教
育、福祉、企業な
どの関係機関との
連携強化を図り、
本市障害者の一般
就労を支援する。

・障害者職業能力開発説明
会・セミナー開催（説明会2
回、ｾﾐﾅｰ2回）
・障害者、保護者、企業等を
対象に職業能力開発機関及び
障害者雇用企業の見学会を開
催（0回）

3,954

障害者雇用に関する相談ニー
ズの高まりに対し、障害者等
からの相談や定着支援（離職
を未然に防ぐ障害者・企業の
双方に対する支援）が行え
た。

引き続き、委託先と連携しな
がら、障害者のボランティア
活動を支援していく。

企業面接会当日は、手話通訳
を配置するなど、障害者の種
類や程度に関わらず参加でき
るよう配慮した。

多様性を理解し尊重すること
ができる共生社会の実現を目
指すため、在宅の知的障害者
にボランティア活動の機会を
提供し、障害者の社会参加を
支援した。

765

市ホームページや市政だより
で広報し、障害者が社会に参
画し、社会で活躍する機会を
設置することができた。

55603 就職面接会

就職希望者と事業
主との就職面接会
を関係機関と共催
し、障害者への就
職支援を行う。

千葉ポートアリーナにおい
て、ハローワーク、千葉県と
ともに、障害者雇用促進就職
面接会を行った。

求人事業所　97社
求職者　421人
内定者　51人

55602
ボランティ
ア活動支援
事業

知的障害者のボラ
ンティア活動を推
進するため、その
活動の機会を用意
するなどの支援を
行う。

参加人数　　1,850人
（内訳）
障害者本人　1,496人
支援者　　　　354人

55503
障害児等療
育支援事業

554
公園での清掃活動を通じて、
障害者の社会参加が促進され
た。

千葉障害者就業支
援キャリアセン
ターの運営に参画
し、本市の障害者
の一般就労を支援
する。

相談件数 1,958件(1,135件)
実習件数 320件(230件)
就職件数  23件( 14件)

※(　)内は千葉市在住の障害
者の件数

7,363

千葉障害者就業支援キャリア
センターの運営を通じて、障
害者の就労に伴う、障害者及
び事業主への助言を行うこと
ができた。

55601

千葉障害者
就業支援
キャリアセ
ンター事業

障害者自
立支援課

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価

所管課

在宅の重症心身障
害児(者)、知的障
害児(者)及び身体
障害児の地域にお
ける生活を支える
ため、これらの者
の保護者や介護者
が、身近な地域で
療育指導等が受け
られるよう、療育
支援体制を充実さ
せることにより、
これら障害児等及
び保護者等の福祉
の向上を図る。

・訪問療育相談支援事業
335件
・訪問健康診査等事業　0件
・外来療育相談事業　495件
・施設支援一般指導事業　0
件

3,355

必要な情報の提供等の便宜を
供与することや、権利擁護の
ために必要な援助を行うこと
ができた。

障害福祉
サービス
課

男女を問わず、相談者の人権
に配慮した相談支援を行っ
た。また、相談者一人ひとり
が置かれた状況に応じ、個別
的な対応に努めた。

【課題・懸案事項】
担当職員の一層の相談技術の
向上及び専門知識の習得が必
要である。

【改善策・今後の方向性】
OJT及び担当職員の研修への
参加を推進する。

精神保健
福祉課

障害者一人ひとりの人権が尊
重され、社会の一員として安
心して暮らせるよう、個々の
置かれた状況の把握に努め、
療育相談及び指導行った。

障害福祉
サービス
課

55502
精神保健福
祉相談事業

各区保健福祉セン
ター健康課、ここ
ろの健康センター
等において、嘱託
医、精神保健福祉
相談員、保健師に
よる精神保健福祉
に関する相談、訪
問支援等を行う。

1 保健福祉センター
(1)嘱託医による相談（予約
制） 92回（172件）
(2)相談員、保健師による相
談（随時）　5,525件
(3)相談員、保健師による訪
問　802件
2 こころの健康センター
(1)嘱託医による相談（予約
制）アルコール、薬物、思春
期、高齢者　104件
(2)相談員、保健師による相
談（随時）　1,777件
(3)こころの電話10:00～
17:00　2,294件

29,905
精神障害者の自立と社会参加
に寄与した。

所管課

55501
障害者相談
支援事業

障害者、障害児、
障害児の保護者及
び障害者等の介護
を行う者からの相
談に応じ、必要な
情報の提供等や、
権利擁護のために
必要な援助を行う
ことにより、障害
者等が自立した日
常生活や社会生活
を営むことができ
るよう支援する。

障害者相談支援事業　22,034
件
知的障害者生活支援事業登録
者数　93人
支援延回数　2,012回

77,183

必要な情報の提供等の便宜を
供与することや、権利擁護の
ために必要な援助を行うこと
ができた。

障害者一人ひとりの人権が尊
重され、社会の一員として安
心して暮らせるよう、個々の
置かれた状況の把握に努め、
相談業務を行った。

【課題・懸案事項】
本事業と類似する事業の整理
が必要である。

【改善策・今後の方向性等】
本事業と類似する事業を整理
するための検討を行う。

事業
№

事業名 事業内容

29年度事業 年度ごとの自己評価
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